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神奈川県におけるムスジイトトンボの記録

岸一弘

Kazuhiro Kishi: Record of Cercion sexlineatum (Selys, 1883) 

(Odonata: Coenagrionidae) in Kanagawa Prefecture 

はじめに

ムスジイト トンボCercionsexlineatum (Selys, 1883) 

は，宮城県以南の本州，四国，九州及び琉球列島に

分布する暖地性の種類で，神奈川県内では東京湾

及び相模湾沿いの地域で記録されている。県内で

は 1960年代後半に比較的まとまって記録されてい

る（松木 ・新井， 1967,1970，石渡， 1969）ものの，

その後は記録が減少し（佐々木ほか， 1989），神奈

川県レッドデータ生物調査期間中 （1992～1994年）

にはまったく記録されなかったため，絶滅危慎種

に位置付けられている（苅部ほか， 1995）。

ところが，1996年を境に再び本種の記録が得ら

れるよ うになった。本報では，県内における本種の

記録について整理すると共に，最近になって得ら

れた生態的知見についても触れてみたい。

文末となったが，木種の記録についてご教示い

ただいた椀真史氏， 未発表データをご提供いただ

いた田中和徳氏，梅田孝氏に感謝申し上げる。

記 録

凡例

I）記録は，文献記録，未発表記録を一括して市町

村別に配列した。

2）未発表記録については，記録頭数，記録地， 記

録年月日，記録者の順に配列した。なお，筆者自

身による記録については，記録者名を省略した。

［）｜｜崎市］新丸子（松木 ・新井， 1970）；川崎区殿町

（多摩川｜）（大森，1981.原報ではi殿町） ; 3♂ l♀ 
採集，川崎区浮島， 19.VIII.2000，田中和徳

［横浜市］鶴見区二ツ池（石川， 1999）金沢区野島

町（石渡，1969）； 金沢区六浦町（石渡＇ 1969 ; 

大場・石渡ラ 1979); I♂採集，鶴見区二ツ池， 17.

VlI.2000，梅田孝

［横須賀市J2♂2♀採集 ・15♂3♀目撃（2♂2♀・
連結中），長井一丁目轡堰，14.VIII .199 7 ; 6♂4 
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♀目撃 （2♂2♀ ：連結中）， 轡堰，16.VIII.1997

［三浦市］南下浦町川、松ヶ池（松木 ・新井， 1970;Jil 

島， 1986，焼田， 1989，川島，1993）；城ヶ島（佐々

木， 1982，川島， l990) 

［鎌倉市］笛田 （苅音llほか，1995)

［藤沢市］辻堂西海岸三 「目（岸， 1999，藤沢市教

育文化センタ~＇ 1999）；終齢 lex.採集（同日 l

♀羽化），辻堂西海岸三丁目辻堂海浜公園，20.

v .1999; 18♂ l♀目撃 （1♂l♀・連結産卵中），
辻堂海浜公園，12.医 .1999（図5); 4♂2♀目撃

(2♂2♀：連結中），辻堂海浜公園，30.lX.1999;

2♂目撃，辻堂海浜公園， 4.x .1999; 10♂目撃，
辻堂海浜公園，27.V［目2000

［茅ヶ崎市J2♂採集 ・l♂目撃，下町屋三丁目， 21.

vn .1999 
［寒川町］倉見 （佐々木ほか，1989），宮山 （佐々 木

ほカミ， 1989)

［平塚市］田村（佐々木ほか， 1989)

［大磯町］生沢東池（佐々木ほか， 1989)

［海老名市］（中新田）（神奈川県内広域水道企業団，

1998);4♂ l♀目撃 （I♂l♀ ・連結中）， 中新

田， 9.XI.1997; I♂採集 ・2♂目撃，中新田， I.

VI .1998 ; 3♂目撃，中新田， 27.VlI.1998

［厚木市J4♂ l♀採集 ・多数目撃（4♂4♀ ：連結

産卵中），下依知， lI. VIII .1997 （図4），多数目撃，

下依知，18.y唖.1997（図6); 2♂l♀採集 ・10♂

5♀目撃， 下依知，3.Xl.1997 ( 16時には睡眠に

入っていた） ，多数♂3♀目撃（I♂l♀ ：交尾

中，l♂l♀・連結中），下依知， 9.XI.l 997 ; 2♂ 

採集 ・多数目撃，下依知，27.四 .1998；多数目

撃， 下依知， 17.Vlll.1998;1♂採集，関口， 29.

vn .t 996 （図3), I♂目撃，関口， lVIII .1 996 ; I 
♂採集，関口，20.Vil .1997 

［小田原市J; I♀採集，桑原，14.VI.1999 



ずか5年間に9か所で記録が得られており，最

近になって分布域が明らかに拡大している様

子が伺える。また，厚木市下依知を始めとし

て，横須賀市長井一丁目轡堰，藤沢市辻堂西

海岸三丁目辻堂海浜公園ではかなりの個体が

記録されており，個体数もこれまでにないほ

ど増加している。

棲息環境

記録が得られているのは，沿岸部の池と相模

川のワンドである。厚木市下依知，厚木市関

口，海老名市中新田といった1、目模川のワンドの
生息地にはオオカナダモなとすの沈水植物が繁茂

しているが，辻堂海浜公園内の人工池は無植生

に近く，従来考えられていたよりも環境に対す

る順応性は大きいものと考えられる。

ただ，生息地の環境は必ずしも安定しておらず，

とりわけ，本流とつながっているワンドは水環境

としては極めて不安定で、ある。1998年には，10月

に通過した台風 lO号などによる大雨のために相模

川はかなり増水し，int路やワン ドの形状が著しく
変わり， 厚木市下依知では，増水した水がワンドを

飲み込み，大部分のワンドは土砂に埋ま り，一部は

本流とつながり消失した。
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0 : 1995年図1 神奈川県におけるムスジイ トトンボの記録地．

以前の記録地， ・：1996年以降の記録地

成虫の出現期

佐々木ほか（1989）では，「成虫は5月中旬から

1 0月中旬にかけて記録されているj と記述してい

るが，最近の調査では ll月上旬の記録も複数得ら

分布状況

神奈川県において本種が記録されている地域を

地図上に示すと， 図lのとおりとなる。 1995年以前

は沿岸部に限って記録されていたが， 1996年以降

は沿岸部だけでなく， 厚木市下依知3 厚木市関口，

海老名市中新田といった内陸部でも記録が得られ

るようになっている。記録個体数及び記録地点数

の変化は，図2のとおりである。1960年代後半には

J 11崎市，横浜市でまとまった記録が得られた（松

木 ・新井， 1967,1970；石渡， 1969）が，その後は

1980年代後半を除きわずかの記録しか得られな

かった。ところが，水質が悪化したり，水生植物が

減少が しているにもかかわらず，1996年以降のわ
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れている。これは，発生個体数が増加 したことに起

因するものと思われる。厚木市下依知では， 上記の

とおり 11月9日にも多数の個体が記録されており，

より遅い時期まで成虫が見られるものと推測される。

異種間連結に関する記録

イ トトンボ科， ヤンマ科， トンボ科などでは時折

異種間連結の事例が報告されているが，本種におい

ても以下のとおり異種間連結が観察されている。

1) 1997年8月 18日，厚木市下依知において本種♂

とセスジイ トトンボ♀が連結するのを観察した。

ただ，連結時間は短く，すぐに離れてしまった。

2) 1998年7月27日， 厚木市下依知においてクロイ

トトンボ♂と本種♀が連結するのを観察した。た

だ，上記と同様に連結時間は短かかった。

幼虫の記録

県内では，これまで、幼虫の記録は報告されてい

なかったが，上記のとおり， 1999年5月20日に藤

沢市辻堂西海岸三丁目辻堂海浜公園で終齢幼虫を

採集するこ とができた。

おわりに

分布状況の項で述べたように，本種は 1996年以

降明らかに分布を拡大し，個体数もこれまでにな

いほどの増加を見せている。この原因を特定する

ことは容易ではないが，幼虫、の棲息する水環境が

悪化 しつつある中で分布拡大 ・個体数増加が起き

ていること を見れば，クロコノマチョウやシロへ

リクチブ トカメムシなどの南方系種の昆虫類と同

様に，近年の温暖化傾向がその引き金となってい

ると考えるのが妥当であろう。

今後も，県内における本種の分布がどのように

推移するか，注意深く見守っていきたい。
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図3 静止中の♂，厚木市関口， 29.VII .1996. 

図4 交尾中の個体，厚木市下依知， Il. V目.1997.

図5 水面に浮かぶイネ科植物の枯草に連結産卵中

の個体，藤沢市辻堂西海岸三丁目・辻堂海浜公

園， 12.IX.1999.

図6 オオカナダモに連結産卵中の個体（♀は潜水し

ている），厚木市下依知，I8. VIII .1997. 
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大山における開花季節調査

浜口哲一

Testuichi Hamaguchi: Flowering season of the plants in Mt. Oyama 

はじめに

四季を通じて同じ場所で観察を重ね，植物の開

花状況を記録したものを花ごよみと呼ぶ。花ごよ

みを作ることは，素朴な自然観察ではあるが，それ

ぞれの植物の生活史を理解する上でも，また環境

教育の方法としても大きな意味を持っている（渡

辺， 2000）。ここでは，神奈川県の大山における花

ごよみを，特に標高による比較に重点をおいて報

告したい。

調査の場所と方法

調査は，1990年3月から 10月まで，神奈川県丹

沢山地の東端に位置する標高 1252mの大山で、行っ

た。調査ルートは， 図lに示したとおりで，伊勢原

市大山町のケープソレカー追分駅から，下社，見晴台

を経て山頂に至り，蓑毛越えを経て蓑毛に下る，延

a‘ 
大山 神奈川県

図1 調査ルートー
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長約 8kmの登山道を選んだ。 このノレートは， 特に

追分から山頂までの聞には人工林がほとんどなく，

全標高にわたって自生植物を観察するのに適して

し、る。

調査は，原則として毎月の上中下旬に l回ずつ

行った。3月中旬に調査を開始し，IO月上旬まで調

査を続けたが，諸般の事情でそれ以降の調査がで

きなかった。そのために，秋の結果については不完

全なものとなっている。調査回数は，合計27回で

あった。

記録の方法は，登山道を歩きながら，発見した植

物について開花および結実の状態を，つぼみ，咲き

始め，満開，盛りすぎ，若い実，熟した実の6段階

に区分して記録した。また，登山道の分岐点や目印

となる建造物などを利用して，標高が 500m, 700 

m, 850 m, 1000 mの地点を境に区域を分けて記録

大山
企

． 
大山ワープ）f駅

500皿

蓑毛
。 1 km ． 
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アオキ Aucuba 1aP0111ca 

アブラチャン L indera praecox 

シバヤナギ Sa I ix Japo111 ca 

ツルカノコソウ Valeriana flaccidissima 

力ントウタンポポ Taraxacum p/atycarpum 

オニタビラコ Youngia denticulata 

ムラサキケマン Coryda I is inc Isa 

ミヤマキケマンCory，ぬ！ispa/11ぬ var.tenuis 

ミヤマハコベ Ste! !aria sessi I /flora 

ケマルパスミレ Viola keiskei f. okubo1 

ナガパノスミレサイシン Viola bisset1 

シャガ Ins 1aP0111ca 

ヒメカンスゲ Carex co111ca 

ミツバアケビ Akebia trifol iata 

図2-1 標高別の開花状況．

～1000m : 1000～1252m（山頂）
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: 200～500m 

クロモジ Lindt芭raumbel lata 

イロハモミジ Acer pa/matt』悶

ニワトコ Sambucus sieboldiana 

オオジシバリ lxeris debi I ts 

ツボスミレ Viola verecunda 

キツネノボタン Ranunculus si lerifol 1us 

ホウチャクソウ Dis，即 rumsessil日

アセビ Pier is 1aron1ca 

ミツバツツジ Rhododendron dilatatum 

コナラ Ouercus serrata 

ジシバリ lxeris sto/onifera 

クワガタソウ Veronica miquel 1ana 

ツ）（..キンバイ Potentilla yokusa1ana 

ヒメウツギ Oeutzia gracilis 

力タパミ Oxal is corniculata 

トボシガラ Festuca parvig/uma 

ツリバナ Euonymus macropterus 

ヤマムゲラ Galium {JOgonanthtrn 

二15十 lxerisdentata 

ヱゾタチカタバミ Oxa Ii s fontana 

ヤマハタザオ Arabis hirsuta 

フタリシズカ Ch/oranthus serratus 

フジ 官isteria f loribunda 

ヤマツツジ Rhododendron kaewferi 

サラサドウダン Enkianthus campanulatus 

ツクJ~·ネウツギ Abel ia spathulata 

ハコネウツギ 官eige/acoraee応 IS

マルパウツギ Deutzia scabra 

ミツバウツギ Staphy/ea bumalda 

力マツ力 Pourthiaea vi/ losa var. laevis 

コゴメウツギ Stephanandra inc1sa 

ミズキ Camus controversa 

オ力タツナミソウ 5己utellaria brachysp1ca 

オオバコ P/antago asiat1ca 

図2-2標高別の開花状況．

. 500～1000m 1000～1252m（山頂）
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. 200～500m 

ツルウメモドキ Celastrus orbiculatus 

ヨツJ＼ムゲラ Gal ium trachyspermum 

コナスビ Lysim泊ch1a;apon1ca 

サワギク Senecio nikoens1s 

ドクダミ Houttuynia cordata 

ハンショウヅル Clematis ;ap.α11ca 

スイ力ズラ Lon1cera ;apon1ca 

ガマズミ Viburnum dilatatum 

ニシキウツギ i'leige/a decora 

マユミ βJα1ymus sieboldianus 

ウツギ Oeutzia crenata 

アズマイバラ Rosa luc1ae 

ナワシロイチゴ Rubus parvifol ius 

クサイ Juri削 stenu1s 

キクパドコロ Oioscorea septemloba 

サルナシ Actinidia arguta 

ミヤマイボタ Ligus t rum tschonosk ii 

シモツケ Spiraea ;a.凶nJCa

ヤマボウシ Benthamidia Jap.α1/ca 

ウツボゲサ Prune! la vu/gal is 

ホタルフクロ Canpam』la凶nctata

タ力卜ウダイEuphorbiapekinensis var. onoei 

ア力ショウマ Asti !be thunberg11 

ウマノミツバ Sanicula chinens1s 

ヤマカモジゲサ Brachy.回diumsyfvat1cum 

テイ力力ズラ Tr ache I ospe r.机Jn/asiat1cum 

ヲマ？とJ苛ベ Hydrangeainvolucrata 

ヤマアジサイ Hydrangea serrata 

オオパノヤエムグラ Galium pseudo-aspre/ lum 

シロパナイナモリソウ Pseudapyx1s 

heterophy!fa 

Ge凶司 japonicuri置ダイコンソウ

オトギリソウ Hypericum erectu.悶

ミツj,. Cryptotaen1a ;a，よ刀刀！Ca

図23 標高別の開花状況．

: 500～1000m : 1000～1252m（山頂）
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. 200～500m 

ツユクサ CofTIOe/ 1刀'3cc柳川IS

オオカモメヅル Ty/aphora aristolochioides 

アオツヅラフジ Cocculus tri /obus 

ノリウツギ Hydrangea paniculata 

ヌスビトハギ De認凶iumoxyphy//um 

タニタデ Circaea erubescens 

ヒメノガリヤス Calamagrostis hakonensis 

ヤマユリ Li lium aurat，凶司

ヒメドコロ D ioscorea tent』1pes

コア力ソ Boehmeria spicata 

オニドコロ Dioscorea tokoro 

ヒ力ゲイノコヅチ 』chyranthes1apo刀！Ca

コフウロ 匂raniumtrip;;rtitlJll 

ウパユリ Cardiocr inum cordatu.悶

アカネ Rubia argy1 

キンミズヒキ Agr imonia pi losa 

イラクサ Urtica thunberg1ana 

} ＼ナタデ Persicaria yokusa1ana 

ウラハゲサ Hak（『1echloa限era

イヌトウバナ Cl inopodium micranthum 

キパナアキギリ Salvia nippα1ica 

ガンケビソウ Carpesium divaricatum 

ノブキ Adenocaulon himala1c1JO 

シロヨメナ Aster leiaphy/lus 

ヒナタイノコツチ Achyranthes faune1 

ゲンノショウコ Geranium nepa/ense 
var. thunberg11 

ノコンギク Aster ageratoides var. ovatus 

ツリフネソウ l1TPatiens texton 

ネズミガヤ 被'lhlenbergia;a似~／Ca

ヤブマメ Amphicarpaea edgeworthi i 

ヤマミス Pi lea ;apantca 

アキノキリンソウ Sol idago v1rga-aurea 
var .asiatica 

アズマヤマアザミ Cirsium岡icrospicatum

図2-4 標高別の開花状況．

: 500～1000m : 1000～1252m（山頂）
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－』”200～500m

一王子ー500～1000m

-・:!::-1000m～1250m 
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きく減少し，秋に再び増えるという二山型の経過を

示していた。

標高が高くなるにつれて，その二山型の傾向は

はっきりしなくなり，山頂部（1000m以上）ではむ

しろ全体に夏をピークとする一山型の傾向となって

いた。

一般に，人里近くでは春と秋に花の種類が多いこ

とは経験的に明らかであるし，高山では積雪の影響

もあって夏にピークのある一山型の変化となること

も周知の事実である。今回の調査結果は，山地にお

いては，山麓の二山型が，標高が上るに従って連続

的に一山型に変化していくことを示していると考え

られる。

2. 標高による開花時期のずれ

前項で述べたように，開花種数の季節変化は， 山

麓の二山型が，標高が高くなるに従って，一山型に

推移していくが，その要因の一つは，高標高地では

気温が低いため開花が遅れることにあると思われ

る。そこで，ある種類が山麓で咲き始めてから，山

頂部で咲き始めるまでにどのくらいのずれがあるか

を図4に示した。

図4には，山麓と山頂部でともに花が記録された

63種について，山麓での開花時期によって春の花

(3～4月に開花），初夏の花（5～6月に開花）， 夏

の花（7～8月に開花），秋の花（9～10月に開花）

の4グループに分けて，山頂部での開花とのずれを

示した。

その結果，春の花については，3旬遅れて山頂で

開花するものがもっとも多く ，平均の遅れは3.5句

であった。すなわち，大山の場合は，山麓から約

1000 mの標高差がある山頂部まで春が登るのに

図3

を行い，その整理は200～500m,500～lOOOm, 1000 

m～山頂（1252m）の3区分によって行った。

車吉

x 
均二言

•• )K －，、、
)K "' "' x 
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f一一一－
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a:r: a:r: a:r: a:r: a:r: a:r: a:r: a:r: 
めの寸寸寸 ωωω

標高別の開花種数の季節変化．

果

1. 記録した種類

年間を通した観察で，開花が記録できた自生の種

子植物は，合計81科384種で、あった。他に帰化植物

14科27種を記録したが，それらは以下の集計には

含めなかった。

標高別に見ると， 200～500mでは246種， 500～

1000 mで、は273種， 1000m～山頂では145種が記録

された。また，全ての標高区分で記録された種とし

ては，ウツギ ・マメザクラ ・キブシ ・タチツボスミ

レ・クワガタソウなど30手ヰ55干重があった。

2. 開花の状況

各種類の開花状況を，標高と季節によって整理

し，本稿の主題が標高による開花季節の差なので，

3つの標高区分のうち2つ以上で、それぞれ複数回つ

ぼみや花が観察され，開花期間および、その標高差に

ついての情報がある程度十分に得られたと考えられ

る55科 135種について，図2に示した。なお，図2

では季節としては旬を単位とし，花が見られた期間

を線で示すようにした。

考察

1 .標高別の開花種類数の季節変化

図3に， 3つに分けた標高区分のそれぞれについ

て，各句に花が見られた種数の季節変化を示した。

秋の記録が不完全なので，およその傾向しか指摘す

ることはできないが，山麓（200～500m）では，春

にもっとも多くの種類の開花が見られ，盛夏には大

10 



約 1ヶ月強を要することになる。

初夏の花では，そのずれはやや小さくなって，2

旬遅れて咲くものがもっとも多く， 平均のずれは

2.5旬で、あった。夏の花では，同旬に咲くものがもっ

とも多く，平均のずれは 0. l句であった。秋の花

については，十分な資料が得られていないが，ずれ

は 1.6旬であり，山頂の方が開花が早かった。

このように，春に始まる植物の開花は，初めは山

麓の方が lヶ月早く進むが，徐々にその差が少なく

なり，夏には順序が逆転して山頂部の方が早く咲き

出す。すなわち，春は山麓から山に登って進み，秋

8 

掻 ｜ 春の花
間 6

4 

2 

。

は山頂から下って進むので，結果として高標高地で

は，全体の開花期間がより短くなっている。

同じ山の山麓と山頂で比較する場合には， 日長

時間の条件はほぼ同じなので，標高による気温の

逓減が，開花時期のずれの主要な要因だと考えら

れる。しかし，時期によって，そのずれの大きさが

変化することは，それぞれの植物の開花が単純な

気温によるものではなく ，積算気温や，各標高の個

体群による気温に対する反応の差による影響があ

ることを予測させる。大山の場合に，具体的な気温

のデータが手元にないので，これ以上の考察は差

: j~ jii; j~ 
Ln .!iii' .!iii' .!iii' j~ .!iii' ~ 

初

夏寸の花 の C¥J ~ !@'. E明E 昔話 昔話 器g.!iii' .!iii' .!iii' 世話 樹 君臣
川 N 円守 .!iii' 沼.!iii' r.::- 環gLn (() ....与E

E畠

ま咽話刊 6 

.!iii' 昔話 電込 器量 講話 昔話 器量 昔話 世話
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図4 山麓と山頂での咲き始めのずれ．
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し控えるが，こうした植物季節についての解析は

興味深い課題となろう。

文献

渡辺隆一，2000.森の季節学 144pp.アリス館，東京

（平塚市博物館）
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神奈川自然誌資料（22):13-18, Mar. 2001 

多摩E陵における谷戸田の植物相

北川淑子・山田 三m.
田

Yoshiko Kitagawa and Susumu Yamada: 

The flora of "yatoda" , the rice paddy in small valleyラonthe Tama Hills 

はじめに

水田は，ふつう，田に水を引くための溜池や水

路などがセッ トになっており，水生 ・湿生植物に

とって恰好の生育環境を提供 してきた。角野

(1997a, b）が指摘するように，近年，全国的に水生

および湿生植物の減少が著しいが，その主要な原

因の一つに水田および周辺環境の激減をあげるこ

とができる。これは多摩丘陵でも同様で，大都市

圏に隣接しているうえ，比較的標高が低い（220～
60m）こともあって， 1960年代前半から始まった

大規模開発の対象地と して，土地利用の形態だけ

でなく，地形そのものが大きく改変された。その

結果，丘陵の尾根と尾根の谷間に開かれた谷戸田

も大半が埋め立てられ，多摩丘陵の湿地環境は大

幅に減少した。また，残った谷戸田も休耕田や開

発予定地として放置されているところが多い。そ

れは，行政（東京都 ・神奈川県 ・

横浜市 ・川崎市）の公園禄地政策

により保護保全されている地区の

谷戸田も同様で，予算不足，入手

不足等の理由により，管理が十分

とはいえない状況である。

一方，「我が国における保護上

重要な植物種の現状」（我が固に

おける保護上重要な植物種及び群

落に関する研究委員会種分科会編，

1989）や「改訂 ・日本の絶滅のお

それのある野生生物ー レッドデー

タブック－ 8植物I （維管束植

物）J （環境庁自然保護局野生生物

課編，2000）には， かつては身近

な環境に普通に見られた水生 ・湿

生植物が数多く含まれている。多

摩丘陵地域のレッドデータ植物に

ついても「神奈川県レッド、データ

ドデータ生物調査団編，1995）や「東京都の保護上

重要な野生生物種」（東京都環境保全局， 1998）が

出版され，同様な結果が報告されている。近年は，

多種多様な生物群集を支える湿地環境と しての水

田生態系の重要性が指摘され（農林水産省農業環

境技術研究所編， l998），生物多様性を保全する面

からも休耕田，放棄水田を減少著しい湿生植物保

全の場として活用しようという動きが高まっている。

そうした状況のなかで，首都圏に残る水生・湿生

植物の現状把握は急務と考えられる。そこで， 笠原

( 1951）のいう水田雑草が残存している可能性の高

い多摩正陵の谷戸田において植物相調査を行い，

その現状を記録した。

東京湾

0 lOkm 

生物調査報告書J（神奈川県レッ 図1 水田植物の調査地点
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調査の対象と方法

調査は目視による現地調査と，比較のために水

田植物に関する過去の記録調査を行った。

現地調査は，関東山地の裾野から横浜市磯子区

付近まで続く多摩丘陵のうち，八王子市，稲城市，

町田市，横浜市3 川崎市に残存する谷戸田 （図 I) 

24ヶ所，約 170枚の耕作田，休耕田，放棄水田にお

いて行った。期間は1997年春より 2000年秋までの

3年半である。目視による記録とともに，各調査地

ごとに植生調査（被度のみ）を行い，全調査地にお

ける各々の種の出現頻度を段階分け（表lの凡例参

照）する際の参考とした。

過去の記録については，水田植物の種の多様性

を計る基礎資料として，伝統的な農作業が行われ

ていた1942～1943年の全国の水田雑草を調査した

笠原 （1951,1954）の報告を用いた。同報告書では，

全国の水田雑草を43科 191種（亜種 ・変種 ・品種

を含む）としている。そのうち東山地域（関東）で

の記録は38科 179種である。

また，多摩丘陵の記録としては，1940～60年代

を中心にした横浜市の植物相を調査報告した「横

浜植物誌」（出口，1968）を用いた。出口 （1968）は

種ごとにその生育環境を記しているため，「水田，

廃水田，水田辺り jと記録された種を，横浜市内の

水田およびその周辺に生育する水田植物の記録と

みなし，それらを今回の調査結果と比較した。

結果および考察

今回の調査により，多摩丘陵の谷戸田に生育す

る植物として 67科271種（変種を含む）を記録し

た（表 1）。

①植物相の特徴

確認された271種の植物のうち 39科 153種（56

%）が水田雑草と呼ばれる水田植物あるいは周辺

の水辺に生育する水生・湿生植物であったが，残り

の44科 118種（44%）は，本来水田にあってはな

らない木本類や，林や畑，道端などのより乾燥した

土地に生育する在来の草本種及び帰化種であった。

木本類ではイヌコリヤナギ，タチヤナギなどのヤ

ナギ類やコナラ，ミズキ，ミツバアケビなどの雑木

林に生育する樹木の実生やツノレ植物がみられた。

より乾燥した土地の植物としてはメヒシパ，ノビ

ノレ，ザクロソウなど約70種が記録された。帰化植

物は27種で、オニウシノケグサ，アメリカセンダン

グサ3 セイタカアワダチソウなどであった。手入れ

をされなくなった水田が徐々に乾燥し，周辺の畑

や林から種子が供給されている状況が明らかに

なったといえる。
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図2 谷戸田の景観

②過去の記録との比較

1942～ 1943年の東山地域で記録された水田植物

（雑草）38科 179種（笠原， 1951,1954）のうち，多

摩丘陵の谷戸田で記録された種は25科 105種（約

59%）であった。地域的により近い植物相がリスト

アップされていると考えられる横浜市（1940～60

年代）の水田植物38科 138種（出口， 1968）に対

しては， 33科112種（約81%）が記録された。

笠原 （1951,1954）の記録と今回の比較では，沈

水3 浮葉，浮遊植物が大きな夕、、メージを受けている

ことが分かる。原因は，地形改変による生育地の激

減の他に，稲の収量を上げ，農作業の効率をあげる

ために， 1960～ 1970年代にかけて水田の暗渠排水

化が盛んに行われたためと考えられる。また，出口

( 1968）との比較では，量的な問題は別として，種

数としては，水田植物の多くが，まだみられるとい

う結果になった。

③レッドデータ植物について

東京都，神奈川県，全国のいずれかのレッドリス

トに取り上げられている種は，表2のとおりであ

る。そのうち，種名を斜形文字で表した 19種が今

回の調査で記録された種類である。いずれも今回

の調査における多摩丘陵での評価が2あるいはlに

属しており（表 1），保護 ・保全のために何らかの

対策を早急に講じる必要がある。



表1-1.水田植物リスト
種名 ① ② ③ 積名 ① ② ③ 

イワヒ1＼科 シ7 ススメノ ヒエ Paspa/11mdilatat11m f吊イヒ
クラ7 コケ Selar?inellaremotifolia ススメノヒエ Paspalumthunbergii 0 4、 2 

ミズーフ科 チカラシバPenniset11malopecuroide.< 

ミスニラ lsoetesfaoonica 2 クサヨソPhalarisarundinacea 戸3、 3 0 、

トクサ科 ヨシPhragmitesaustralis 4 4 

スギナEquisetumarvense 4 ミゾイチゴツナギPoaacro/euca 4 2 

イヌスギナ Equisetumpa lustre 2 ススメノカタヒラ Poaannua 4 2 

イヌドクサEauisetumramosissimum イチゴツナギPoasphondylodes 2 2 

ミズワフピ科 ヒエガエリ Poかpogonfi1gax 2 2 

ミスワラビCeratooteristha/ictroides 2 ハマヒエガエリ Polypogonmonspeliensis 

オシダ科 ハイヌメ リSacciolep1sindica 3 3 3 

ホシダ Cyclosorusacuminatus ヌメリグサ Sacciolepisindica var. oゅwtorum 3 0 『 2 

ミゾミノダLeptogrammaMollissimα アキノエノコログサ S.etariafaberi 

コウヤワラビ Onocleasensibilis var. interrupta 2 ｛？コ
ヒメシダThe/vpterisvalustris 3 会2

キンエノコロ Se；；；：~；＇：，＂斤~u 3 

カニツリグサ Tr m 2 

デンジソウ科 カヤツリグサ科

デンジソウJ¥Iarsileaauadrifolia 2 イトハナビテンツキ Bulbostylisdensa 2 

サンショウモ科 クロカワズスゲCarexarenicola 

サンショウモ Salvinianatans 4 2 7 ツパスゲ Care.λbiwensis 3 

アカウキクサ科 ミヤマシラスゲ Carexconj』rtiflora 2 

オオアカウキクサィ4zo/laiavonica 2 オニスゲ Carexdickinsii 2 {?3 

ガマ科 アゼナルコ Car町 dimorpholepis

ヒメガマ乃•pha angustifolia 2 カサスゲ Carexdispalata 2 2 2 

ガ7 乃phalatifolia *3 シラスゲ Carexdoniana 

コガマTvphaorient正ilis 2 4 アオスゲ Carexleucochlora 3 2 

ヒルムシロ科 メアオスゲ Car町 ／eucochloravar. aphanandra 

コパノヒノレムシロ Potamogetoncristatus コウソ Carex maximowiczii 3 2 3 

ヒノレムシロ Potamogetondistinctus 3 コジュズスゲ Careλparcifloravar. macroglossa 2 

ミミズヒキモ Potamogetonoctandrus var. miduhikimo アゼスゲ Carexthunbergii 4 2 4 

ヤナギモ Potamo?.etonoxvphyllus 2 ヤワラスゲ Carextrαnsversa 2 会1

イパっモ科 チャガヤツ リCyperusamur即日 2 2 

ホッスニFcN，旬。Sgraminea 2 クグガヤツリ Cyperuscompress11s 2 

イハラモNajasmarina グ7 ガヤツリ Cyperusdiflormis 4 3 3 

トリ ゲモ Nziasminor ヒナガヤツリ Cyperusfl ace id us 2 

オモダカ科 アゼガヤツリ Q’perusglobosus 4 3 :, 、

へラオモダカAlismacanaliculatum 2 2 2 コアセガヤツ リCyperushaspan var. tuberiferus 2 2 2 

サジオモダカ !llismaplantago aquatica コゴメガヤツリ Cypen1siria 4 3 4 

トクコクヘラオモダカ Alismarariflorum カヤツ リグサC)perusmicroiria 4 4 3 

アギナシ Sagittariaaginashi ~ ，、 アオガヤツリ Cype円1sn ippon icus 3 

ウリカワ Sagittaria~：；；：ea 3 

オモダカ Sapittaria 3 :, 、 3 

オモダカ Cyperusorthostaclザ!IS 3 3 3 

カワラスガナ Cyperussang11inolentus f nipponicus 4 3 3 

トチ力ガミ科 ミズガヤツリ Cyperusserotin11s 3 2 

スブ苧 Blyxαceratosperma 3 2 ミスハナピ Cyperustenuispica 3 

ヤナギスブタ Blyxajaponica 3 7 ツハイ Eleocharisacicu/aris var. longiseta 4 4 :, 、

トチカガミ Hydrocharisdubia セイヲカハリイ Eleocharisattenu，α加

クロモHydrillaverticillata 3 ノ、リイ Eleochariscongesta 3 2 2 

ミズオオノミコ Otte/iaalismoides :, 、 クログワイEleochariskuroguwai 0 ，、 2 

イネ科 オオヌマハリイ Eleocharismami/lata 

スズメノテッポウAlopec11rusaequalis vor. am11/ensis 5 4 5 シカクイ Eleochariswichurae 3 2 

セトガヤAlopecurusjaponicus 2 ヒメヒラテンツキFimbristylisautumnalis 3 3 3 

メリケンカノレカヤAndropogonvirginic11s j吊イじ 2 

トダシバAnmdine/lahirta 2 

ノテンツキ Fimbrisり’/iscomplanala 2 

テンツキ Fimbristylisdichotoma var. tentsuki 4 3 3 

コブナグサArthraxonhispid11s 4 4 4 

カラスムギ』venafatua 帰化

クロテンツキ Fimbrisl)’/isd1phy/loides 2 2 

ヒデfリコ Fimbristylismilliacea 4 3 4 

カズノ コグサBeckmanniasyzigachne 
~ ，、 ~ e、 ~ e、

イヌムギBrom11sunioloides 帰化

アゼテンツキ FimbriSl)'lissquarrosa 3 

ヤマイ Fimbristylissubbispicata :, 、 3 2 

ジュズダマ Coixlacη•ma-Jobi ヴ

メヒンパDigitariaciliaris 2 

イヌ γェEchinochloacrus-galli 4 5 0 ，、

ケイ ヌピエ Echinochloac円1s-gallivor. echinata 

タイヌビエEchinochloaC口is-ga/livor. Oり＇ZOides 3 2 3 

アオカモシグサElymusracemρra 
カモジグサ Elymusts11k11shiensis var. transiens 2 

オニウシノケグサFestucaarundinacea 帰化 2 

トボシガラ Festucapa同 igluma 2 

ムツオレグサ Glyceriaacutiflora 
0 ，、 2 3 

ドジョウツナギGryceriaischyroneura 3 女2

ウシノンッベイ Hemarthriasibirica 2 2 

チガヤJmperatacylindrica 3 

チゴザサJsachneglobosa 3 :, 、 4 

エソノサヤヌカグサLeenisia or;四 ides 2 

サヤヌカグサLeerusiasayanuka ；》 3 

アゼガヤ Leptoch/oachinensis 2 

ササガヤMicrostegi11m japan icum 
アシボY1¥1icrostegi11m viminellm var. polystachyum 4 3 0 戸、

オキMiscanthus四 cchαriflonis
ー3、

ススキλ.fiscantl111ssinensis 2 

チヂミザサ Oplismenusundlllatifo/ius 2 2 

ヌカキビ Panicllmbisulcatum 3 3 

オオクサキビ Panicumdichotomiflorum 2 

アオテンツキ Fimbristylisverrucifera 

ヒメクグKyllingabrevifolia var. leiolepis 0 、 0 ー、 4 

ヒンジガヤツリ lipocarphamicrocephala 4 :, 、 2 

ウキヤガラ Scirp川 jluviatilis 2 

ホタノレイ Scirpusjuncoides 3 

イヌホタノレイ Scirp11sjunco ides var. olrn’！anus 3 

フトイ Scirpuslacustris ssp. creber 

カンガレイ Scirpustriangulatus 2 2 

サンカクイ Sciψ11striq11eter 2 

アブラガヤ Scirouswich11rae f concolor 2 1:?3 

サトイモ科
ショウブAeon時calamusv町 amwstat出 2 

ウキクサ科
アオクキクサ Lemnaaoukikusa 4 2 

ヒンンモLemnatris11/ca 

ウキクーサSpirodelapolrrhiza 4 3 2 

ホシクサ科
ホγクサ Eriocauronciner即 mvar sieboldianum 3 2 

コイヌノヒゲEriocaulondecemjlorum 
イ トイヌノ ヒゲEriocaulondecemjlorum var. nipponicum 3 3 

イヌノヒゲEriocau/onmiquelianum 2 3 

ヒロハイヌノヒゲEriocaulonrobustius 4 

シロイヌノヒ ゲEriocaulonsikokiαnum 

ツユクサ科
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表 1-2.水田植物リ ス ト

樋名 ① ② ③ 極名 ① ② 唱，ラト) 

Yユクサ Commelmacommunis 4 4 3 キツネノボタンRanunculussilenfolius 4 

イボタサMurdanniakeisak 4 3 5 アケビ科

ミズアオイ科 ミツハアウピAkebiatrifoliata 

ミスアオイMonochoriakorsakowii 2 ゴヨウアウピノIkebiαx pentaphνIla 

コナギMonochoria凶 ・zinalisvar. olantazinea 4 3 3 ツヅフフジ科

イグサ科 7オツヅラ フジCocculustrilobus 

ノ、ナピゼキショウ ｝uncusalatus 2 3 ケシ科

イJuncuseffusus var. decipiens 3 3 4 ムラサキケ7 ンCorvdalisincisa 

コクガイゼキンョウJuncusleschenaultii 2 ー3、 3 アブラナ科

コモチゼキショウJuncusmonticola 2 ナズナ Capsellabursa pastoris 2 

アオコクガイゼキンヨウJuncuspapi/losus 3 2 2 ヲネツケ八十 Cardaminef/exuosa 4 ※5 3 
ユリ科 ミスクガラン Cardamine!yrala 2 

ノビJレAlliummαcrostemon 方オパタネツケパナ Cardamineregeliana *2 
ヤブカンゾク Hemeroca/lisfu/va var. kwanso オランダガラγNasturtiumo」Tfcina/e 帰化 3 2 

ツノレポSeil/asc1'loides イヌカずランRorippaindica 2 

ヤマノイモ科 スカソタコtポウRoriooaislandica ※2 

ヤマノイモDioscoreajaponica ベンケイソウ科

オードコロ Dioscoreatokoro コモチーマンネングサSedumbu/ bi(erum ※4 4 

アヤメ科 ユキノシヲ科

キンョウブIrispseudoacorus 帰化 チタウサシAstii be microphylla 2 

ドヲダミ科 ネコノメ YクChrysospleniumgrayanum 2 

ドクダミHouttuyniacordata 3 タコノアシPenthorumchinense 2 

ハンゲンヨ ウSau四 ruschinensis 2 I tフ科
ヤナギ科 ヘビイチゴDuchesneachrysantha 3 ※4 3 

ナガパカワヤナギSalixgilgiana ヤフヘビイチゴ Duchesneaindica 2 

イヌコリヤナギSafi.λin臼gra 2 ダイコンンウ Geumjapan icum 2 

タチヤナギSalixsufrazi/is 2 ヒメヘビイチゴPotentillacentigrana王pa白川 2 

力パノキ科 オヘビイチゴPolen/ii/asundaica 2 3 2 
ケヤマハンノキA/nushirsuta ノイノ《ラ Rosamuliif/ora 2 

ブナ科 マメ科

コナラ Ouercusserrata 実生 クサネム Aeschynomeneindica 4 

アサ科 ネムノキAlbizia ;ulibrissm 

カナムグラ Humulusiapon icus 2 ヤブマメ Amphicarpaeaedgewor 2 
クワ科 ゲンゲAs/raga/uss111icus ※4 3 
ヤマグヲ Marusaustralis 実生 ノササゲ Dumasialruncata I 

イラクサ科 ツノレ7 メGかcineso;a 2 
ミズPi/eahamaoi 3 3 ヤハズソウ Kummeroviastria/a 
アオミスPi/eamonpo/ica 2 クズPuerarialobata 2 
9 -f科 シロツメクサ Trifolium問・pens 帰化 2 
クナギツカミ Persicariaaestiva 2 2 ヤハスPエンドウ Viciaangustifolia 2 
サ＂ラタデ Persicariaconspicua 3 ヤフツノレアxキ Vignaangularis var. nipponensis 
ナガバノウナギツカミ Persicariahastato sagittaw 2 フγWisteriaf/orib1111da 2 
ヤナギタデ’Persicariahydropiper 3 2 2 フウロソウ科
ンロパナサクラタデPersicariajaponica 3 2 ゲンノ ンヨ ウコ Ger.即日umnepa/ense var. thunberpii 2 
オオイヌタデPersicarialapathifolia ~ 、 カ9，，ミ科
イヌタデPersicaria/ongiseta 3 ※5 3 カタハミOxaliscorniculata 2 
サデクサ Persicariamaackiana トウダイグサ科
ヤノネグサPersicarianipponensis 3 3 4 エノキグサAcalyphaaustralis 2 
ポントクタデ Persicariapubescens 2 3 3 ヒメミカンンウ Phvllanth11smatsumurae 
サナエヲヂ Persicαriascabra 2 3 2 アワゴケ科
~~コノシリ ヌグイ Persicaria senticosa 2 アワゴケ Callitrichejaponica 3 3 
アキノウナギツカミ Persicariasieboldi1 2 3 3 ミスハコベ Callitricheverna 4 3 2 
ヌカボタデPersicaria臼quetii 2 オ トギリソウ科
ミゾYノ《Persicariathunberg1i 4 4 5 オトギリンク Hypencumerectum 2 
ホソバイヌタデPersicariatrigonocarpum アセオ ト ギリ fか•pericum oliganthum 3 
スイバRumexαcetosα 2 
ギシギンRumex;aponicus 2 
エゾギンギシRumexobtusi(olius var. azrestis 帰化 2 

ヒメオトギリ Sarot h ra japan icum 

コケオ トギリSarothralaxum 3 ~ 戸、 4 
ミズオ トギリTriademimiaaonicum 

ヒユ科 ミゾハコベ科
ヒナタイノコスチAchyranthesfauriei 2 
ヒカゲイノコズチAchyranthesiaoonica 2 

ミゾノ、コベElatinetriandra var. oodicellata 3 3 
スミレ科

ヤマゴボウ科

ヨウyュヤマゴボウ Phytolaccaamericana j吊イじ I 

タチツボスミレ Violagrypoceras 2 
スミ レViolamandshurica 

ツルナ科

ザクロソウMnlluzopentaphylla 
ツボスミレ Violaverecunda 2 
ミソハギ科

ナデシコ科

オランダミミナグサCerastiumglomeratum 帰化 2 
ミミナグサCerast1umholosteoides var. angustifolium 2 
ツメクサSαginajaponica 

ノミノフス＜＇ Stellaria a/sine var. undulata ※4 3 

ヒメミソハギAmmann回multiflora

ミYノ、ギLythrurnanceps 3 2 2 
キカシグサRota/aindica var. uliginosa 4 3 2 
ミズ7 ツパRota/ap山 ilia

ミズキカシグサ Rota/arosea 
ウシハコベStellariaaquatica 2 アカパナ科
コハコベStellariamedia 帰化 2 
スイレン科

ハス Nelumbonucifera 逸出

マツモ科

マツモ Ceratophyl/umdemersum 2 
キンポウゲ科

ケキツネノボタンRanunculuscantoniensis 2 3 4 
ウマノアシガタ Ranunculusjaponicus 3 2 
タガランRanunculussee/era加 3 3 3 

ミズタ7 ＇／ウ Circaeamot/is 2 
アカパナ Epilobiumpyrricholophum 3 3 3 
チョウジタデLudwigiaepilobioides ' ，、 3 4 
ミズユキノンタ ludwif!iaova/is 2 
アリノトウグサ科

オオフサモMyriophy/lumbrasiliense 帰化

ホザキノフザモル1yriophyllumspicatum 

タチモM；円ophyllumussuriense 2 
フサモMyriophyllumverticillatum 2 
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表1-3. 水田植物リ スト

種名 ① ② 

ウコギ科

キヅタ Hederarhombea 

セリ科

ノダケAngelicadecursiva 

ドクゼリ Cicuta virosa 2 

ノチドメHydrocotylemaritima 2 ※4 

チドメグサHydrocotylesibthorpioides 4 

セリ Oenanthefavanica 4 4 

ミズキ科

ミズキ Cornuscontroversa 実生

サクフソウ科

ヌマ トラノオLysimachiafortunei 2 2 

クサレダマLysimachiavu/zaris var. davurica 

ガガイモ科

コパノカモメヅノレCynanchumsub/anceo/atum 

ガガイモMetaolexisiaoonica 

ヒルガオ科

コヒノレガオCalystegiahederacea 

ヒルガオCalvsteRiafaoonica 

ムフサキ科

ハナイパナBothriospermumtenellum 

キュウリグサ Trizonotisoeduncularis 

シソ科

キランソウAjugadecumbens 

トウバナC/inopodiumgracile ※4 

イヌトウパナClinopodiumm(cranthum 

カキドオシGlechomahederacea var. grandis 

ヒメオドリコソウ Lamiumpurpur四 m 婦flニ
シロネ Lycop山 lucidus

コシロネLycopusramosissim山 var.;aponic出

ハァカ λ1enthaarvensis var. piperascens 2 

ヒメジソMos/adianthera ※2 

イヌコウジュMos/ascαbrα ※4 

シソ Peril/αfro胞scensvar. crispa 

アキノタムラソワ Salνiajaponica

ミゾコウジュSalviaolebeia 1 

ゴマノハグサ科

サワ トウガランDeinostemaviolaceum 

アフノメ Dopatriumjunceum 4 3 

オオアブノメ Gratia/ajaponica 

シソヲサ Limnophilααγomαticα 2 2 

キクモLimnophilasessilif/ora 3 3 

スズメノトウガラシLinderniaantipoda 3 ※4 

ウリクサLinderniacrus臼cea 3 

アメ リカアゼナLinderniadubia 帰化

アゼナLinderniaprocumbens 4 4 

アゼトウガラシLinderniamicrantha 4 4 

ムラサキサギゴケMazusmiquelii 2 

トキワハゼMazuspumilus 4 4 

タチイヌノフグリVeronicaarvensis 帰化

ムシクサ Veronicaperegrina 

オオイヌノアグリ Veronicapersica 帰化

カワジシャ Veronicaundulata 2 2 

ヲヌキモ科
タヌキモ Utriculariaiaoonica 3 1 

キツネノマゴ科
オギノツメ Hygrophila/ancea 1 

キツネノマゴJusticiaorocumbens 

オオバコ科
オオバコ Plantazoasiatica 

アカネ科
ヤエムグラ Galiumspurium var. echinospermum 

ホソパノヨツパムグラ Ga/furn吋 dumvaに brevipeduncu/ 2 

フタバムグラ Hedyotisdiffi凶 G l ※l 

ハシカグサNeonotishirsuta 

ヘクソカズラ Paederia(oetida 

スイカズフ科
スイカス‘ラ Loniceraiaoonica 

ウリ科
ゴキヅノレActinostemmalobatum 2 

アマチャヅノレGynostemmapentaphyllum 

カラスウリ Trichosanthescucumeroides 

キキョウ科
ミミゾカクシLobeliachinensis 4 4 

キク科
ヨモギArtemisiaindica var. m叫 imov口 ii

ユウガギク』steriinumae 

ヒロハホウキギク Astersubu/atus var. subulatus 帰化

カントウヨメナAs臼ryomena var. denta印S

アメリカセンダングサBidensfトondos a 帰化 ※3 

③ 

2 

3 

4 

2 

*t 

2 

2 

2 

2 

3 

3 

2 

2 

*2 
2 

2 

1 

2 

畦

2 

3 

2 

3 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

2 

2 

2 

1 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

s 
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種名 ① ② ③ 
タウコギBidenscripartita 0 ，、 2 

トキンソウ Cencipedaminima 4 ※3 2 

ノアザミ Cirsiumjaponicum

ノハラアザミ Cirsiumoligophyllum 

タカサブロウ Ec/iptaprostrata 3 3 3 

ヒメジョオンEngeronannuus 帰化 2 

ヒメムカシヨモギErigeroncanadensis 帰化 2 

ハノレジオンErigeronphiladelphicus 帰化 2 

オオアレチノギク Erigeronsumatrensis 帰化 2 

サワヒヨドリ Eupatoriumlindleyanum 食1

ヒヨドリパナEupatoriummakinoi var. oppositifolium 

ノ、キダメギク Galinsogaquadriradiata 帰化

ハハコグサGnaphaliumaffine ※4 2 

ウラジロチチコグサGnaphaliumspi印刷m 帰化

キツネアザミ Hemisteptaか目白 ※3 2 

オオジシパリ Jxerisdebi/is 2 

ニガナJxerisdentata 

イワニガナJxerisstolonρra 2 

アキノノゲシ Lactucaindica 2 

コオニ苧 ビラコLapsanαapogonoides 4 2 2 

セイタカアワダチソウ Solidagoaltissima 婦flニ 4 

オニノゲ／ Sonchus asper 2 

ノゲシSonchusolerace山 2 

セイヨウタンポポTaraxacumofficinale 帰化 2 

カントウタンポポTaraxacumpla砂carpum 2 

オニタビラコ Younziafaoon ica 2 

科数 38 38 67 

種数 179 138 270 

(I）このリストには，各当該地域で記録された水田を中

心とする維管東植物の和名，学名，産量を示した な

お，研究者により近縁種の捉え方が異なる場合は， 表

中で2亜種を l種と表現するような調整を行った

(2）科の配列は神奈川県植物誌調査会編（1988）に従い，

各科内の属や穫は， 学名のアノレファベット）I債にした

り）表中の各列は以下による種の生育量を示している

①笠原安夫（1951,1954）による東山地域（1942,1943) 

の水田雑草，②出口長男（1968）による横浜市（1940

～60年代）の水田植物， ③今回の調査による多摩丘陵

( 1997～2000）の谷戸の水田植物

(4）生育量の評価については，笠原（1951,1954）， 出口

( 1968）の記述と今回の植生調査の結果から，次の5段

階に分けた.5 地域内に多数発生する（j湿めて普通），

4 やや多く発生する（普通）' 3：少数だが広く認めら

れる， 2 点々と少数発生する（稀），I：極めて稀に発

生する

(5）合印は笠原 (1954）が 「地方的又は一時的な水田雑

tfi類Jとしてあげた リス トに含まれている種を示 し，

※印は出口（1968）の記述で路傍や畑地などにも生育

する種であるため，評価の数字が大きくなっている種

を示している．



おわりに

多摩丘陵の谷戸田には本来の水田植物の多くが

現存し， かつては水田周辺の湿地環境に生育して

いたアブラガヤ，マツカサススキ， ミヤマシラス

ゲ，チダケサシ，クサレダマ，サワヒヨ ドリなどの

抽水植物や湿生植物が，個体数は少ないが休耕田

や放棄水田に健在であることが分かつた。 また， 全

国的，あるいは地域的なレッド・データ植物も 19種

が記録された。

ない。現に町田市や川崎市北西部では谷戸を潰し

て，大規模な宅地造成工事が継続中もしくは予定さ

れている。

だが，この状況がこれからも続くという保証は

水田耕作が育んで、きた水田植物や，かつての溜池

や小川｜等を生育地としてきた大形抽水植物をはじめ

とする水生および湿生植物の保護保全の地として，

また，水田を中心とする湿地生態系をそのまま種の

多様性保全の場とするため，多摩丘陵に残る谷戸田

を早急に保護・保全すべきことを今回の調査結果は

強く示唆している。

表2 レッドリスト
評価

科名 種名 東京
多神摩奈丘川陵 全国

生活型

西南部

ミスーフ ,-；＜＇ーア A v vu 
納沈仙が遊ノ水水主弛～～～湿物湿浮染生生植植～物物湿生植物ミズワラピ ミズワフピ D 

デンジソウ ｜デンジソウ Ex vu 
サンショウモ サンショウモ Ex vu 
オオアカウキずサ オオアカウキクす Ex vu 浮遊植物
イバラモ ホッスモ En 

沈沈水水縞植物物
トリゲモ Ex 9 EN 

オモタカ ヘラオモダカ B 袖71<～湿生植物
サジオヱモダカ Ex 抗Ii水～湿生植物
トウゴタヘラオモダカ A v 柚水～湿生植物

アギナシ A En Jlh水～湿生値物
ウリカワ A 沈水～袖水～i!iil生植物

トチカガミ スブタ vu 
l沈沈水水植植物物

ヤナギλ プタ A En 
クロヨモ D Ex 沈ホ植物

トチカガミ Ex 浮遊性植物
ミエオオバコ A Ex 沈水性縞物

イネ ヌメヲグサ 日 湿生他物

カヤツリグサ クロ;IJワXスゲ c En 1担生植物

ウキクサ ヒンγモ EN 浮遊地物
ホシクサ ホシタサ En 引IJ水～湿生生植他物物

イヌノ ιゲ Ex Jlh7!<～湿
ミズアオイ ミスアオイ Ex vu j]lpj(植物
タデ ナガパノウナギツカミ Ex 

也湿生生槌植物物
シロバナサクラタデ A 
サデクサ Ex 湿生植物
ヌカボタデ vu ？日生植物

ユキノシタ タコノアシ A vu 湿生植物
7 メ タザネム B ill＿勺植物
オトギリソウ アぜオトギリ Ex EN 

混糧生生植摘物物
ミズオ トギリ Ex 

アワコPケ 二：.：v、コベ A 

鐸主
ミYハコベ ミゾハコベ A 
ミソハギ ミスdキカシグサ Ex 
アカパナ ミズユキノシタ D Ex 
アリノトウグザ タチモ Ex 
サタフソウ タサレタ7 八 湿生植物
シy シロヰ Ex 川水～湿生植物
コマノハグリ サヲトウガラシ UK  En 羽生植物

77"ノメ A 他水～湿生植物
オオアプノメ vu 抽水～湿生植物
シ〆クヲグ 日 En 附71<～湿生植物
キクモ 日 沈ノk～J由ノド～湿生植物
スズメノトウガラシ 日 1晶生植物

タヌキモ タヌキモ A 沈水植物
アカヰ ホソパノヨツパムグフ Ex 湿生生植植物

フタノ〈ムグラ c 混物
キク タウコギ A ｜制球～湿生植物

※この表における絶滅及び絶滅の危険性についての評価は，次のとお

りである 東京D：絶滅種， A 絶滅危’倶種， B：危急、種， C 希少

種， UK’不明（東京都環境保全局， 1998），神奈川県 Ex 絶滅種，

En 絶滅危倶種， V：減少種（神奈川県レッドデータ生物調査団編，

1995) ；全国 CR（絶滅危倶IA類） IO年後または3世代の長い方

の期間において，絶滅確率が50%以上， EN（絶滅危倶 IB類） 20 

年後または5世代の長い方の期間において絶滅確率が20%以上， vu
（絶滅危慎H類） : l 00年後の絶滅確率が 10% （環境庁自然保護局里子

生生物課編， 2000).
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湘南海岸に漂着したゴバンノアシの果実

浜口哲一

Tetsuichi Hamaguchi: Stranded Fruits of Barringtonia asiatica in Shonan Beach, 

Kanagawa Prefecture 

はじめに

平塚市｜尊物館では， 1990年から漂着物を拾う会

を定期的に催し，市内虹ケ浜海岸を中心に漂着物

の観察と収集を行ってきた。漂着物の中からは，稀

ではあるが，南方から黒潮によって運ばれて来た

果実が発見されることがある。1994年および2000

年に，同会の参加者によって，代表的な海流散布植

物であるゴパンノアシBarringtoniaasiaticaの果実

が合計3例記録されたので報告する。記録の発表を

許された関口葉，片倉義人，霜島淳子の各氏に感謝

する。

湘南海岸での漂着記録

ゴパンノアシの果実は，l辺が7～8cm程度の丸

みを帯びた四角錐をしており ，その形状が碁盤の

脚に似ることから和名がつけられている。類似し

た種はなく ，同定は容易である。

表lに平塚市および大磯町の海岸での漂着記録を

示した。漂着が記録された季節はいずれも夏季で

あり，台風や低気圧の影響で強い南風が吹いた後

に発見された。

l例目と 3例目（図2）は，タト果皮がほぼ剥がれ

落ちて，繊維質の中果皮が現れており，長時間の漂

流を示す状態のもので、あった。2例目 （図1）は，そ

れらにくらべると，タト果皮がよく残されていたが，

尖った方の表面にはコケムシ類が付着してコロ

ニーを作っており ，その存在が外果皮を保護する

結果になったのかも しれない。

なお，これらの標本は，いずれも平塚市博物館に

収蔵されている。

相模湾での漂着記録

渡辺（2000）は， 三浦半島沿岸での漂着記録と し

て， 1996年から 1999年の聞の合計9例を報告して

いる。その漂着地点は，横須賀市長浜，同芦名，同

黒崎，葉山町一色，逗子，鎌倉市稲村ーケ｜｜府の各海岸

である。湘南での記録を合わせると， 1994年以来，

ほぼ毎年l～’2例の漂着記録があることになり，本
種は相模湾まで、定期的に流れ着いていると考えら

れる。

全国での漂着状況

ゴバンノアシは，ココヤシ・モダマなどと並んで

代表的な海流散布植物であり ，大きくてしかも特

異な外形によってよく知られているので，各地か

ら報告されている。その漂着記録の日本列島での

北限は， 太平洋側では千葉県，日本海側では秋田県

である（中西， 1999）。本種は，東南アジアから南

太平洋の島々に広く分布し，台湾南端部以南では

海岸林を形成している（中西， l999）。しかし， 我

が国では八重山諸島の石垣島， 西表島に僅かに自

生が見られるものの，その個体数は少ない。八重山

諸島での漂着果実を報告した中西（1983）は，ゴ、パ

ンノアシの果実が普通に漂着しているのに，自生

個体が非常に稀なことから，果実はさらに南方の

島々から漂着したものと推定している。

表1 湘南海岸におけるゴ、バンノアシ果実の漂着記録

年月日

1 1994年 9月10日

2 2000年6月 9日

3 2000年8月30日

場所

平塚市虹ケ浜

大磯町大磯海岸

平塚市虹ケ浜
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発見者 標本番号

関口葉 HCM-56-87101 

片倉義人 87102 

霜島淳子 87103 



今回報告した3例も，おそらく南西諸島よりも南

方から漂着した可能性が高いと考えられ， 黒潮が

そうした植物の果実を長距附にわたって運搬して

いる証拠のーっと考えることができる。

文献

中西弘樹， 1983.八重山諸島における漂着果実と種子．植

物地理 ・分類研究，31(I）：。 22-30.

中西弘樹，1999.漂着物学入門 .21 lpp.平凡社，東京
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の島からの黒潮便 潮騒だより， （11):9-10.葉山

しおさい博物館

（平塚市博物館）

図1 2000年6月9日の漂着果実

図2 2000年8月30日の漂着果実（左下は lO円玉）
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小田原で発見された日本新産ハラタケ目菌類

Pluteus romelliiキアシペニヒダタケ（新称）

高橋春樹

Haruki Takahashi: Pluteus romellii (Agaricales, Basidiomycetes), new to Japan, 

found in Odawara 

SUMMARY: Pluteus romellii (Agaricales, Basidiomycetes) was recorded for the first time in Japan. It was collected 

on dead fallen branches in lowland forests dominated by Castanopsis cuspidata var. sieboldii and Cornus controversa 

in Odawara-shi, Kanagawa-Prefl巴cture(central Honshu, Japan). 

小田原市で採集されたウラベニガサ属に属するハ

ラタケ目菌類について，Pluteusromelliiと同定され

たので報告する。本種はヨーロッパに分布すること

が知られているが，日本では未記録の菌である。標

本は神奈川県立生命の星 ・地球博物館の標本庫

(KPM-NC）に登録，収蔵されている。

Pluteus romellii (Britz.) Sacc., Syll.Fung.11 44. 1895 

キアシペニヒダタケ （新称）

肉眼的特徴 ：傘は径30-45mm，最初丸山形でのちほ

ぼ平開し， 中央部に脈状のしわを放射状に顕し，暗

褐色。肉は厚さ 2.5111111以下，白色無味無臭。柄は

50-70×4-9111111，上下同大または根元に向かつてや

や肥大し，ヰl空，表面は平滑またはやや繊維状，淡

黄色またはレモン色，根元は白色の毛に被われる。

ヒダはl幅6111111以下，肉色，やや密，隊生。

顕微鏡的特徴： 胞子は5-7×4.5-5μ m，亜球形，無

色，薄壁。担子器は40-57×l1-15 μ m，こん棒形，

2-3-4胞子性。縁、ンスチジアは25-50×8-16μ m，群

生し，こん棒形，無色，薄壁。 側シスチジアは50-

76(-94）×15-27 μ 111，こん棒形～紡錘形または小

のう形（utrifor111），無色，薄壁。傘の表皮は著しく

肥大した広こん棒形～頭状球形の末端細胞が子実層

状被を形成する。傘の表皮の末端細胞は4067×23-

40 μ m，細胞内に褐色の色素が存在する。傘実質

の菌糸は平列し， 細胞は円柱形で，無色。柄の表皮

は無色～淡黄色の円柱形の菌糸が平列し，柄、ンスチ

ジアはない。全ての菌糸はクランプを欠く。

供試標本神 奈川県小田原市入生田丸山，スダジイ，

ミズキを主な構成樹種とする広葉樹林内の腐木上に

散生，2000年4月23日，高橋春樹採集（KPM-
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NC0006555）。

本種はVellinga& Sclu・eurs ( 1985）の定義による

Pluteus sect. Celluloderma subsect. Eucellulodermini 

Sing.ex Sing. (Singer, 1986の分類では sti rps 

Lutescens）に属し，主な形態的特徴として， I）傘

表皮が球形～こん棒形の末端細胞のみからなる子

実層状被を形成する， 2）胞子が亜球形， 3）縁ー並

びに似ljシスチジアが紡錘形～小のう形（utrifor111),

4）柄が黄色を帯びるなどの形質を持つ。日本産の

標本は， Breitenbachand Kranzlin (1995), Orton 

(1986), Vellinga (1990）らの記述によるヨーロツ

パ産のPluteusromelliiとよく一致する。同じく ヨー

ロッパ産のPluteussplendidus Pears.は主に傘の色合

いによって前種と異なるが，両種を区別しない研

究者もいる（例えばVellinga,1990）。南米産の

Pluteus globiger Sing. & Digilio (Singer & Digilio, 

1952), Pluteus xanthopus Sing.(Singer, 1958), Pluteus 

.flammipes Horak (Hoiak, 1964）の三種はP.1 omellu 

に最も近縁と思われるが， Pglobigerは黄色地に褐

色を帯びた傘と肥大した円柱形の縁シスチジアを

形成しPxanthopusは厚壁の縁シスチジアを有しP

.flammipesはヒダと柄が燈赤色を帯びる。

謝辞

この報告をまとめるにあたり，小田原市入生田

において調査の機会を与えて頂いた生命の星 ・地

球博物館の出川洋介博士に厚くお礼申し上げます。
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（神奈川県大和市西鶴間ト21 2) 

［~ο ~ soo 

図1 キアシベニヒダタケ Pluteusromel!ii A：傘の表皮の末端細胞， B 胞子，C：縁シスチジア， D.f)!ljシスチジア ス
ケーノレ ：l0 μ m. 
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図2 キアシペニヒダタケ Pluteusromellii A B：成熟した子実体＇ c ・ 1仰の根元p D：傘の表面．
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神奈川自然誌資料（22）、25-28,Mar.2001 

山北町における野生日甫乳類の交通事故死

山口喜盛

Yoshimori Y arnaguchi: 

Road mortality of wild mammals in Yamakita-machi, Kanagawa Prefecture 

はじめに

近年， 丹沢山地の周辺では交通量の増加に伴い，

道路の拡1Jiffiやバイパスの開設など，交通網の整備

が盛んに行われている。

その一方で，道路による野生動物の行動圏の分

断化が心配され，横断時の交通事故が日常的に発

生している。この野生動物の交通事故は日頃見過

ごされ，記録として残されることはきわめて少な

い。野生動物との共生が叫ばれる今日において，交

通事故記録を収集し分析することは，事故防止対

策の検討や生息環境の保全に役立ち，生息状況を

知る手がかりにもなるものと考えられる。

筆者は，丹沢山地の西側にあたる山北町におい

て，通勤中に野生日甫乳類の交通事故死を度々目撃

していたことから（図 1),2年間にわたり記録の収

集を試みた。調査期間が短いため，詳しく検討する

までには至らないが，車社会の発展がもたらした

交通事故によって命を落としている野生噛乳類の

実態を明らかにするために，ここに簡単に報告する。

調査地の概要および調査方法

山北町は，神奈川県の屋根とも言われる丹沢山

地のおおよそ半分を占め，約90%が森林であるこ

とから，現在， 33種類の野生II甫乳類の生息が確認

されており，本州産の晴乳類のほとんどを見るこ

とができる（山口，印刷中）。

筆者は，1997年7月から 1999年6月の2年間，丹

沢｜上｜地と足柄山地の境を流れる酒匂川に沿った国

道246号線の向原（山北町と松田町の境）から丹沢

湖畔の玄倉までの約 16km間（図2）で，通勤の行き

帰りに交通事故に遭った野生日南乳類を記録した。

また，谷峨では，国道246号線と丹沢湖に向かう県

道（都夫良野倶lj）を交互に通行するようにし，行き

と帰りは別コースになるようにした。国道沿いは3

山北駅周辺は市街地で，それを過ぎると酒匂川沿

いの急傾斜地になり，河内川に沿った県道沿いは，
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山聞に民家が続き，周辺では田畑が刺されている。

図1交通事故に遭った野生晴乳類 上 ハクビシン，中

タヌキ，下アナグマ
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種23頭であった。その内訳は，多い順にハクビシ

ン10頭，イタチ4頭，タヌキ4頭，アナグ、マ2頭，

テン2頭3 キツネ l頭であった。また，月別にみる

と4月の5種7頭が最も多く，季

節的には春に多く p 主に早春か

ら夏にかけて発生していた（表I）。

交通事故の発生した地点を図3

に示した。調査区間内において，

ほぼ平均的に交通事故は発生し

ているようであったが，住宅の

密集する山北駅周辺の市街地や

神縄と玄倉間では少なかった。

市街地で交通事故が少ないのは，

野生日甫乳類の生息数が少ないこ

とによるものと思われるが，神

縄と玄倉聞は交通量が少ないこ

とから交通事故に遭う確率が低

いものと考えられる。

図2 調査地

調査結果および考察

2年間で確認した野生日甫乳類の交通事故死は，6
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図3 山北町における野生晴乳類の交通事故発生地点

国道と県道を比較してみると，発生件数にほと

んど差はないが，種別にみると国道で、はハクビシ

ンが 10頭中7頭，県道ではイタチが4頭中3頭と多

かった。このようなことは，ハクピシンが町の方に

多く，イタチは山間部や水田のある地域に多いこ

とを示しているものと考えられる。また，向原と岸

の問で、ハクビシンの交通事故が多く発生していた

のは，横切っている川｜は人が歩いてわたれるほど

小さく ，両側の山が接近しているので，その周辺が

両地域を結ぶ通り道になっていたのであろう。

帰路（夕方）に確認したのは，ハクピシンとタヌ

キの各一例だけであった。ハクピシンは，当日の朝

は確認しなかったので昼間に般かれたものである

が3 タヌキは，朝はそのコースを通らなかったの

で，夜間から早朝の聞に牒かれたのかも知れない。

他の記録はすべて行路（朝）だ、ったので，ほとんど

が夜間か早朝に牒かれたものである。

今回，交通事故死を確認した野生日甫乳類は，丹沢

山地に生息する中型日甫乳類のほとんどの種類で

あったが，大型 ・小型H甫乳類は確認しなかった。そ

の理由として，大型噛乳類は個体数が少ないこと

や，運転者が視認しやすいため事故に遭いにくく，
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小型H甫乳類は筆者が見落としていることもあるだ

ろうが，コンクリート壁や側溝などの構作物によ

り，道路を横断する以前に通行が妨げられている

ことも考えられる。

おわりに

自動車に礁かれた野生日甫乳類は，日頃何気なく

見過ごしてしまっているが，目撃するたびに記録

を付けてみる と，あらためて犠牲になっている種

類や数の多さを知ることができる。今回，西丹沢の

山北町ーにおいて，わずか2年間としづ短い期間にも

かかわらず多くの野生哨乳類の交通事故が確認さ

れたことから，丹沢山地周辺の他の地域でも同じ

ように多くの野生日甫乳類が犠牲になっているもの

と思われる。このようなことを少しでも減らすた

めには，交通事故の多い地点や，道路に出るための

通り道になるコンクリート壁や石垣の切れ間， 歩

道や民家のあるところなど交通事故が起きる可能

性の高い場所では，動物の飛び出し注意標識の設

置や，動物が安全に横断で、きる道，例えば道路の下

や上に動物専用の横断路を設置することなどを検

討をすることも必要だろう。野生日甫乳類にとって，



道路は交通事故の問題のみならず，横断を避けた

り，横断できなくなったりすることから行動圏の

分断化が予想される。このことからも，動物が安全

に移動するための横断路の確保は重要である。交

通標識の効果については疑問だが，運転者が速度

に気を使い，周囲に注意することもあるだろうし，

道路の周辺に生息する動物の存在に対する意識を

啓発することにもなるので，決して無駄にはなら

ないものと思われる。また，道路周辺に動物が集ま

らないように， 餌となるのものを放置しない，間

違っても餌付けはしないなど，交通事故を誘発す

る要因をなくすこと も肝要である。

また，今回の調査では確認していないが，山北

町ではニホンジカやニホンザノレなどの大型日甫乳類

の交通事故も起きている。大型H南乳類と衝突すれ
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ば3 自動車に乗っている人間も怪我をするおそれ

があるため，よく出没する箇所においては，注意標

識の他に飛び出し防止フェンスなども検討したい。

今後は，道路管理者や，動物の保護や研究に携

わっている人などが， 各地で交通事故記録の収集

や分析を実施し，事故の起やすい道路の状況や動

物の習性などから原因を究明しながら，対策を検

討する必要がある。

写｜用文献

山口喜盛， 印刷中 山北町のII甫乳類．山北町史自然編山

北町．

（神奈川県立丹沢湖ビジターセンタ一）
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津久井郡藤野町で保護されたヤマネの記録

栗林弘樹・伊藤恵美

Hiroki Kuribayashi and Megumi Jto: Notes on the rescued Japanese Dormos 

in Fujino Town, Tsukui District, Kanagawa Prefecture 

はじめに

ニホンヤマネ Glirufusjaponicus （以下，ヤマネと

いう）は，ヤマネ科ヤマネ属に属する小型のげつ歯

目の動物である。！＝I本固有種で，国の天然記念物に

指定されている。神奈川県内での記録は丹沢山地

でのコウモリ用巣箱をヤマネが利用した記録 （山

口，I 999）や山小屋で、の発見による観察例などに限

られ，個体数は少ないとされている（浜口ほか，

1997）。

今巨｜，県内では丹沢山地以外で初めてヤマネが保

護され，神奈川県自然環境保全センター（以下，セ

ンターという）に搬入されたのでここに報告する。

保護状況

このヤマネは， 平成 12年6月20日に，津久井郡

藤野町名倉地内（海抜約280m，統計に用いる標準

地域メッシュの3次メッ、ンュコード5339-31-11）の

古い農家に併設された牛舎を改装した建物で発見

された。この建物は隙問が多く ，小型ほ乳類の出入

りは制限されない構造となっている。

保護場所は幅約4mの道路に隣接し， その周辺は

北向きの緩斜面で，道路沿いに民家などがあるほ

か，農地（クワ，クリ，野菜類等） として利用され

ている。農地の南側は，コナラ等の二次林，スギ等

の人工林となり，標高400111ほど、の尾根につながっ

ている。

収容後の経過

保護翌日言｜測を行った。幼獣で，体重6.9g，頭胴

長54111111，尾長35mrn（抜け落ちたため，残った骨P

を計測）， 後足長 14rnm，耳長4111111で，雌雄は不明

であった。

幼獣であることから，親からはぐれた可能性が

あると考え，数日間飼養することとした。餌は，ミ

ルクの強制給餌と併せて，ミルワーム，ヒマワリの

種（殻を取ったもの），果物 （サクランボ等）など

を置き餌した。飼育ケージは，食器乾燥用のプラス

チック製のカゴ（葦付き） を用い，内部にタオル，

雛鳥用フゴ，巣箱を置いた。置き餌の採餌状況が良

かったため，平成 12年6月29日， 保護場所付近の

ヤマネの保護者は，この建物内で走り回る小動 図1 保護されたヤマネ

物を発見し， 当初］モモンガの幼獣と誤認し保護し

た。翌日，センターボランティアを通じ，センター

に連絡した。センターでは，連絡内容からヤマネの

可能性があると判断し，保護者宅を訪ね平成 12年

6月21日に収容した（図 I）。

保護後収容するまでの聞に何らかの外的要因に

より，この個体の尾 （皮J＇；~i及び筋）が骨を残して抜

け落ちていた（図2）。
図2 ヤマネの抜け落ちた尾．
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図3 放獣時に設置した巣箱．

雑木林 （コナラ等の二次林）に飼育中に使用してい

た巣箱（図3）を設置し， 巣箱内に放獣した。

平成 12年 10月6日，設置した巣箱の内部を点検

したと ころ，巣箱内にはヤマネの姿はなかった。土

や噛み跡など若干利用の痕跡はあったが，巣材は

入っていなかった。

おわりに

今回の記録が，人為的に運ばれた個体である可能

性は否定できない。しかし，山梨県天然記念物（ヤ

マネ） 調査委員会（1999）によると，藤野町に隣接
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する山梨県北都留郡上野原町ではヤマネの観察記録

があり，本記録は山梨県と連続した分布を示す記録

であるとも考えられる。本記録を県北部で、のヤマネ

の生息についてA情報蓄積の一助としたい。

謝辞

このヤマネの飼養，放獣にあたりご指導，ご協力

をいただいた丹沢湖ビジターセンター山口喜盛氏，

宮が瀬ビジターセンター青木雄司氏に対し，

に厚くお礼申し上げる。
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茅ヶ崎市で保護されたシロハラミズナギドリの記録

伊藤恵美・栗林弘樹

Megumi Ito and Hiroki Kuribayashi: Notes on the rescued Bonin petrel from Chigasaki city 

はじめに

シロハラ ミズナギドリ Pterodromahypoleucaは，

外洋に生息する ミズナギド、リ科の鳥で， 日本近海

では小笠原諸島の笠島と硫黄島で繁殖している。

日本野鳥の会神奈川支部（1998）によると 3 本鳥の

神奈川県における記録は，台風などで内陸に迷行

し，保護された約 10例が報告されているにすぎな

い。今回， 神奈川県自然環境保全センター（以下，

センター）にシロハラミズナギドリが保護された

ので，ここに報告する。

種の同定

頭部が黒く ，白い翼下面の翼角付近には三角形

状に黒斑が見られるという特徴から，本鳥をシロ

ハラミズナギドリ と同定した。センターでは， 1978

年から野生傷病鳥獣の保護をはじめて以来， 1982

年， 1994年に続く 3例めの記録である。

保護状況および経過

本鳥は平成 12年9月l日，茅ヶ崎市矢畑の道路

上にうずくまっていたところを保護されたもので

ある。保護者は動物病院に相談し，海水とアミ，シ

ラスを与えて2日間自宅で過ごさせた後，平成12年

9月3日にセンターに運んでいる。センターに運ば

れてきたときの体重は93.0gで、削痩しており 3外傷，

骨折などはみられないものの元気は消失し，一般

状態は極めて悪かった。

本鳥にはアジの切り身を与え，保温を施し安静

を保ったが，翌日の平成 12年9月4日に死亡した。

同日，死体を計測し，写真に収めた（区｜ト3）。計測

値は次のとおりである。全長 315 .Om m，翼長

220.4mm, 翼開張710.0mm,目指峰長25.6111111,

線34.4rnm，尾長 118.lmm，体重99.0g。
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シロハラミズナギドリをはじめとする，外洋域
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に分布する鳥が内陸で確認されるのは，台風によ

る場合が多い。しかし本鳥が保護された，平成 12

年9月l日から lヶ月ほどさかのぼり， 日本近辺の

台風の進路を確認してみたが，関東に上陸また接

近した台風はなかった。また，同時期に県内の他の

野生傷病鳥獣保護施設に，シロハラミズナギドリ

が保護された，としづ記録もないことから，本鳥は

台風以外の何らかの原因によって，単独で迷行し

たものと思われる。

先に述べたとおり過去，シロハラミズナギドリ

の神奈川県内での報告数は少なく，本鳥の保護例

も神奈川県の鳥類相データベースとして，貴重な

報告の lつになるであろう。
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本鳥を同定するにあたっては，神奈川県立生命

の星 ・地球博物館の中村一恵氏にご教示いただき

ました。ここに謹んで感謝申し上げます。
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図1 シロハナミズナギ

ドリ頭部

図2 シロハラミス、ナギ

ドリ翼上面．

図3 シロハラミズナギ

ドリ翼下面
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三浦半島南西部沿岸の魚類－N

工藤孝浩・山田和彦

Takahiro Kudo and Kazuhiko Yamada: 

Fish fauna in the coast of southwest area of the Miura Peninsula -IV 

はじめに

筆者らは3 相模湾の魚類相を明らかにすること

を目的として，1988年から城ヶ島を中心とした三

浦半島南西部沿岸の水深 lOm~浅で主にスノーケ

リングによる魚類の目視観察調査を続けている。

前報までに363種を報告したが（阿部・工藤，1993),

その後新たに発見されて標本を収集することがで

きた 39種を追加報告する。また，従来 l種とされ

ていたものが2種に分類されたもの l例と，前々回

の報告（工藤ほか， 1992）で誤同定があったもの並

びに未記載種として報告後に新種記載がなされた

ものがそれぞれl種あったので，あわ

せて報告する。

調査方法

本報告では，これまでの採集地に

加えて三浦市銀崎沖を加えた（図1）。

調査方法はスノーケリングと陸上か

らの目視観察・採集を主とし，原則と

して水深 lOm以浅に出現した魚類を

調査対象と した。調査は不定期に実

施したため，調査頻度は年により ま

た月により一定していなし、。また補

足的に，釣獲調査と漁業者が操業す

る刺網の漁獲物の調査を行った。標

本は生鮮時にカラー写真撮影後，横

須賀市自然博物館魚類資料（YCM-

P）ならびに神奈川県立生命の星 ・地

球博物館魚類資料 （KPM-Nl）として

登録保管した。魚種名，分類学的配列

および全般的な分布記録などは，中

坊編（1993），特に幼期については沖

山編（1988）に従った。

、
、

←50m 

，
，一、、

は，前報（岡部 ・工藤，1993）で記録した最後の番

号に追録した。本報告の標本に関する記述は，標本

番号，丸括弧内に標本長（SL 標準体長，または

TL・ 全長（タツノオトシゴ、属の乾燥標本について

はHL：頭長））（複数個体の場合は個体数および標

本長範囲），採集年月 日，採集地，採集方法，採集

者の順に記した。

364. ダイナンウミヘビ Ophisurusmacrorhynch附

YCM-P35285 (818.0mmTL), Feb.8, 1995, 三11碕漁

港内，アナゴ筒，採集者 ：工藤（図2-1)

本種は三崎周辺定置網（山田，l990）や横須賀市
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調査結果

目録で使用した種の番号（364～） 図1 調査地点
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天神島 （林 ・伊藤， 1974）から記録されている。三

浦半島周辺では稀でないが，夜行性のため発見の

機会が少ないと思われる。

365. ニシキウミヘビ Ophichthustsuchidae 

YCM-P35283 (385.0mmTL), Oct.21, 1995，長井｜ニ

漁港内，釣り，採集者 ：工藤（図2-2)

標本個体は，背鰭起部が胸鰭先端上にあり，体に

斑紋がなく尾端に向かつて次第に細くなることな

どから本種と同定された。 三11崎産の標本にもとづ

き記載されたが 001由n& Snyder, 1901）三浦半島

周辺では稀で，近年で、は藤沢定置網の記録のみ（山

田・工藤， 1998）。

366. ハナアナゴAriosomaanagoid，釘

YCM-P35270 (472.0mmTL), July 27, 1995，城ヶ

島水産総合研究所岸壁，手綱，採集者 ：工藤

標本個体の吻端はとがり，目の位置とそのやや

後方に不明瞭な褐色横帯があり ，後頭部中央に間

隔孔があることなどから本種と同定された。三11府

漁港内では砂泥底に穿孔している個体が潜水によ

りしばしば観察されており，三崎周辺定置網（山田，

1990）や横須賀市天神島 （林 ・伊藤，l974）から記

録されている。

367. ギンアナゴ Gnathophisnystromi nystromz 

YCM-P35293 (382.0mmTL), July 28,1994，宮川

沖，束lj静岡，採集者 ・工藤（図2-3)

本種は三崎周辺定置網 （山田， 1990）や西湘定置

網（林 ・西山， l980）から記録がある。標本個体の

下顎は短く，垂直鰭に黒色縁辺があり，胸鰭付近の

側線孔は側線管の上方に位置することなどから本

種と同定された。

368. ヤセエビス Pristilepisoligolepis 

YCM-P3 l 833 ( 156.2mmSL), Apr.10,2000, ~IX ヶ

島沖3 刺網，採集者 ：111田（図2-4)

本種は相模湾以南に分布する。標本個体の鼻問骨

聞の構はひし形で，涙骨には上顎骨にかぶさる突起

があり，上顎縫合部の内面には ！小歯板があること

などから本種と同定された。城ヶ島沖の刺網では，

1994年ll月と 1996年4月にも漁獲されていた。

369. テングヨウジMicrophisbrαCh）日urusbr，αchyurus 

YCM-P3 l 850 (76.8mmSL), July 25, 1999，城ヶ島

長津E，手網，採集者 ．山田

本種は相模湾以南の河川汽水域から淡水域に分

布する。相模湾とその流入河川では横須賀市天神

島（林， 1995），境）｜｜（樋口ほか， 1992），相模川 （工

藤， 1983），酒匂川，山王川，早川（林ほか，1983)

から記録がある。標本個体は磯に漂着した流れ藻

から，ハナオコゼHistriohistrioなど流れ藻特有な

魚類多数とともに採集された。

370.イ1＼ラタツ Hippocampushis/rec 
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KPM-NI0007316 (2 l .4mmHL), 1999，城ヶ島沖，

刺網，採集者 星野惣助 ，KPM-NI0007344 

(13.4mmHL), Nov.24,1997，城ヶ島沖，刺網，採集

者 ・星野惣助（図2-5)

本種は伊豆半島，和歌山県の沿岸岩礁域に分布

するとされ，相模湾では熱海から記録がある（瀬能

ほか， l998）。標本はいずれも水深20～30111から漁

獲され，漁業者によって乾燥状態で保管された。躯

体輪数は llで＼体輸の糾は鋭く長いことから木種

と同定された。

371.ハナタツ Hsindoms 

KPM-NI0007314 (17.8mmHL), Sep.1999，城ヶ島

沖，刺網，採集者 ・星野惣助； KPM-NI00073l 5 

(15.4mmHL), Sep.1999，城ヶ島沖，刺網，採集者 ．

星野惣助 ，KPM-NI0007345 (13.9mrnHL), 

Nov.24,1997，城ヶ島沖，束lj網，採集者 ・星野惣助

本種はこれまでタツノオトシゴ尺coronatusの種

内変異とされていたが，瀬能（2000）により独立種

とされた。相模湾各地のダイビングポイントでみ

られる本属魚類の多くは木種である。標本はイバ

ラタツとともに漁業者によって乾燥保管されたも

の。

372. ハチApistuscat inatu』

YCM-P35291 (I l 6.8mrnSL), Aug.25, 1994，宮川

沖，束lj網， 採集者 ．工藤（図2-6)

本種は横浜沖（岩田ほか，1979）， 三崎周辺定置

網（山田， 1990），西判明定置網（林 ・西山，1980）な

どから記録がある。三111奇漁港内では夏季の夜間潜

水で、みられることがある。

373. サンゴカサゴScorpaenodesscaber 

KPM-NI0007346 ( l 2.6mmSL), Sep.16, 1999，城ヶ

島長津呂，スノーケリング，採集者 山田

本種は琉球列島に分布するとされ， 相模湾から

初記録となる。標本個体は低潮線直下のタイ ド

プールから採集され，頬音［）には3牒があり，縦手iJ抑止

数は37であることなどから本種と同定された。

374. ク口ソイ Sebastesschlegeli 

YCM-P31836 (59.2mmSL), Sep.23,1996，城ヶ島

避難港，スノーケリング，採集者：工藤（図2-7)

本種は横浜港（工藤ほか，1986），三崎周辺定置

網（山田 ・工藤， 1998）から記録がある。標本個体

の眼隔域はくぼまず平坦で，i戻骨に顕著な3献があ
ることから本種と同定された。

375. ニシキハナダイ Plectranthiassagamiens1s 

YCM-P31837 (51.4mmSL), July8,1999, 剣111奇沖

水深50111，釣り，採集者工藤（図2-8)

本種は相模湾の水深50～90111の海底からかなり

の数が採集 ・記録されているが（瀬能， 1991），そ

れらは伊豆半島側からのもので，三浦半島からは



初記録と思われる。

376. ヒメコトヒキ ロrapontheraps 

YCM-P35300 (40.SmmSL), Sep.16, 1994，城ヶ島

水産総合研究所地先3 スノーケリング，採集者 ．工

藤（図2-9); YCM-P3 l 839 (2個体，26.4-58.4mmSL),

July25,1999，城ヶ島長津呂，手綱，採集者 ：山田

1994年の標本個体は，水深Smに設置されたブイ

の水面直下から， 1999年のものは襟着した流れ藻

から前述したテングヨウジなどとともに採集され

た。相模湾では浮魚礁から記録があり（工藤，

1998), 1999年9月には三崎周辺定置網から水揚げ

された（山田 ・工藤，2000）。1999年夏秋季は黒潮

が相模湾へ異常接近する特異な海況で，後述する

イシガキスズメダイ，ニシキブダイなど様々な南

方系魚類が採集された。

377. コミナトテンジクダイ Apogoncoccineus 

YCM-P31852 (13.4rnmSL), Oct.11,1999，城ヶ島

長津呂，スノーケリング，採集者・山田（図2-10)

本種は隠遁的な習性のため発見されにくいが，

標本個体は水深2.5rnの岩穴の中から採集された。

調査海域には近縁のオグロテンジクダイ Aルscusが
分布する可能性があるが（林公義氏私信），尾柄音11

と尾鰭下葉は黒くないことから本種と同定された。

378. ヨコスジイシモチAcathetogramma 

YCM-P3 I 856 (8.9mrnSL), Oct.4,2000，城ヶ島長

津日，スノーケリング，採集者 ：山田（図3 I ) 

標本個体は稚魚で，水深2.5111にある転石の間隙

から採集された。第l背鰭と腹鰭に黒色素胞が出現

し，クロイシモチA.nigerに似るが体側の黒色素胞

の出現範囲が狭く前半部に偏ることから本種と同

定された。三浦半島からは初記録である。

379. ツムブリ Elagatisbipinnulata 

YCM-P3 I 84 I (3個体， 22.5-32.4mmSL),July 

25, 1999，城ヶ島長津呂，手網，採集者 ：山田（図

3-2) 

本種は相模湾沖合の浮魚礁（工藤， 1998）， 三崎

周辺定置網（山田， 1990）などから記録がある。沿

岸で採集されることは稀だが，県内では横浜市野

島海岸（工藤 ・中村， 1999）の記録がある。標本個

体は漂着した流れ藻に随伴していたもので，前述

したテングヨウジやヒメコトヒキなどとともに採

集された。

380. 力スミアジ Caranxmelampygus 

YCM-P31860 (119.SmmSL), Sep.23,1994，海外

防波堤，釣り，採集者 ー阿部久（因子3)

標本個体の胸部には無鱗域がなく ，偲蓋上部に

黒斑がなく 3 主上顎骨後端は｜｜良の後縁下に達しな

いことなどから本種と同定された。相模湾では三

崎周辺定置網（山田， 1991）から記録がある。
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381 ハチビキ Erythroclesschlegelit 

YCM-P31861 (134.lmmSL), Nov.17,1999，食lj崎

沖水深40m，釣り，採集者 ：工藤（図3-4)

本種は相模湾周辺では一本釣りで漁獲されるが

（山田，l990），形態がよく似たロウソクチビキ

Emmelichthys struhsakeri (ill田・工藤， 1996）やヒ

メタカサゴDipterygonotusbalteatus (ill田・工藤，

2000）も調査海域から記録されている。標本個体の

第l，第2背鰭は近接すること，仰、腔に2つの肉質

突起があること，体側に明るい縦帯がないことな

どから本種と同定された。

382.シマセトダイ Hapalogenyskishinouyei 

YCM-P3 l 825 (211.0mmSL), Apr. 7 ,2000, :lnxヶ島

沖，刺網，採集者 ・山田（因子5)

南日本の大陸棚砂泥域に分布するが相模湾周辺

では稀で， 三浦半島初記録と思われる。標本個体

は，体側に4本の暗色縦帯をもつことなどから容易

に同定された。

383. ナンヨウツバメウオ Plataxorbicufans 

YCM-P3 I 838 (31.SmmSL), Sep.29, 1998，油壷，

手綱，採集者 日高芳子（図 3-6), YCM P31840 

(24.1 mm SL), July 25, 1999，城ヶ島長津呂，手綱，

採集者 ：山田

本種成魚は琉球列島に分布するが，幼魚は枯れ

葉擬態をしながら漂流移動する。三浦半島では横

須賀市天神島から記録がある（林， 1995）。

384. ウミヅキチョウチョウウオ Chaetodonbennetti 

YCM-P31862 (10.SmrnSL), Oct.15,2000，油壷，

手綱，採集者 ．日高芳子（因子7)

標本個体は船を係留する浮桟橋から採集された

トリクチス期幼生で，背鰭は13r*1s軟条，胸鰭は
15軟条を数えた。体側面に黒斑をもっ近縁種にト

ノサマダイ仁 speculumとイッテンチョウチョウウ

オC.unimaculatusがあるが，前者の背鰭赫数は 14,

胸鰭軟条数は 14であり，後者の背鰭軟条数は21～

23であることが標本個体と一致しない。 著者らが

知る範囲では本種の トリクチス期幼生の記載は見

当たらないが，体側面に黒斑をもつこと と計数形

質を根拠として本種と同定された。

385. イシガキスズメダイ Plectroglyphidodondickii 

YCM-P31843 (15.2mrnSL), Sep.29,1999，城ヶ島

長津E，スノーケリング，採集者 山田（図3-8)

本種は和歌山県田辺湾以南の水深 l～12rnのサ

ンゴ礁域に分布するとされており，相模湾初記録

である。標本個体は低潮線直下の岩の裂け目から

採集され，背！婚す凍条部に黒斑をもち，体側後半部に

鱗列約5枚分の1t1&iの黒色横帯をもつことから本種と

同定された。黒潮の接岸により偶発的に移送され

たものと思われる。



386. ミギマキ Goniistiuszebra 

YCM-P31853 ( 189.0tmnSL), Nov.8, 1999，城ヶ島

沖，刺網，採集者： 工藤（図3-9)

本種は相模湾以南の浅海岩礁域に分布し，しば

しば三崎魚市場に水揚げされるが（山田， 1990）， 主

な生息水深帯が lOm以深であることからこれまで

本調査で記録されなかった。

387. アカササノハベラ Pseudolabruseoethinus 

YCM-P31849 (l29.3mmSL), Nov.17,1999，城ヶ

島沖，刺網，採集者 ・山田（図4-1)

従来ササノハベラ P jψonicαとされていたもの

は，Mabuchi& Nakabo (1997）により本種とホシ

ササノハベラ Psiebldiの2種に分類された。標本個

体は体側上半分に小白斑がなく，眼の下縁を通る

褐色線が鯉蓋中央部までしか達しないことから本

種と同定された。木調査海域では圧倒的にホシサ

サノハベラが優占しており，本種は外洋に面した

岩礁域の主に水深 lOm以深に分布する。

388. イトベラ Suezichthysgracilis 

YCM-P31835 (132.0mmSL), Nov.29,1996，銅崎

沖水深 18111，釣り，採集者 ：工藤（図4-2)

本種は沖縄県を除く南日本に分布し，木調査海

域では岩礁， 砂T~底に比較的普通であるが，主生息

水深が 1Om以深であるためこれまで記録がなかっ

た。

389. オニベラ Stethojulistrilineata 

YCM P3 l 845 (26.8mmSL), Oct.6ラ1999，城ヶ島

長津昌，スノーケリング，採集者：山田（図4-3)

本種は トカラ列島以南の岩礁域に分布するとさ

れ，三浦半島初記録である。標本個体は，カミナリ

ベラ S.internψta terinaの幼魚の群れに混じり水深

l～3111の転石 ・砂牒底を遊泳していたもので，尾

鰭基部に暗色点があり，体側下半音r1に3亨IJの暗色点

列があることなどから本種と同定された。

390. 二シキブダイ Scarusprasiognathos 

YCM-P31846 (23.3mmSL), Oct.6,1999，城ヶ島

長津呂，スノーケリング，採集者 ：山田 （図4-4)

本種は琉球列島のサンゴ礁域に分布するとされ

ているが，串本海中公園では 1998年に幼魚が記録

されている（小寺，l999）。標本個体の色彩は，益

田・小林 （1994）のニシキアマダイ幼魚や益田ほか編

(1984）の図版214-H（アミメブダイとされている

が木種の誤り）に一致した。

391 キビレミシマ Uranoscopuschinensis 

YCM-P35290 (147.4rnmSL), Jun巴24,1994，宮川

沖，刺網，採集者 目士藤（図4-5)

本種は三崎周辺定置網や小田原から記録がある

（山田・工藤ヲ 1997）。標本個体の前倒蓋骨下縁の赫

は4本で，胸鰭は 18軟条であることなどから木種
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と同定された。

392. イワアナコケギンポNeoclinuslacunicolα 

YCM-P31855 (3f固イ本 ，50.0-53.3mmSL),

Oct.4ラ2000，城ヶ島長津呂 3 スノーケリング＼ 採集

者 山田 （図4-6)

本種は横須賀市天神島（1995）， 伊豆半島田ノ浦

湾（林ほか，1992）から記録があり，やや波の荒い

岩礁域の低潮線直下に分布する。標本個体は水深

I.Smの岩盤の穴から頭部だけを出していた。背鰭

第1,2赫聞に黒点がなく， 頭頂部に皮弁がなく，眼

上皮弁は1?Jljで6本であることなどから本種と同定

された。

393.ニセクロスジギンポAspidontustaeniatus 

taeniatus 

YCM-P31844 (44.9rnmSL), Oct.6ヱ000，城ヶ島
長津呂，スノーケリング，採集者 ’山田（図47) 

本種は相模湾以南のサンゴ礁， 岩礁域に分布し，

油壷（Tomiyama& Abe, 1956），横須賀市天神島

（林， 1995），伊豆半島田ノ浦湾 （林ほか， 1992）な

どから記録がある。

394. フトスジイレズミハゼPriolepislatifascima 

YCM-P3 l 851 ( l 8.2mmSL), Oct.11,1999，城ヶ島

長津呂，スノーケリング，採集者 ：山田（図4-8)

標本個体は胸鰭基部の明色横帯が鰐蓋から合流

する横帯よりrjiffi広く，第2背鰭がl赫8軟条である

ことから，Winterbottom& Burridge (1993）により

伊東市の伊豆海洋公園産の標本に基づき新種記載

され，明仁ほか（2000）によって新和名が与えられ

た本種と同定された。相模湾では原記載のほか熱

海から記録があり（瀬能ほか， 1998），南日本に広

く分布している。なお，益田ほか編 （1984）でイ レ

ズミハゼ、とされた図版239Bは本種の誤りである。

395. ニクハゼ Chaenogobiushept正1canthus

YCM-P31848 (46.2mmSL), Feb.10,1997，油壷，

手網，採集者 日高芳子 （図4-9)

標本個体の口角は眼の後縁を越え，体は側偏し

て第l背鰭起点での断面は長方形に近く ，縦列鱗数

は78であることなどから本種と同定した。淡水が

流入する内湾に普通で，群れで中層を遊泳する。

396. クロヤハズ、ハゼBathygobiuspadangensis 

YCM P31847 (41.lmmSL), Oct.10,1999，城ヶ島

長津呂，スノーケリング，採集者 ．山田（図4-10)

本種は横須賀市天神島 （林ラ1995）から記録があ

る。標本個体の前鼻孔には皮弁がなく，おとがいの

皮蓋後側端は突出しないことなどから本種と同定

された。

397. イボダイ Psenopsisαηomalα

YCM-P31842 (17.5rnmSL), July25,1999，城ヶ島

長津呂，手綱，採集者 ・山田（図51) 



本種は三l崎周辺定置網（山田， 1990），西湘定置

網（林 ・西山， 1980）などから記録があり，幼魚は

表層性でクラゲの下にみられる。標本個体の側線

有孔鱗数は60であることから本種と同定された。

398. コウペダルマガレイ Crossorhombuskobensis 

YCM-P35297 ( l l l .4mmSL), July 6, 1994，宮川沖，

刺網3 採集者 ：工藤（図52) 

本種は三崎魚市場にしばしば水揚げされる（山

田， 1990）。標本個体は雄で，胸鰭は長く最上部軟

条の先端は糸状となり，背鰭・瞥鰭の縁辺は暗色で、

尾鰭に暗色横帯がなく ，無眼側の濃紫色斑は大き

いことなどから本種と同定された。

399. ホシダルマガレイ Bothusmyriaster 

YCM-P3l854 (141.0tmnSL), Nov.7,1999，城ヶ島

沖， ~i l j網， 採集者 ． 山 田（図 5・3 )

本種は南日本に分布し，藤沢定置網から記録が

ある（山田・工藤，2000）。標本個体の口はノトさく，

体側鱗は著しく小さく有眼側では体の周辺部のも

のを除し、て円鱗であることなどから本種と同定さ

れた。

400. シマウシノシタ Zebriaszebra 

YCM-P35294 (181.5m1ηSL), Aug.9, 1994，宮）I ［沖，

刺網，採集者 ：工藤（図5-4)

本種は北海道南部以南の水深 IOOm以浅の砂泥底

に分布する。標本個体の背鰭軟条数は75，瞥鰭軟

条数はの であることから本種と同定された。

401 ヨリ卜フグSphoeroidespachygaster 

YCM-P3 l 8 l 8 (232.0mmSL), Nov.13, 1990，城ヶ

島れj:1水深 lOm，釣り，採集者： 工藤（区I5-5) 

本種は南日本に分布し， 三崎周辺定置網から記

録がある（山田， l990）。標本個体の体表には小林

がなく ，体側下部を走る l皮摺がなく ，体に極微細

線が密に走ることなどから本種と同定された。

402. クマサカフゲLagocephaluslagocephalus 

oceanicus 

YCM-P3 J 8 l 7 (277.0mmSL), Oct.14, 1999，城ヶ

島水産総合研究所岸壁，手網，採集者 ：工藤（図5

6) 

本種は相模湾以南に分布し，相模灘から記録が

ある（Tanaka,1916）。標本個体の尾鰭は二重湾入型

で下葉先端は上葉より明瞭に長く， 胸鰭上半分は

黒いことから本種と同定された。タト洋遊泳性であ

り，沿岸における記録は稀と思われる。

補足

182. ホシササノハベラ Pseudolabrussieboldi 

YCM-P31863 (115.9mmSL), Nov.17,1999，城ヶ

島沖，京lj網，採集者 ・山田（図 5-7) 

前述のとおり従来ササノハベラとされていた種
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は2種に分けられたが， 工藤 ・阿部（1991）のササ

ノハベラは本種に該当したので，改めて標本を指

定し報告する。

336.ホタテウミヘビPisodonophiszophist1us 

YCM-P35260 (609.0mmTL), Aug.18,1994，三11崎

漁港内，スノーケリング， 採集者 ・工藤 （図5-8)

本種は工藤ほか（1992）で， ミナミホタテウミ

ヘビとして報告したが本種と再同定された。本調

査ではこれまで標本が得られていなかったので，

標本に基づき報告する。本種は横浜市金沢区沿岸

（工藤 ・中村， 1994），三崎周辺定置網（山田・工藤

, 1992）などで記録がある。一方，ミナミホタテウ

ミヘピは三11府周辺定置網の記録がある（山田 ・工

藤， 1997）。

348. ヒメサツマカサゴScarpαenopszswp 

YCM-Pl7068 (102.3mmTL), Oct.2,1991，城ヶ島

沖，刺網，採集者：山田

本種は工藤ほか（1992）で，オニカサゴ属の l種

として報告したが，その後 Nakaboet al. ( 1993）に

より伊豆半島の伊豆海洋公園産ほかの標本に基づ

き新種記載されたので改めて報告する。相模湾で

は原記載のほか熱海から記録されているが （瀬能

ほか， 1998），三浦半島では標本個体が唯一の記録

である。
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図2 I ：ダイナンウミヘビ YCM-P35285,2・ニシキウミヘビ YCM-P35283, 3 ギンアナゴYCM-P35293,4 ヤセエ

ビス YCMP31833, 5 ：イバラタツ KPM-Nl0007344, 6 ハチ YCM-P35291, 7：クロソイ YCM-P3I 836, 8：ニシキ

ノ＼ナダイ YCM-P31837,9 ヒメコトヒキ YCM-P35300, JO .コミナ トテンジクダイYCMP31852. 
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図3. I .ヨコスジイシモチ YCM-P3I 856, 2 ツムブリ YCM-P31841, 3 カスミアジYCM-P3l 860, 4 ハチピキ YCM-

P3 I 861, 5 ：シマセトダイ YCM-P31825,6 ナンヨウツバメウオYCM-P3I 838, 7・ウミヅキチョウチョウウオYCM-

P31862, 8：イシガキスズメ夕、イ YCM-P31843, 9 ミギマキ YCM-P31853.
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図4.I ・アカササノハベラ YCM-P31849,2 イトベラ YCM-P31835,3 オニベラ YCM-P3l 845, 4・ニシキブダイ YCM-

P31846, 5 キビレミシマYCM-P35290,6：イ ワアナコケキ、ンポYCM-P3I 855, 7 ニセクロスジギンポYCM-P3l 844, 

8 フトスジイレズミハゼ YCM-P3l851, 9 ニクハゼ YCM-P31848, 10：クロヤハズ、ハゼ YCM-P3l 847. 
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図5 l：イボダイYCM-P31842, 2 コウベ夕、ノレマガレイ YCM-P35297, 3・ホシダノレマガレイ YCMP31854, 4：シマ

ウシノシタ YCMP35294, 5・ヨリ卜フグYCM-P31818,6・クマサカフグYCMP31817, 7 ホシササノハベラYCM

P31863, 8 ホタテウ ミヘビYCM-P35260
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三崎魚市場に水揚げされた魚類・ X

山田和彦・工藤孝浩

Kazuhiko Yamada and Takahiro Kudo: 

Landing fishes of Misaki Fisheries Marketラ白・omSagami Bay, X 

はじめに

筆者らは相模湾の魚類相を明らかにするために，

三崎魚市場において周辺海域の漁獲物調査を継続

している。これまでに522種を記録したが（山田 ・

工藤，2000），その後新たに23種が追加されたので

報告する。

調査方法

三崎魚市場に水揚げ、される魚類のうち，相模湾

で採集されたものについて，種類，採集場所p 採集

方法を記録した。調査期間は 1999年10月から2000

年9月までの l年間である。1ヶ月平均5回，合計

62回の調査を行った。ここでいう相模湾とは，伊

豆半島石廊崎と房総半島州崎を結んだ線以北のう

ち，観音崎一富津岬以北の東京湾を除く海域であ

る。採集場所の名称を図lに示す。標本として採集

した魚は，新鮮なうちに写真撮影したのち 10% 

フォルマ リンで固定した。標本は横須賀市自然｜専

物館に魚類資料 何CM-P）として登録し保存した。

海況について

調査期間中の相模湾付近における海況は，概略

次のとおりであった。

黒潮は，1999年 10月に伊豆諸島の西側を北上し

て石廊崎沖で東方へ転じ，相模湾に接近して流れ

た。11月から 2000年3月までは八丈島以南から外

房沖へと蛇行し，大きく離岸した。4, 5月はやや

接岸して八丈島から三宅島の聞を流れたが， 6～8

月は再び大きく離岸し青ヶ島以南を流れた。9月中

旬には野島崎沖に接岸し， 一時的に相模湾内に暖

水が波及した。

相模湾周辺の水温は，l月後半と 4月を除いて平

年並みから高めで推移した。しかし，最近2年間に

みられたような5齢、黒潮系暖水の波及はみられず，
平年偏差で2℃以内の昇温にとどまった。

調査結果

新たに記録された魚類について，通し番号，和

1 I 名3 学名，図版番号，採集年月日，採集場所および

図1 採集地および周辺海域の水深

II  採集方法，全長（TL），登録番号，分布記録などの
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順に記載した。和名，学名および一般的な分布記録

は中坊編（1993）に従った。

523. ハナレハダ力 Diaphusmalayanus （図2-1)

1999年 10月 ll日， 三戸定置網， TL: 49.9mm, 

YCM P31803 

南日本から，インド ・太平洋の温暖海域に分布

し，中深層に生息する。相模湾からは初記録と思わ

れる。頭部の発光器は破損していたが， 胸鰭上発光

器の位置が高く発光鱗が小さい，腹鰭上発光器の

位置が低い，口裂は眼径の2倍以上ある，体高がや

や高いなどの特徴から本種とした。

524. クロシオハダ力 Diaphuskuroshio （図22) 

2000年4月2日， 毘沙門定置網，TL:57.3mm, 

YCM-P31804 



東北地方以南，西太平洋の温 ・熱帯海域に分布

し，中深層に生息する。相模湾からは初記録と思わ

れる。眼径が大きく体高がやや高い，腹鰭上発光器

は胸鰭上発光器より低い，l番目の前昔［）腎鰭発光器

の位置は高い， 腹鰭は長く日工門に届くなどの特徴

からオ寸重と した。

525. ゴ、コウ／＼夕、、力Ceratoscopefuswarmingii （図2-3)

2000年9月27日，毘沙門定置網，TL:82.4111111, 

YCM-P31805 

東北地方以南， 世界の温暖海域に分布し， 中深層

に生息する。相模湾からは初記録と思われる。本種

の特徴である腹部の発光鱗は失われていたが 3 眼

が大きく体高が低い，胸｛憎が長い，瞥鰭は14条，胸

鰭上発光器は側線の近くにある，6番目の前部腎鰭

発光器の位置が高いなどの特徴から本種とした。

526. リュウグウノツカイ Regafecusrussellii （図2-

4) 

2000年 l月 19日，諸磯定置網，残存部全長 ：

325m111, YCM P31788 

日本周辺，東部北太平洋3 インド洋に分布する。

本州太平洋側では銚子沖から鹿児島湾まで記録が

ある。相模湾でも，海岸に打ち上げられたり定置網

で漁獲された個体が，新聞記事や水族館の展示物

になったことはあったが（1994年9月27日の読売

新聞神奈川版など），標本に基づいた文献記録はな

い。本個体が漁獲された l月 19日前後の海況をみ

ると， 相模湾奥に急激な暖水流入の出現がみられ

た。その翌日には湾奥の大磯海岸にアカマンボウ

が打ち上げられている（2000年 l月21日の神奈川

新聞）。これらのことは， リュウグウノツカイの生

息場所が温暖な中層水で、あろうとする西村（1962) 

の指摘を指示しているように思われる。なお， 本個

体は漁獲時に損傷し，体の後半を失っている。塩原

( 1991）などの図から全体のプロポーションを推定

すると 3体長約60crnと思われる。囲内におけるリ ュ

ウグウノツカイの幼魚の記録としては3例目に当た

る。本個体の体色は成魚のものに似て，銀白色の地

にfl童孔大の黒斑が散在していた。腹鰭は頭長の約3

倍で，ほとんど曲がることなく斜め後方へ伸長し，

先端部がやや広がっている。頭部ならびに残存す

る体の形状も，成魚のものに近いc一方，体表はな

めらかで突起物はなく ，少しふれただけで表皮が

失われてしまった。背鰭鰭条は長く，体高とほぼ同

じである。また背鰭前部の鰭条は，塩原（1991）の

幼魚（体長285111111）のものと同様に前方を向いて

いるが，途中から失われているために全体の形状

はわからない。このように，本個体は幼魚、から成魚

への形態的変化の途中にあるものと思われる。

527. ヒフキヨウジ刀・achyrhamphusserrαtus （図2-5)
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2000年4月7日，藤沢定置網， TL: 310111111, YCM-

P31806 

南日本からイン ド洋まで分布し，浅海の砂底に

生息する。相模湾では熱海（瀬能ほか， 1998）から

記録がある。

528. ウチダトビウオ Cypsefurusnaresii （図2-6,7) 

2000年7月30日，藤沢沖定置網，TL:205mm, 

YCM-P31789 

房総半島以南，西部太平洋の熱帯海域に分布す

る。名！］魚が横浜市野島海岸で、採集されているが（工

藤 ・中村， l999），相模湾からは初記録と居、われる。

体型はアヤ トビウオに似てずんぐりとしている。

胸鰭はくすんだ暗緑褐色であった。

529. サツマカサゴScorpaenopsisneglectα（図2-8)

1999年 10月 17日，海外（かいと）刺網， TL

89.0mm, YCM-P3J 807 

南日本から南シナ海まで分布し， 浅海の岩礁に

生息する。相模湾では三浦半島南西部（工藤・阿部，

1991），芝｜崎（萩原・長谷川，1990）， 西湘定置網（林・

西山，l980）＇ 田ノ浦湾（東ほか， 1989）から記録

がある。

530. ヤナギノマイ Sebastessteindachneri （図2-9)

2000年5月5日3 上宮田水深60m刺網，TL:

l 88.3m111, YCM P3 l 834 

東北地方からオホーツク海まで分布するとされ

るが，宮城県以南の記録はなし、（金山・北Ji[,1983;

佐藤・長谷部， 1982；酒井， 1986；船橋， 1998など）。

相模湾からは初記録であり，本種の南限を大幅に

更新した。漁獲前の数ヶ月間，関東沿岸は寒流生魚

類を南下させるような海況ではなかった。また，本

種は強い遊泳力を持たないため，し、かにして相模

湾に出現したのか今後の検討課題である。

531 オオモンハタ Epinephefusareolatus （図2-10)

1999年 ii月3日，毘沙門定置網， TL:234111111, 

YCM-P31808 

南日本からインド・西太平洋に分布する。相模湾

では熱海（瀬能ほか，1998）から記録がある。

532. クロイシモチ Apogonniger （図2-11)

2000年7月23日， 毘沙門定置網，TL 76.0mm, 

YCM-P31790 

神奈川県から南シナ海に分布する。内湾性で，相

模湾では天神島（林，1995），田ノ浦湾（東ほか，

1989）から記録がある。

533. イケカツオ Scomberoideslysan （図2-12)

1999年 10月24日，三戸定置網，TL:91.Smm, 

YCM-P31809 

南日本からイン ド・西太平洋分布する。幼魚は河

口域でよく見られ，相模湾でも相模川河口で採集

されているほか（長峯 ・浜口， 1980）， 西湘定置網



（林 ・西山， 1980）から記録がある。背鰭赫はたた

むと一列になるが，立てる と交互に左右に突き出

す。

534. ダイミョウサギGerresjaponicus （図3-1)

2000年l月l6日，佐島定置網，TL: I 83mm, YCM-

P31627 

三重県以南，フィリピンまで分布する。相模湾で

は長者ケ｜｜｜奇（中村，1970）から記録がある。本種の

北限記録となる。

535.ニセクロホシフヱダイ Lutjanusβtlviflamma（図

3-2) 

1999年 11月7日，毘沙門定置網， TL: 183mm, 

YCM-P31810 

琉球列島からインド ・西太平洋の熱帯海域に分

布する。相模湾では1990年に三浦半島南西部（工

藤 ・阿部，1991），天神島（林，l995）から記録が

ある。1990年と 1999年は，三浦半島沿岸に黒潮系

暖水が強く影響し， 非常に多くの死滅回遊魚が出

現した。本種もこのような海況の時にだけ現れる

ものと思われる。

536.ウメイ口 Paracaesioxanthura （図3-4)

2000年5月4日，毘沙門定置網，TL:14lmm, YCM-

P31791 

南日本からインド・西太平洋に分布する。相模湾

では熱海沖（瀬能ほか， 1998）から記録がある。

537. ヒゲソリダイ HapalogenJぽ nitens（図3-5)

2000年9月 15日，藤沢沖定置網，TL:253mm, 

YCM-P31792 

下北半島から東シナ海に分布する。本州太平洋側

では個体数は少なく，相模湾からは初記録である。

538.オジサンPar叩eneusmultifasciatus （図3-6)

1999年 ll月3日，毘沙門定置網，TL: 74.Smm, 

YCM-P3181 I 

南日本からイン ド・西太平洋の温暖海域に分布す

る。相模湾では三浦半島南西部（工藤・岡部，1991),

天神島（林， 1995），芝11碕（萩原 ・長谷川， 1990），熱

海（瀬能ほか，1998），田ノ浦湾（東ほか， 1989）か

ら記録がある。

539. ハタタテダイ Heniochusacuminatus （図3・7)

2000年2月 13日，毘沙門定置網， TL:145mm, 

YCM-P31687 

下北半島以南，インド‘ ・太平洋の温暖海域に分布

する。相模湾では三浦半島南西部（工藤 ・阿部，

1991）， 天神島（林， 1995）， 熱海（瀬能ほか，1998)

から記録がある。冬期にこのような大型の個体が

採集されたこ とによって， 本種が相模湾で越冬し

ている可能性も考えられる。

540. コガネスズメダイ Chromisanalis （因子8)

2000年7月23日，毘沙門定置網，TL:93.lmm, 
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YCM-P31793 

伊豆半島，四国から西部太平洋の温暖海域に分

布する。やや深い岩礁に生息し，相模湾では熱海

（瀬能ほか， l998）から記録がある。

541.マルイボダイ Ariommaindica （図3-9)

2000年9月10日，藤沢定置網，TL: 155rnm, YCM-

P31794 

若狭湾以南，東シナ海からイン ド洋に分布する。

相模；湾からはネ河記t素である。

542. ユメアラメガレイ Tarphopselegans （図4-1)

2000年4月2日，藤沢沖定置網， TL: 61.3mrn, 

YCM-P31802 

福井県から島根県浜田沖と高知県の水深20～

40mに分布する。相模湾奥部は砂底域が広がる。江

ノ島から平塚沖の水深5～45mの海域では同属の
アラメガレイがふつうに分布する（亀井， 1980）が

本種の記録はない。相模湾からは初記録である。

543. ダルマガレイ Engyprosopongrandisquama （図

4-2) 

2000年6月18~， 三戸定置網， TL : 85.3mm, YCM-

P31795 

南日本から，インド ・西太平洋に広く分布する。

相模湾では田ノ浦湾（東ほか， 1989）から記録があ

る。

544. バパガレイ Microstomusachne （図4-3)

2000年2月27日，南下浦刺網，TL: 263mm, YCM-

P3 l 729 

駿河湾からサノ＼リ ン， 日本海各地に分布する。相

模湾で、は城ヶ島（山田， 1999）から記録がある。

545. アミメウマヅラ Cantherhinespardalis （図4-

4) 

1999年 10月17日，三戸定置網，TL: 84.Smrn, 

YCM-P31658 

相模湾以南， インド・西太平洋の温暖海域に分布

する。相模湾では江ノ島近海（Hirosaki,1960），熱

海（瀬能ほか， 1998）から記録がある。本個体は，

腹部が大きく張り出し特異な形態をしているが，

全体的に茶褐色で，網目模様にはなっていないが

暗色の斑紋があるので，本種とした。

補足

508. 7エダイ Lutjanusstellatus （図3-3)

1999年 11月3日，毘沙門定置網， TL:188rnm, 

YCM-P318l2 

本種は山田， 工藤 （2000）で報告したが，不鮮明

な写真しか得られていなかった。今回若魚である

が標本が獲られたので補足記録した。



おわりに

本報告を作成するに当たり，標本登録の便を

図ってくださり ，種々ご教示いただいた横須賀市

自然博物館の林公義氏，国立科学博物館の松浦啓

一博士，資料収集にご協力いただいた丸タ丸，丸共

丸，共栄丸， 諸磯丸， みうら漁協三｜｜府沿岸販売所，

神奈川県水産総合研究所の中村良成氏ほかの方々

に深く感謝する。
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オモンハタEpinephelu1areolatus, 11 クロイシモチApogonniger, J 2 イケカツオScombe1aides lysan. 

47 



6 

1 

2 
7 

3 
8 

4 

5 9 
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神奈川自然誌資料（22): 51-59，加lar.2001 

メダカを中心とした小田原市桑原・鬼柳農業用水路の魚類

沖津由季・勝呂尚之

Yuki Okitsu and Naoyuki Suguro: Fish fauna in Kuwahara-Oniyanagi channel 

with special reference to”Medaka", Odawara, Kanagawa Prefecture 

その生息環境調査を行った。本稿では調査会を代

表して筆者らが調査で得た成果を報告し，もって

メダカを含めた生物相を保全する基礎資料となれ

ば幸いである。

なお，魚類以外の生物目録については，調査継続
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はじめに

小田原市は，神奈川県の西部に位置する人口 20

万人の地方都市である。市内中央に流れる酒匂川

流域には古くから水田地帯が広がる。特に左岸の

桑原 ・鬼柳地域では国のいわゆるレッ ドデータ

ブックに記載された植物のデンジソ

ウや魚類のメダカ Oryzias仰 ipesな

ど貴重な生物が多く確認され，殊に

メダカは，この地が県内唯一の生息

地となっている。このメダカは，酒

泉ほか（1999）により，20年来変わ

らぬ遺伝子を持つ個体群であること

が報告されている。

メダカは，稲作地帯の何処にでも

みられた馴染み深し川、魚で、あるが，

近年の都市化による水田の減少，圃

場整備などの農地の環境変化に伴な

し、各地で姿を消しつつある。そのた

め神奈川県レッドデータ生物調査団

編 （1995）によ り神奈川県の絶滅危

倶種Fに報告され，次いで環境庁

(1998）により，国の絶滅危慎H類

に報告されている。

このような厳しい状況の下で＼ 童

謡「めだかの学校」の作詞の舞台と

なった小田原市荻窪に近い地域でメ

ダカが生き続けてきたことは奇跡的

である。

これまで酒匂川本流での魚類調査

は行われているが，支流の農業用水

路の調査はほとんどされていないた

め，酒匂川水系魚類調査会（現酒匂

川水系のメダカと生息地を守る会。

便宜上以下，調査会）では桑原 ・鬼

柳を中心と したメダカの生息地域の

環境を多角的に捉えるべく ，魚類と 図1 桑原 ・鬼柳用水路の調査地点と地域区分

キ目槙湾

。 500m 



中であるので，別途報告の予定である。

調査地概況

酒匂川水系メダカの生息地の中心は，酒匂川の

左岸中流部に隣接する水田地帯を流れる桑原 ・鬼

柳用水内にある。鬼柳堰の成立は，江戸時代初期と

されていることから，この農業用水路もそのころ

表1 調査日と調査地区など

調査地点 調査地調査
1 点数 人員

8 8 

調査日

1997/08/31 1,2,3,5,5,19,20,26 
4,5,6, 7,8,10, i 4,15 

1998/02/14 ’ 13' 3 '16,17,18,18,19 
'2i,2z,2:3,25,27 2s 

1998/03/21 ’ 8 6 129,30 

1998/03/28 -! 14,23 2' _ 3 

1998/05/24 119 1' 6 
ト一一一一一一一一一 一一一ー一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 ー

1998/06/07 ; 19,19,20,23,23,24, I 7, 2 
I 24 I 

1998/07{26 j 12,24 ↓ 2 i 3 

. 6,8,10,12,13,14,J4 
1998/09/15 ’ 12 9 16,18,18,19,24 

'4,6,8 10 14 14 16 
1998/09／ワ7 ＇ ” ” 12 5 

」 一 ___Ll_8,19,24,24,24 ! I 

199§7訂／31 . 14,26一一一 「－2-r- 5 

-1999/02/28「12,14 ・' 2 5 
I 1999/05/05 9 ， ~6 2 4 
1999/05/23 26 1 3 
-1999 06/13 :26 : 1 6 

I 1999 07/25 io,26 2 s 
つ百9708728寸石市正Z 「 4i 61 
1999/09/26 4,5,14,18,26 5 4 

1999/10/24 6,l l,14,19,25,29,30 7 

調査日数 延べ調査地点 延べ
l人数
91 88 18 

調査地点、が重複するのは、午前と午後、地点上
流側と下流側など、同日で調査条件を変えて 2
度調査している。

図2 両岸が草で覆われた自然護岸（D地域）

造られたものと考えられる。その規模は南北に

4km，東西0.4km程の数本に分かれる農業用水 ・排

水路で、あり， 長年にわたる農業者の管理のもと，現

在も多くが素堀の形で存在している。ある程度ま

とまった形で昔ながらの景観が残っている地域で

ある。

民
av

調査方法

調査は 1997年8月から 1999年lO月にかけて，図

lに示した30地点で、行った。 調査日毎の調査地点と

調査人員については，表lに示す とおりである。

まず，事前にメダカの生息範囲の確認をし，北限

と考えられる地点から南へ IOOm間隔に地点を落と

し，その中で環境的に注目すべき地点を拾いだし，

調査地点として，水路線を重視して番号をふった。

さらに水路続くと環境を考慮、して， A～Eの5地域に

分けて分析を行った（図 I）。これは，各水域と酒

匂川本流や水田との繋がりにより魚類相が異なる

可能性があること，そしてメダカを保全するため

には，地域区分を行ない詳細な分布動態を把握す

る必要があるために設定した。それぞれの概要は

次の通りである。

A地域 ：用水の上流域。集合住宅，小工業団地と梨

畑がある水田士也帯。

B地域 ・用水の中流域に位置し，ほとんど、が水団地

帯で、用水路の一部はコンクリー 卜2面張り。

C地域 ：用水の中～下流域に位置し，水田の他，自

然堤防が残る。

D地域 ．用水の下流域に位置し 集合住宅と何戸か

の住宅がある水田地帯（図2）。

E地域用水の下流端からつながる金瀬川で，大き

な工場の集まる工業団地地帯（函3）。

魚類の確認には曳き網（目合い0.3cm,1j1j 200cm 

×高さ 90crn）と柄付きの手網（直径50cm）を用

図3 両岸がコンクリートで固められた人工護岸（E地
域）．
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図4 用水路と水田を結ぶ水路

いた。採集した魚類は同定後，全長を測定した（最

大，最小， 尾数）。一部は標本にし， 残り は確認地

点に放流した。学名と種の配列および種の同定に

は中坊編（1993）を参考にした。なお標本の一部は，

神奈川県立生命の星・地球博物館（以下，生命の星・

地球博物館）に登録した。調査時には，天候，気温，

水温，護岸，川幅，＊深，流速，底質，周辺の環境，

可能な時は，水素イオン濃度（pH）， 電気伝導度，

j容存酸素量 （DO），化学的酸素要求量 （COD），還

元臭，その他の生物の記録を行った。pH測定には

pHメーター（電気計器科学株式会社HPH-110),DO 

測定にはDOメーター（セントラノレ科学株式会社

UC-12), COD 測定には共立理化学研究所のパック

テス トを｛吏用した。

なお，本稿中の用水路の護岸方法について，①素

掘り及び石積（野面積み）のものを「自然護岸」，②

コンクリートによるものを 「人工護岸Jと呼ぶこと

にする。

結果及び考察

1. 環境

水温は8.5～27.0°C,pHは7.0～9.0，電気伝導

度は0.20～2.7μ s/m, DOは5～lOppm以上， COD
は2～lOOpprnの範囲であった。

調査地域内の護岸は自然護岸がほとんどで，植

物が水面に覆し、かぶさるよ うに茂るが，畦の管理

上適宜草刈りが行われている。その川幅は70～

275cm，うち200cm内外のものが多く，水底の地質

は砂泥，軟泥質，水深は6.5～44crn，流速は000～ 

0.80rn／秒と緩やかなところが多かった。一方， U字

構，コンク リートによる護岸は少なく ，その場所

は，川幅は210～710cmであり，水深70～85cmの

深みが2箇所あった。共に川底が士である。岸辺で

ある畦はミゾソパやメ ヒシパで、覆われ3 オオカナ

ダモ，コカナダモなどの水草も多く見られた。
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［魚類構成
延べ91箇所

オイカワ

タモロコ

図5 魚類の種別個体数．

メダカ

田に水が入る5月下旬ころからD地域では，オイ

カワ，メダカ等の稚魚が増え，水面付近や水路草陰

に群れていた。また，水田内への入り込みも確認で

きたため，水田内の環境に注目し，水田と川との接

点について調べた。水田と用水路との高低差がほ

とんどなく ，出入りが自由にできる（図4）こと，

そして水？且が水田内は26.0。Cと，用水路の23.0℃よ

りも高いことなどがわかった（1998年8月28日）。

このような高水温の水田は，生物生産性が高いの

で，メダカやその他の幼魚、にとって生育，繁殖に適

しているものと推察される。

また，この地域は酒匂川の伏流水による 自噴水

や湧水があり，生活排水の流入も少ないために水

質も比較的良好である。

2. 魚類相

のベ 18日， 91箇所にわたる調査及び日常の観察

の結果，この地域で記録された魚類は， 6科13種で

あった。その内，淡水魚はll種（ギンブナ，タモ

ロコ，モツゴ，アブラハヤ 3 カマツカ，オイカワ，

ウグイ，ドジョウ，シマドジョウ，ナマズ，メダカ），

回遊魚は2｛重（ウナギ，アユ）である。

今回の調査全体で確認された魚類の種別個体数

を図5に示した。

魚類相を季節的に見ると，春は5科9種，夏は5

科9種，秋は4科7種，冬は5科10種だ、った（図6）。

魚類相を地域別に見ると， A地域では3科7種，B

地域では5科9種， C地域では5科9種，D地域で

は4科8種， E地域では5科9種だった （図7）。

酒匂川水系全体に生息する魚類相は，最近の調

査で，ll科28種が確認されている（勝呂ほか，

1998）。本調査ではメダカ，タモロコ， オイカワ，ド

ジョ ウの4種で確認個体数の90%近くを占め，これ

らが優占種と言える（図5）。魚類相としては，本

流の記録（勝目ほか， 1998）と比較すると単純な種

組成である。しかもこれらの魚種のう ち，タモロコ
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図6

とオイカワは移入種と考えられており（中村一，

1969），在来種であるギンブナ，アブラハヤ等はあ

まり確認できなかった。また， 1970年代の初頭，ヤ

リタナゴやその産卵母員であるドブガイ等も生息

していたが （石原ほか， 1986）， 本調査では確認で

きず，絶滅したものと思われる。非在来種の増加，

在来種の減少と言う傾向は，県内各地で一般的に

見られる。この地域でも例外ではなく，桑原 ・鬼柳

用水路にはたくさんの魚がし、るが， 生息する魚種

構成は，過去のもとは大きく変化している。

しかし3 その一方でメダカやドジョウ等の在来

種も健在で個体数も少なくない。またナマズも稚

魚、から親魚サイズまで確認された。ナマズ、は水田

周辺で産卵することが知られ（片野， 1998）＇ この

用水路周辺も産卵場となっている。本種は生態的
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図8 メダカの分布の季節別変動

に高いニッチに位置し，肉食性で大食漢なので，そ

の生存のためには餌となる大量の小魚や甲殻類等

が必要である。そのため，本種が生息する水域は，

生物生産性が高く 小魚等が多い，豊かな川｜の証明

となる。

夏から秋にかけて再生産したと推察される稚魚

が，ほとんどの種で確認された。冬季は稲の生産量

を高めるため，用水の取り入れが少なくなり ，水

域，水量ともに半分程度になるが，深みでは水温が

比較的安定することから，越冬場所として利用さ

れていること も確認された。このように当水域は，

魚類の産卵場及び稚魚の育成場と して，また越冬

場所として重要であるこ とがわかる。

3. メダカの分布と生息環境

調査を行った30地点中，17地点においてメダカ

が確認された （図8）。しかし，確認個体数が多い

地点は限定され， l回の調査でl地点あたり10個体

以上確認されたのは6地点，隣接する B及びD地域

だけである。

調査l回あたりのメダカの確認個体数の季節的変

動を図8に示す。メダカが確認された地点は，春は

C地域のl地点， D地域の3地点， E地域l地点，合

計5地点，夏はA地域が l地点，B地域 l地点，C

地域 l地点，D地域3地点，合計6地点，秋がA地

域がl地点＇ B地域5地点， C地域l地点，D地域

3地点， E地域l地点， 合計 11地点3 冬がB地域が
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凡例

。調査したがO尾・1～9尾確認、
• 10尾以上確認、

一回の調査で確認され
た最大尾数

0 500m 

4地点， D地域 l地点で合計5地点であった。なお，

春の調査地点数が少なく ，春から夏にかけての分

布の変化の詳細は不明であり， A地域と E地域は季

節により調査が充分ではない。

生息範囲の中心である B～D地域ではメダカは

夏と秋に全域で確認され，分布域が拡大する。 この

時期は金瀬川が酒匂川と合流する溜まりでも確認

され （調査会私信），酒匂川本流域の河口でも記録

がある（勝昌ほか， 1998）。当歳魚がある程度の大

きさに成長する夏から秋にかけて，桑原・鬼柳用水

のメダカは，用水路だけで、なく 下流の金瀬川や酒

匂川本流域にまで分散している可能性がある。し

かし冬季にはかなり生息域が狭ま り，最上流のA

地域や用水支流のC地域では確認されず，分布が縮

I j、してしま う。

それでは，この地域のメダカはいったいどのよ

うな環境の水域に多いのだろうか。メダカが多く

確認された地点の環境について表2に示した。年間

を通してメダカが多かったのはf地点だけである。

この地点は，幅約2111，水深は30cm程度，流速は0.1ml 

s程度の緩やかな流れで， 底質は砂泥である。

d 地点では，1998年3月に大量のメダカが確認さ

れた。この場所は堰の上流で，コンクリー 卜で護岸

された幅Sm，水深70cmの大きなたまりを形成して

いる。確認日は3月下旬であり，水温もまだ低く ，

水深のあるこの地点を越冬場として利用していた



表2 桑原 ・鬼柳用水のメダカ生息地点、と環境

係集 調査年月日 採集尾数全長（cm) 水温 護岸

占巾
州
也 （尾） 最大最小 （℃） 

l998/09/l5 25 

b l 998/09/27 77 

b 1999/l0/24 44 

l 998/09/27 10 

1998/03/21 643 

1998/09/27 317 

1999/01/31 13 

1999/05/05 10 

1999/06/l3 10 

1999/07 /25 192 

l999/09/26 161 

1999/10/24 193 

20 30 22. 0 人工

13-33 19. 0 人工

17-31 17. 0 人工

19 27 自然

10. 5 10. 5 人工

10-38 19. 0 自然

20 33 9. 0 自然

自然

自然

10-36 25. 0 自然

14 28 自然

l卜32 18. 0 自然

)II幅 水深 流速 底質 メダカ以外の採集魚類

(cm) (cm) (m／秒）

240 70 0. 08 1尼 9そロコ・オイカロ・1＇ンT"ナド〆ョウナマス’

200-250 18-32 0. 00 0. 13 1尼 9モロコ・オイカワー｝示〆ョウ

230 35 0. 05 ヲモロコ・オイカワ・キ'/l ..ナ・カマツカ

250 19 0. 25 泥 ・砂磯 子モロコ・1イカワ・カマツカドソぜヨウ

500 70 0. 00 砂1尼 9モロコ・1イカワ・キ’ン7＇ナ・7マJ'

25 小石 ・砂利何回・1イ抑ーキe'17 ..ナ・カマツカ・トγリ

170 20 0. 11 砂1尼 才イカワ

ドソ’ョウ

ゲモロコオイカワ

200 27 9モロコ・オイカワ・キンT.ナドショウ

180 30 0. 13 9壬ロコオイカワド〆ョウ

210 30 0. 03 9モロコ・オイft?

＊メダカの生，巴地保護のため係集地点は、図1とは関係していない

ものと推察される。

メダカの多かった地点の環境について， 確認さ

れなかった地点と比較した。確認時期に違いがあ

り，lkllili.や水深等と，確認されたメダカの個体数

との関連は低いようである。しかし，四季を通じ

てメダカが多い地点の流速は0.00～0.25111/sで，緩

やかな流れか，若しく は全く流れがない。他方，メ

ダカが確認されなかった地点は，比較的流れが速

く，平均値は，0.31± 0.16m/s （平均値土標準偏差）

で，0.4m/s以上の調査地点からは全く確認されな

かった。また，l尾でも確認された地点を含めたメ

ダカ確認地点の流速平均値は016士 0.09m/sで

あった。これらの点から，この地域のメ ダカは，流

れの緩やかな水域を好んで、生息していると推察さ

れた。

また，メダカが確認された地点は，タモロコ，オ

イカワ， ドジョウやギンブ、ナ等の他の魚類や水生

昆虫や軟体動物， 水生植物等も多く確認された。メ

ダカの生息地点は，メダカだけが偏って生息する

わけではなく，他の魚種も多く て生物の多様性も

高いこ とが示唆された。

4. 県内のメダカの現状と保護

メダカは淡水魚の中では，アユやコイと並んで

最も人と関わりの深い魚といえるのではないだろ

うか。その証拠として，日本の魚の中で最も俗名が

多く ，その数は5,000とも言われている（辛川 ・柴

田，1980）。水田とその周辺域を中心に生息し，属名

のOriziasは稲のOrizaに由来している。最近では

この地域の他に，鶴見川l，境川，大岡Jll，侍従川（樋

口ほかう 1995；樋口 ・水尾，l998），神戸川と引地

川 （勝呂ほか， 1998），相模川（神奈川県水産総合

研究所内水面試験場， 1997,1998）等で確認記録が

あり，かなり広範囲に生息している。ところが，こ

れら最近のメダカの生息地は，過去に生息していな

い水域に突如と して出現したり，下水の流れ込むよ

うな都市河川｜に不自然に出現するもので，これは明

らかに人為的な放流によるものである。神奈川県水

産総合研究所内水面試験場 （以下，内水面試験場）

が把握しているだけで，県内各地，lO以上の団体や

個人が，ヒメダカや業者から購入した他地域のメダ

カを自然水域へ放流した。これらの地域を指して生息

地と呼べるものではない。最近あちこちで放流され，

都市河川で異常に増加したコイと同じ状態である。

メダカは最近の研究で， 外部形態や遺伝子組成の

違いにより，4つの大きな集団に分けられている。

さらにそれらの集団の中でも，細かくいくつかの小

集団が存在する（酒泉， l997）。言い換えれば，メ

ダカは， その地域の環境に適応して，独自に進化し

ており，同じ種で、はあっても，地域ごとに固有の遺

伝子を持った地域個体群が存在する。この相違は形

態や生態，遺伝子配列等が微妙に異なるだけで，必

ずしも人の目で明瞭に区別できるわけではない。し

かし3 この僅かな違いにも生物進化上，地域への適

応という重要な意味を持つのではないだろうか。ま

たメ ダカの遺伝的多様性を保持する必要性からも，

地域個体群を軽視してはならない。前述の無秩序な
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放流は，こうした異なる地域のメダカの遺伝子を混

ぜ合わせ， 気の遠くなるような長い年月をかけて適

応してきたメダカの地域個体群を台無しにしてしま

う。場合によってはその集団の適応能力を減少さ

せ，絶滅に追いやる危険性さえあるのではないだろ

うか。

他方，最近はこの地域に代表されるように，地域

個体群を考届：したメダカ保護活動が盛んになってき

た。行政や研究者，市民等が協力して，地域ぐるみ

の取り組みを行っている。特に藤沢市や横浜市，鎌

倉市などで活発に展開されている。また，神奈川県

立教育センターでも教材としてメダカの地域変異を

重視している。しかし，これらのメダカの保護活動

は，旧家の池等に偶然生き残ったメダカを増やし，

学校や試験場等の人為的な環境下において保護を行

う3 いわゆる飼育下での遺伝子の保存が主要な活動

になっている。残念ながらこれらの地域のメダカの

生息地は既に失われてしまっているのである。

この桑原 ・鬼柳周辺地域のメダカの存在は，以前

から研究者間ではよく知られていた（石原ほか，

1986）が，最近，当時のメダカ遺伝子と現在生息す

るメダカを生化学的に分析したところ，遺伝子組成

にほとんど変化がないことが判明している（酒泉ほ

か， l999）。

現状から判断すると，神奈川県内のメダカの自然

生息地は桑原 ・鬼相[J用水だけになってしまったこと

はほぼ間違いない。この生息地は，県内最後の自然

生息地であるという生物学的な価値と，童謡「めだ

かの学校Jの発祥地であると言う民俗学的な価値の

両面を併せ持ち，地域住民や市にとっての大切な財

産であることはもちろん，全国的な視野で見ても，

日本を代表する貴重なメダカ生息地である。この貴

重なメダカ生息地を守り，次世代へと引き継いで行

くために，地域の生態系をも包括した総合的な保全

対策を行政，研究者，市民，漁業者等が一体となっ

て推進する必要がある。すでにメダカが生息するこ

の地域にもいくつかの間発計画があるが，開発に｜探

しては，常に豊かな生物相への配慮、が求められる。

具体的な保護対策として，まず，前述のメダカの

無秩序な放流に対し，監視体制の強化等何らかの対

策を講じる必要があろう。酒匂川水系の上流部で、は

遺伝子不詳のメダカの放流が発覚 （瀬能宏氏私信，

調査会及び内水面試験場確認）するなど，この地域

へ直接的な放流が行われなくても，水系の木 ・支流

等で放流が行われてしまえば， この地域に侵入し，

遺伝子の撹乱が引き起こされる心配がある。隣接す

る市町村を含め，なるべく多くの人々に現状を理解

させ，普及啓蒙を行うことが急務で、ある。幸い，神

奈川メダカサミットなどメダカに関係したシンポジ

ウムや会合が各地で開催され，専門家が市民や行

政と接触する機会も増えている。遺伝的な意味の

重要性を啓蒙普及するこ とも，行政や専門家に課

せられた大切な仕事のひとつではないだろうか。

調査会でも 「都市計画25メー トノレ道路とメダカた

ち～その影響を最小限に抑えるためのフォーラム」

（於 ：小田原アリーナユ000年 ll月11日）等の行事

を主催した他，勉強会や観察会を聞き，地域の人と

の親睦を深め，理解を求める活動をしてきた。

また， flliil体群保護のために生息環境を整えてい

く必要がある。現在，この地域では越冬場となる深

みが少なく，冬季に少数の水域に大量のメダカが

集中すれば，偶発的な事故や業者の採集によって

も，壊滅的な打撃を受ける可能性がある。そこで＼

調査会では専門家の指導のもと，2000年6月に小田

原市の協力を得て水田に池を掘り，越冬場の造成

を試みた。今後，メダカによる池の利用を注意深く

見守っていきたい。

メダカを含む生物の生息しやすい環境を調査し

整えることと，保全に向けた普及啓蒙活動は，調査

会では重要な活動であると考え，今後も継続して

行く予定である。

目録

本調査で確認された魚類及びこれまでに記録さ

れた当地産の魚類目録を以下に掲げるc

記述は，科名，種名，確認地域，確認年月日，個

体数（ex），全長（TL.最小～最大mmで示す）の

順に行った。また，神奈川県立生命の星・地球博物

館収蔵の標本番号（KPN-Nl) を掲げる。

ウナギ科 Anguillidae

1 ウナギAnguillajaponica 

当地では2f51Jが記録された。神奈川県のレッド

データブックでは減少種Hに指定されている。

C地域 14. II .1998 ;E地域 21. ill .1998. 2ex., TL93 

～120 

コイ科 Cyprinidae

2. ギンブナ Carassiusauratus langsdorfiz 

体長の大きな個体の記録はE地域（金瀬川｜）とD

地域の深みに集中し，用水路で、は小型の個体が多

。、
冒し
V

A地域 26.IX .1999, 24. X .1999 ; B地域 14.Il.1998,

15.医 1998;c地域 31.v凹.1997,15.IX.1998, 24.X.1999, 
D 地域 27.医 .1998,25. Vll .1999, 28.咽 .1999;E 地域

21.皿.1998, 24.X.1999.?lex., TL20～260 

標本 ：KPM-NI6785,KPM-Nl6792. 

3. タモロコ Gnathopogonelongatus elongatus 

個体数は多く ，特に秋冬は全域で見られた。E地
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域に多く見られる。

A地域 。14.Il .1998, 15.IX.1998, 27.医 .1998, 26. 

IX.1998, 24.X.1999;8地域 14. II .1998, 15.医 .1998,

27. IX .1998, 28. II .1999, 5. V .1999, 25. VII .1999, 28. 

VIIJ.1998, 26.医 1998,24. x .1999 , c地域 14.II .1998, 
21.III.1998, 15.IX.1998, 27.IX.1998, 28.VIIJ.1998, 26. 

IX.1998, 24.X.1999;0地域 21.III .1998, 27. IX .1998, 

13.VI 1999, 25.VII.1999, 26.IX.1998, 24.X.1999,E 

地域・ 21 III .1998, 24. X 1999. 685ex., TL13～ 1 05 

標本 ：KPM-NI6791

4.アブ、ラハヤPhoxinuslagovt吋iisteindachneri 

個体数は少なく ，大型の個体も少ない。

A地域 ：31. VIII . 1997 ; B地域 ：28. 0 .1999 ; c 地域 ：31
VIII. l 997 , D 地域 31.咽 .1997,E地域 21.皿.1998.4ex., 

TL40～65 

5.モツコ Pseudorasboraparva 

君塚芳輝氏が目撃した l例がある。

11. I .1998. （地域不明）

6. 力マツ力 Pseudogobioesocinus esocinus 

B～D地域の水路に見られる。幼魚から成魚、まで

各ステージの個体が確認できる。神奈川県のレッ

ドデータブックでは減少種Hに指定されている。

B地域.27.IX.1998, 24. X .1999; C地域 31.v出.1997,
27.医 .1998,D 地域 ：27.医 .1998, 24. X .1999. 25ex., 

TL36～1 00 

標本 ：KPM-NI6793.

7. オイカワ Zaccoplatypus 

個体数も多く，全域で見られたc特にE地域に多

く見られる。

A地域・14.II.1998,15.医 1998,27. IX.1998, 26.IX.1999, 

B 地域 ・14.Il .1998, 26.VII.1998, 15.IX.1998, 27.IX.1998, 

28. II .1999, 26.医.1999,24.X.1999,C地域 3I. VIII. 1997, 

14. II .1998, 21.III .1998, 7.VI.1998, 15.IX.1998, 27.IX.1998, 

28. Vlll.1999, 24. X .1999; D地域：31.V目.1997,21. III . 1998, 

7. Vl.1998, 15.IX.1998, 27.IX.1998, 31. I .1999, 13.VI.1999, 

28.VIIJ.1999, 26.IX.1999, 24.X.1999 ,E地域 21.III . 1998, 

24. X .1999. 1309ex., TL13～135 

標本 ：KPMNl6786,KPM-Nl6789,KPM-NI6790 

8.ウグイ Tribolodonhakonensis 

金瀬川で確認された l例のみである。

E地域： 21.III.1998.lex., TL180 

ドジョウ科 Cobitididae

9. ドジョウ Misgurnusanguillicaudatus 

タモロコ，オイカワに比べ個体数は少ないが，調

査地域全域で見られた。

A地域：31. VIIJ.1997, 14. II .1998, 15.IX.1998, 27. IX.1998, 

26.区。1999,24.X.1999;8地域：14.II .1998, 26. VII.1998, 

15.IX.1998, 27.IX.1998, 28. II .1999, 5. V .1999, 25.VII.1999; 

C地域： 14.II .1998, 21.III.1998, 7.VI.1998, 15.IX.1998, 

27.IX.1998, 28.VIIJ.1999, 24.X.1999; D地域・21.III . 1998, 
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27.以 1998,5. V .1999, 25. VII.1999, 28. ＼明U999,26.IX.1999, 

E地j或.21皿.1998, 24. X .1999. 366ex., TLIO～1 05 

10. シマドジョウ Cobitisbiwae 

君塚芳輝氏が目撃したl例がある。神奈川県のレッ

ドデータブックでは減少種Hに指定されている。

A 地域；lI. I .1998. 

ナマズ科 Siluridae

11.ナマズSilurusasotus 

桑原では本種が産卵のために酒匂川本流から用

水路を伝い，水田に入ってくるのが毎年確認され

ている（沖津昭治氏私信）。神奈川県のレッドデー

タブックでは減少種Hに指定されている。

B 地域 15.IX.1998,27.IX.1998, 27.IX.1998, 25. VIl.1999, 

C地域：31.川.1997,14. II .1998, 21.III.1998, 27.IX.1998, 

D地j或 31.VIII .1997, E i也j或・21III .1998, 24. X .1999 

12ex., TL24～490 

アユ科 Plecoglossidae

12. yユPlecoglossusaltivelis altivelis 

調査時に目撃した l例がある。神奈川県のレッド

データブックでは減少種Hに指定されている。

B地域 25.＼＜唄 .1999

メダカ手ヰOryziatidae

13. メダカ 01yziaslatipes 

全域で見られたがB～D地域に多い。D地域では

水田に入り込んだ稚魚が観察され（13. VI . 1999），用

水路と共に水田が本種の成長に必要な生育条件に

なっていることが分かる。国のレッドデータブッ

クでは絶滅危↑期類， 神奈川県のレッドデータ

ブックでは絶滅危慎種Fに指定されている。

A地域 31.VIIJ.1997, 27. IX .1998, B地域： 14.II .1998, 

26. YII.1998, 15.IX.1998, 27.IX.1998, 28. II .1999, 5. V .1999, 

26.IX.1999, 24.X 1999 ;C地域 21.III .1998, 7. Vl.1998, 

27.IX.1998, 26.IX.1999, 24. X .1999; D地域 31.v山.1997,
21. III .1998, 7. VI .1998, 26. VII .1998, 15.IX .1998, 27. IX .1998, 

31. I .1999, 5. V.1999, 13.VI.1999, 25.VII.1999, 28.VIIJ.1999, 

26.IX.1999, 24.X 1999 ,E地域 21.皿.1998,24.X.1999. 

l 793ex., TU O～41 

標本： KPM-Nl6787, KPM-NI6788, KPM-NI6794, 

KPM-NI6795 
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氏にも調査の手法や標本の作成等ご指導をいただ

いた。また，両氏及び農業を営む沖津昭治氏には，

貴重な情報をご提供いただいた。また，本報告を作

成するにあたり，小田原市役所の方には用水路の

成立を調べるときにお世話になった。高橋一公氏

には，データのまとめに際してご協力いただいた。

これらの諸氏及びこの環境を支えている地域の

方々，その他協力いただいている多くの方々に，記

して心から謝意を表する。

引用文献

樋口文夫 ・水尾寛己 ・梅田孝 1992.横浜の淡水魚類相の

変化と分布の特徴横浜の川と海の生物（第6報）

pp.93-140.横浜市環境保全局，横浜。

樋口文夫 ・水尾寛己 ・近藤卓哉， 1995.横浜の淡水魚類相

調査報告（1993年度） 横浜の川と海の生物（第7

報 ・河川l編） , pp.77-126.横浜市環境保全局，横浜．

樋口文夫 ・水尾寛己，1998.横浜の淡水魚類相調査報告

(1996～1997) .横浜の川｜と悔の生物（第8報 ・河

川編） , pp.69 I 08.横浜市環境保全局，横浜

石原龍雄 ・橘川宗彦 ・栗本和彦 ・上妻信夫， 1986.ガイド

ブック箱根の魚類 エビ・カニ・貝類－ 259+1 lpp. 

神奈川新聞社，横浜

神奈川県レッドデータ生物調査団編， 1995.神奈川県レツ

ドデータ生物制査報告書.257pp.神奈川県立生命

の星 ・地球博物館，小田原

59 

神奈川県水産総合研究所内水面試験場， 1997.相模川水系

魚類生息状況調査報告書（平成8年度） 61pp. 

神奈川県水産総合研究所内水面試験場， 1998.相模川水系

魚類生息状況調査報告書（平成9年度） 194pp. 

環境庁， 1991.日本の絶滅のおそれのある野生生物一脊椎

動物編－ 333pp.日本野生生物研究センターヲ東京

環境庁， 1998.レッドリス トー魚類編－ 4pp. 

片野修， 1998.ナマズはどこで卵を産むのか 225pp.倉I）樹

社ヲ東京

辛川十歩 ・柴田武， 1980.メダカ乃方言－ 5000の変種と

その分布－ 847pp.未央社，東京

に1:1坊徹次編， 1993.日本産；魚類検索一全種の同定 34 + 
1474pp.東海大学出版会，東京ー

中村守純，1969.日本のコイ科魚類 455pp.財団法人資源

科学研究所，東京．

J回泉満ヲ 1997.淡水魚地方個体群の遺伝的特性と系統保存
長田芳和 ・細谷和海編，日本の希少淡水魚の現状と

系統保存←よみがえれ日本産淡水魚一， pp.218-227

縁書房，東京

j酉泉満 ・永井尚子 ・中村ー友香， 1999.小田原産野生メダカの

遺伝的モニタリングー神奈川自然誌資料，（20):61-64. 

勝呂尚之 ・安藤隆 ・戸田久仁雄， 1998.神奈川県の希少淡

水魚生息状況一 I （平成6-8年度） 。神奈川県水産

総合研究所研究報告，（3):51-61 

（沖津：酒匂川水系のメダカと生息地を守る会 ，

勝呂：神奈川県水産総合研究所内水面試験場）



神奈川自然誌資料（22):61 64, Mar. 2001 

相模湾江の島に生息するミドリイガイ殻表面の付着動物

植田育男・崎山直夫

Ikuo Ueda and Tadao Sakiyama: Sessile animals attached to the shell surface of the green mussel 

(Perna viridis) inhabiting Enoshima Island, Sagami Bay 

はじめに

西太平洋 ・インド洋の熱帯海域を原産地とする

イガイ科Mytilidaeの村着性二枚貝， ミドリイガイ

Perna viridis （以下本種と記述する）は， 1967年に

兵庫県御津町《海岸で、見つかった外来動物である。

1980年代に入ると西日本の沿岸域で、時折見つかる

ようになり，1985年以降東京湾を中心に出現記録

が相次いで得られた。現在では東京 ・名古屋 ・大阪

のいわゆる三大都市圏の臨海部から周辺海域に分

布を拡大する傾向にある（植田，2000a, b）。

ところで江の島北西海岸の岩礁では 1988年 l月

に初見されて以来，ほぼ途絶えることなく木種の

着生個体が観察されているが（萩原 ・植田， 1993; 

植田 ・萩原，1989,l 990b；植田ほか， 1998）， 当地

に生息する他の海岸動物との関係についてはよく

半リっていない。そこで，木種の殻表面を利用する固

着性のいわゆる一次付着動物について観察を行っ

た。

材料と方法

木種の採集は，1999年 8月 12日から 2000年 8月

l日まで各月 l回 （1999年9月は欠測）江の島北西

岸にて行った（表 1）。現地では潮位高で日開、ljO～ 

表1 調査日及び調査結果概要
1999年 2000年

40cmの岩盤に付着する本種について， l回につき

20個体前後を無作為にはぎ取り採集した。採集個

体は研究室に持ち帰り，殻長（有山（1992）に示さ

れた部位の長さ）をノギスで20分の lmm単位まで

計測した後， 肉眼で観察される固着性の付着動物

を対象に同定した。さらに，付着動物の一部個体

を無作為に選択して，代表部位の大きさを同じく

ノギスまたは実体顕微鏡のスケーノレにて測定した。

この場合，フジツボ類については開口部長径を，二

枚貝類は殻長もしくは殻高を測定したが，棲管内

に生息するゴカイ類は頭部もしくは棲管の数によ

る個体数把握のみ行い，群体を形成するコケムシ

類は付着の有無のみ記録した。また， 2000年4月

以降のムラサキイガイ， 2000年 8月のホト トギス

ガイ，及び2000年 6月のウズマキゴカイについて

は，本種l個体当たりの付着数が極端に多く，付着

の有無のみを記録した。

結果と考察

1 出現種について

今回の調査期間中に本種の殻表面から採集され

た動物種の一覧を本項末に示す。それによると，種

別同定までできなかったものを含めて 14種の動物

8月12日 10月25日 11月24日 12月23日 1月22日 2月18日 3月18日 4月21日 5月6日 6月3日 7月2日 8月1日

現地調査開始時刻 10:00 22:10 23:00 22：・30 22:40 21:20 21:30 12:45 11:30 10:30 11:15 11:15 

気温（。C) 30.0 16.0 15.9 8.0 7.8 2.4 12.9 17.2 20.8 23.0 26.8 28.8 

水温（。C) 28.2 19.8 17.0 13.0 12.5 11.5 13.7 14.8 22.0 22.7 27.7 28.7 

ミドリイガイ採集個体数 18 15 20 19 20 21 19 22 19 21 19 18 

ミドリイガイ殻長平均値（mm) 45.6 53.8 53.6 62.9 64.2 54.3 58.9 51.3 53.7 47.5 52.0 64.2 

ミドリイガイ殻長最大値（mm) 60.1 69.0 72.7 94.6 87.4 76.2 74.0 71.8 90.0 71.9 84.1 91.4 

ミドリイガイ殻長最小値（mm) 35.7 42.9 39.8 39.5 29.8 10.0 41.0 31.8 11.3 14.9 17.0 30.1 

付着動物種数 5 5 6 6 9 5 5 7 7 6 10 

付着動物個体数
（／ミドリイガイ1個体） 5.4 8.3 9.5 7.9 7.3 4.3 1.2 1.6+ 3.4+ 2.7+ 3.8+ 18.7+ 

※付着動物個体数欄の十印は未計測個体が含まれることを示す
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表2 ミドリイガイ l個体あたりの付着動物の種別着生状況（個体数）

1999年 2000年

8月 10月 11月 12月

ヒメイソギンチヤク 0.07 0. 10 

タテジマイソギンチャク

有嚢亜日の1種

ムラサキイガイ 0.06 

ミドリイガイ 0.05 

コウロエン力ワヒJfリガイ 0.05 

ホトトギスガイ 0.07 

マガキ 0.60 1.30 0.40 0.80 

カサネカンザシ 0.06 0.20 0. 30 2.60 

ウズマキゴカイ

イワフジツボ 0.05 

シロスジフジツボ

タテジマフジツボ 0. 10 0.05 0.05 

ヨーロツJfフジツボ 4.60 6. 60 8.60 4.40 

※＋印は個体数が未計測であることを示す

が出現した。上位の分類群別の出現種数では，二枚

貝綱イガイ科が4種と最も多く ，次いで顎脚綱フジ

ツボ科の3種で，その他の分類群に属すものはすべ

てl種だ、った。植田ほか（1998）によると，今回の

調査地点に最も近いst.3からは 25種の動物が記録

されており ，その中で付着動物は，ムラサキイガ

イ，ホト トギスガイ，コウロエンカワヒバリガイ，

クログチガイ，マガキ，アサリ（幼貝），イワフジ

ツボ，シロスジフジツボ，タテジマフジツボ， ヨー

ロッパフジツボの lO種だった。 このうちクログチ

ガイとアサリを除く 8種は今回の調査で，本種に付

着していた。

ところで，人為的手段により移動して原産地よ

り日本近海に侵入 した沿岸性の外来動物が荒川

( 1980）や風呂田（1997）によって示されているが，

その一覧を参照すると，今回の出現種のうち5種が

それに該当した。

ミドリイガイ殻表面の付着動物一覧

種の学名及び上位分類群の配列は主に西村

(1992, 1995）， 軟体動物門二枚貝綱所属種について

は，奥谷（2000）に従った。学名のあとにカ印を付ー

された種は外来種であることを示す。

刺胞動物門 CNIDARIA

花虫綱 ANTHOZOA

イソギンチャク目 ACTINIARIA

ウメボシイソギンチャク科 Actiniidae

ヒメイソギンチヤク Anthopleuraasiatica 

タテジマイソギンチャク科 Diadumenidae

2. タテジマイソギンチャク HaliplanellaLinea/a 

1月

0.05 

0. 10 

0. 10 

0.05 

0. 55 

3. 10 

2. 50 

0. 75 
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2月 3月 4月 5月 6月 7月

0.05 0. 11 

0.05 

＋ ＋ ＋ ＋ 

＋ ＋ ＋ ＋ 

0.05 0. 11 0.05 0. 11 

0. 86 0.26 0. 18 0.42 0.05 1. 63 

3.29 0. 68 0. 64 2. 21 1.76 0.26 

0.05 0.41 ＋ 

0.05 0. 16 0.27 0.53 0. 81 1. 89 

触手動物門 TENTACULATA

苔虫綱 BRYOZOA

唇口目 CHEILOSTOMATA 

3. 有嚢E目の 1種 ASCOPHORAsp. 

軟体動物門 MOLLUSCA

二枚員綱 BIVALVJA

イガイ目 MYTILOIDA

イガイ科 Mytilidae

4. ムラサキイガイ Mytilusgalloprovincialis交

5. ミドリイガイ Pernaviridis会

8月

0.06 

＋ 

＋ 

＋ 

11. 00 

0. 78 

0.06 

0. 17 

0.06 

6.56 

6. コウロエン力ワヒJtリガイ Xenostrobussecw isカ

7. ホトトギスガイ Musculistasenhou訂正I

カキ目OSTR EID A 

イタボガキ科 Ostreidae

8. マガキ Crassostreagigas 

環形動物門 ANNELIDA

多毛綱 POLYCHAETA

ケヤリムシ目 SABELLIDA

カンザシゴカイ科 Serpulidae

9.力サネカンザシProtohydroideselegansす

ウズ、マキゴカイ科 Spirorbidae

10.ウズマキゴカイ Dexiospiraforammosa

節足動物門 ARTHROPODA

顎！日明綱 MAXJLLOPODA

無柄目SESSILIA

イワフジツボ科 Chthamalidae



の月別サイズ頻度分布（関口部長径）ヨーロッパフジツボ（殻高），マガキ（殻長），ムラサキイガイ表3
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ガキ，及びヨーロッパフジツボについて月別サイ

ズ頻度分布を表3に示す。

ムラサキイガイは，出現に季節性が見られたが，

付着開始時期に当たる4～5月にはこの年生まれと

思われる殻長 Smm未満の小型個体のみ認められ

た。マガキは，殻高20rnm未満のサイズで見られ，

ムラサキイガイよりやや遅れて 8月頃にその年生

まれと思われる小型の個体が出現した。ヨーロッ

パフジツボは，開口部長径6mrn未満のサイズで見

られたが，前述の2種のように特定時期に新規個体

が多数出現する状況は見られなかった。なお今回

出現した付着動物の全種で，生殖腺の発達状態に

ついて観察を行わなかったため，本種殻上で付着

動物が成熟まで達しているのかどうかは確認され

なかった。

イワフジツボ Chthama!uscha!!engert 

フジツボ科 Balanidae

シロスジフジツボBalanusalbicostatus 

タテジマフジツボBa/anusamphitrite 

ヨ一口ツ1＼フジツボBalanusimprovis仙 台

※表中の数値は個体数を示す

12. 

13. 

11. 

付着動物の着生状況

調査日毎の本種殻長の平均値，最大値，最小値

及び付着動物種数と本種 l個体当たりの付着動物

個体数を表lに示す。付着個体数における季節動向

を見ると， 1999年8月に低い値を示したものの，夏

季から秋季にかけて高く ，冬季から春季にかけて

低い傾向を示した。

種別の着生状況を表2に示す。全調査期間を通し

て常に観察された種はマガキ，カサネカンザシ，

ヨーロッパフジツボの3種だった。この3種の中で

カサネカンザシは冬季から春季にかけて個体数が

多く ，ヨーロッパフジツボは夏季から秋季にかけ

て個体数が多く，この2種が季節を違えて着生する

傾向が見られた。ムラサキイガイは2000年4月に

多数の個体が付着し始め，その後調査期間を通し

て見られた。

多個体のサイズを測定したムラサキイガイ，

14. 

2. 

おわりに

付着動物種の個体数から見ると，本種の殻を付

着基盤としてよく利用するのは，マガキ，カサネ

カンザシ，ヨーロッパフジツボで，さらにムラサ

キイガイにも時期によりよく利用されていた。こ

れらのうち，カサネカンザシ，ヨーロッパフジツ

ボ，ムラサキイガイは本種と同じく外来動物で，本

種の殻上を生息場所として外来動物を多く含む群
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集が形成されていた。これら外来動物には，有機汚

濁を始めとする人為的影響の強し、環境によく耐えう

るような共通の性質があるとされる（朝倉， 1992，風

呂田， 1997）。そこで外来動物を人為的影響の度合い

を知る指標として利用することが考えられる。今回

の調査地点付近には l級河川の境川の河口があり ，

この川よりもたらされた生活系排水の影響が今回本

種を採集した地点周辺に及び，有機汚濁のあること

が報告されている（原口， 1984，植田 ・萩原， 1990a,

1991）。また，これまで3回行われた海岸動物相の

調査では，出現種の増加などから近年環境負荷が軽

減されつつある状況も見られ（萩原 ・植田， 1993: 

植田 ・萩原， 1988，植田ほか， 1998），生活系排水の

影響はさらに長い期間にわたって調査を要すると考

えられる。その一つの方法と して，本種を始めとす

る外来動物の動向を今後とも継続して観察すること

が有効かも しれない。
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三浦半島・南下浦（東京湾口）産ウ二類

池田等・倉持卓司

Hitoshi Ikeda and Takashi Kuramochi: Sea-urchins collected off Minami-shitaura (mouth of 

Tokyo Bay), Coast of Miura Peninsula, Kanagawa Prefecture, Central Japan 

はじめに

日本周辺海域に生息するウニ類は，8目25科約

100属 160種の報告があり（重井， l997）＇ 海洋生物

が豊富な海域と して知られる相模湾からは，日本産

の半数以上にあたる25科64属84種のウニ類が報告

されている（重井， 1986）。

筆者らは，相模湾に隣接する東京湾口（特に三浦

市南下浦沖） Iこ分布する生物相を明らかにするため

1963年以来，調査を継続し，既にカニ類について報

告した（池田 ・倉持， l999）。ここでは，同梅域か

ら採集されたワニ類について報告する。

本報告にあたり，採集調査にご協力いただいた南

下浦周辺の漁業関係者に感謝申し上げる。

調査方法

1963年4月から 2000年9月までの期間に，東京

湾口南下浦沖（図 I）において漁業者が行った，設

置深度 ・底質の異なるイセエビ（5-20111）・クルマエ

ピ （1030111）・マコガレイ（30-80111）・タチウオ（30-

120111）・ヒラメ（30-200111）・アカムツおよびアカザ

エピ（200-250111）の底刺網，およびマダコ（5-15111)

を目的としたタコ壷漁など，水深5-250111に設置し

た各種漁法，および打ち上げにより採集された標本

図1.調査地点（・）．
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について種の同定を行い，目録を作成した。

採集された標本は，液浸および乾燥標本にし，葉

山しおさい博物館および筆者らにより保管されて

いる。

結果および考察

本調査により ，16科29属34種が採集された。 F

れらの種は，いずれも重井（1986）が相模湾から報

告した25科64属84種と重複し，そのほぼ40%に

当たる。

筆者らが行っている相模湾沿岸域の生物相調査

の結果と比較すると，本海域においては，概算的に

ユキレンゲウニ Salacielladussumieri (L.Agassiz），キ

夕サンシヨウウニ Temnoplε肝山 hαrd干，Iノickii(Gray), 

ハリサン、ンヨウウニ Temno1フJεun

相模湾よりも多くの個体がみられたが，ガンガゼ

Di正1demasetosum (Leske）， パフンウニ Hemicentrotus

pulcherrimus (A.Agassiz），アカウニ Pseudocentrotus

depressus (A.Agassiz）， ムラサキウニ Anthocidaris

crassispina (A.Agassiz）は，相模湾に比べ産出個体

が少ないことが特徴である。

本海域のウニ類相は，池田 ・倉持（1999）の報告

した同一海域のカニ類キ目に準じた分布を示し，本

海域のウニ類が相模湾に比べ出現種数が少ないこ

とは，外洋7J<.の影響を受けにくく，内湾的要素をも

っ海域で、ある ことが，ウニ類の種の多様化を抑制

している要因と推測される。

三浦半島・南下浦（東京湾口）産ウニ類目録

凡例

分類体系は，重井 （1986）に従った。採集された

個々の種には，採集年月日と採集方法を列記した。

HSM-Eと示している標本は，葉山しおさい博物館

林皮動物資料として保管され，それ以外は筆者ら

が保管している。また（確認）と記された種は，採

集時に破損がひどく ，保管はしていなし、。



ウニ店岡 ClassECHINOIDEA 

オウサマウニ目OrderCidarioda 

オウサマヴニ科 FamilyCidaridae 

I.トゲザオウニGoniocid，αrisbiserialis (Doderlein) 

1995-3マコガレイ底刺網

2目ヤマトオウサマウニ Stereocidarissceptriferoides 

Doderlein 

1995 5アカザエビ底刺網（確認）

フクロウニ目OrderEchinothurioida 

フクロウニ科 FamilyEchinothurioida巴

3アカフクロウニCalveriosomαgracile(A.Agassiz) 

J 990-12アカザエビ底刺網（確認）

4.オース トンフクロウニAraeosomαowstoni

Mortens巳11

2000-4ヒラメ底刺網

5イイジマフクロウニAsthenosomalJ tmm 

Yoshiwara 

1972-8イセエビ底刺網 （確認）

ガンガゼ目OrderDiadematoidea 

ガンガゼ科 FamilyDiadematidae 

6.ガンガゼDiademasetosum (L巴ske)

1995-6 ：イセエビ底刺網 （確認）

アスナロウニ目OrderArbacioida 

アスナロウニ科FamilyArbaciidae 

7ベンテンウニCoelopleurusmaculatus 

A.Agassiz & H.L.Clark 

1975-1ヒラメ・タチウオ底刺網 HSM-E0096

8.ヤマトベンテンウニCoelopleurusundulatus 

Mort巳nsen

1996-1ヒラメ底刺網

ホンウニ目OrderEchinoida 

サンショウウニ科 FamilyTemnopleuridae 

9.サンショウウニTemnopleurustoreumαficus 

(Leske) 

1995-5イセエビ底刺網 ・打ち上げ

10.キタサンショ ウウニTemnopleurushαrdwicku 

(Gray) 

1985-4クルマエビ底刺網 HSM-E0069

I lハリサンショウウニTemnopleurusreevesi (Giay) 

1980-5クノレマエビ底刺網 HSME0070 

12.ユキレンゲウニ Salmacielladussumieri 

(L.Agassiz) 

197ト5クノレマエビ底刺網 HSM白£0097

13.ケマリウニMicroscyphusolivaceus (Doderlein) 
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1994-3マコガレイ底刺網

14.コシダカウニMespiliαglobulus(Linnaeus) 

1970 5イセエビ底刺網 ・打ち上げ

ラッパウニ科FamilyToxopneustidae 

15.ラツノミウニToxopneustespileolus (Lamarck) 

1971-5イセエビ底刺網

オオパフンウニ科 FamilyStrongylocentrotidae 

16.キタムラサキウニStrongylocentrotusnudus 

(A.Agassiz) 

1995-5打ち上げ

17.パフンウニHemicentrotuspule hen unus 

(A.Agassiz) 

1999-8打ち上げ

18.アカウニPseudocentrotusdepressus (A.Agassiz) 

1995-5イセエビ底束lj網

ナガウニ科 FamilyEchinometridae 

19.ムラサキウニ Anthocidariscrassispina 

(A.Agassiz) 

1990-1 l打ち上げ

タコノマクラ目 OrderClypeasterida 

タコノマクラ科 FamilyClypeasteridae 

20.タコノマクラ Cかpeαsterjaponicus Doderlein 

1999-1 Oイセエビ底刺網

21.ヤマタカタコノマクラ Clypeastervirescens 

Doderlein 

2000 4ヒラメ底刺網

マメウニ科FamilyFibulariidae 

22.ボタンワニ Echinocyamuser伊usMazzetti 

J 998-4タコ壷

23.ニホンマメウニFibulariajaponicaShigei 

1998-5タコ査

24.コメツブウニFibulariellaacutα（Y oshiwara) 

1998-4タコ壷・打ち上げ

カシパン科 FamilyLaganidae 

25.フジヤマカシパンLaganumfitdszシαmaDoderlein 

1994-12アカザエビ底刺網 （確認）

26.ヨツアナカシパンPeronellajaponica Mortensen 

1972 4クノレマエビ底刺網

27.ウスヨツアナカシパンPeronellapellucida 

Doderlem 

1992-4タコ壷HSM-E0104



スカシカシパン科 FamilyAstriclypeidae 

28.スカシカシパンAstriclypeusmanni Verrill 

1970-4クルマエビ底刺網

ブンブク目 OrderSpatangoida 

ブンブクチャガマ科 FamilySchizasteridae 

29.ブンブクチャガマ Schizasterlacunosus (Linnaeus) 

l 971-4打ち上げ（確認）

ホンブンプク科 FamilySpatangidae 

30.オニヒメブンブク Maretiaplanulatα（Lamarck) 

1971-5クノレマエビ底刺網

31.ネズミブンブク Pseudomaretiaa/ta (A.Agassiz) 

1971-6クノレマエビ底刺網 HSM-E0061

ヒラタブンブク不ヰFamilyLoveniidae 

32.ヒラタブンブク Laveniaelongata (Gray) 

1971-5クルマエビ底刺網 HSME0095 
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33.オカメブンブクEchinocardiumcordatum 

(Pennant) 

1995-9クルマエピ底刺網

オオブンブク科 FamilyBrissidae 

34.オオブンブク Brissusagassiz Doderlein 

1991-1イセエピ底刺網HSM-EOl03

引用文献

池田 等 ・倉持卓司， 1999.三浦半島 ・南下浦沖（東京湾

口）産カニ類神奈川自然誌資料，（20):85-88. 

重井｜陸夫， 1986.相模湾産海胆類（生物学御研究所編）

204pp.丸善，東京

重井隆夫， l997.ウニ綱 ECHTNOIDEA.日本動物大百科，

7.無脊椎動物，pp.176177.平凡社，東京．

（池田：葉山しおさい博物館，

倉持：葉山しおさい博物館気付）



図2 I .ベンテンウニ Coelopleurusmaculatus A.Agassiz & H.L.Clark 1975-1 1-TSM E0096 L=25. l mm, 2：卜

ゲザオウニ Goniocidarisbiserialis (Doderlein) 1992-4. L=34.8 mm, 3 .サンショウウニ Temnopleurus

toreumaticus (Leske) 1989-4.し＝30.7mm, 4 ハリサンショウウニ TemnopleUJus reeνesi (Gray) 1980-5 

HSM E0070 L=25. I mm , 5 .ユキレンゲウニ Salmacielladussumieri (L.Agassiz) 1971-5 f-TSM-E0097 L=42.7 

mm, 6：タコノマクラ Clypeasterjaponicus Doderlein 1999 I 0 HSM』E0098L=53. I mm, 7 ヤマタカタコ

ノマクラ Clypeaste1virescens Doderlein 2000-4 L=56.8 mm, 8：オカメブンブク Echinocardiumcordatum 

(Pennant) 1995-9 L=35.9 mm, 9ネズミブンブク Pseudomaretiaa/ta (A.Agassiz) 1971-6 HSM-E006 l L二45.l

mm, 10 ・ヒラタブンブク Laveniaelongata (Gray) 1971 5 HSM-E0095 L=59.8 mm, 11 オオーブンブク

Brissus agassiz Doderlein 1991-1 HSM-E0103 L=36.5 mm. 
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江の島湘南港およびその周辺に出現する水母類--:II

崎山直夫・足立文

Tadao Sakiyama and Aya Adachi: Medusae collected in Enoshima-Shonan Port 

and its adjacent waters -II 

Summary: A research on the seasonal activities of medusae was conducted from January 1999 to September 2000 in 

Enoshima-Shonan Port located at the innermost corner of the Sagami Bay. The research confirmed nineteen species of 

hydroid (HYDROZOA), one species of box jellyfish (CUBOZOA), and thre巴speciesof scyphomedusae 

(SCYPHOZOA). Four species of comb jellies (CTENOPHORA) were also confirmed. 

はじめに

江ノ島水族館では長年にわたって水母類の飼育

展示を試みており（堀， 1998）， 野外調査の結果も

いくつか報告されている（志村ほか， 1993；寺本，

1991）。筆者らは1997年から江の島周辺の水母相を

さらに明らかにしようと調査を続けており，1997年

l月から 1998年8月までの結果を報告した（山下 ・

崎山， 1999，以下前報と呼ぶ）。今回は前報以降に，

相模湾湾奥江の島東岸に位置する江の島湘南港で

採集・同定できた水母類について報告する。調査場

所を江の島湘南港にしぼっているが，継続調査の

ため前報と同じタイトノレを用いた。

なお，前報と同様に本調査でも広い意味での「ク

ラゲJとして，刺胞動物門のヒドロ虫綱 ・立方水母

綱・鉢虫綱の他に，水族館で、もよく展示される有櫛

。
N 
A
斗
ー
ー
ー

図1

動物のクシクラゲ類も調査の対象とした。

方法

調査は 1999年l月から2000年9月まで，前報で

も調査の中心であった江の島湘南港において（図

1），月に数回不定期におこなった。調査ではまず目

視により確認できる大型の個体を，釣り用の伸縮

するたも網の柄の先に目合いの細かい熱帯魚用の

手網を取り付けたもの，あるいは柄杓を用いて採

集した。また目視で確認できないような微小な個

体は前述した網を海中で数回動かした後，あらか

じめ用意したバケツの中で採集物を洗い落とすこ

とにより採集した。これらの方法は前報と同様で

堀田（1996）を参考にした。調査は潮位に関係なく ，

全行程を20～30分間を目安におこなった。採集後，

相模湾
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図2 ミズクラゲバureliaauritaのエフィラ幼生

ソーティングと以下の文献などを参考に同定を

行った（西村， 1992，岡閉，1965，内田 ，1961，山

田・久保田， 1980,1981 a, b, c, l 982a, b）。同定の困

難な種については標本（5～10%ホルマリンにて保

存） ・写真を残した。

結果

調査期間に採集 ・同定された水母類は京lj胞動物

門のヒ ドロ虫綱 19種，箱虫綱 1種，鉢虫綱3種，有

櫛動物門の有触手綱3種，無触手綱 l種の合計27種

で，その季節的な出現状況をまとめた（表 I）。前

報では採集回数があまり多くなかったこと もあり，

全ての記録を l年の形にまとめて表示したが，今回

は経年変化もわかるように表した。ほぼ主｜三聞を通

じて記録されたのはヒトツクラゲの仲間とミズク

ラゲ（エフィラ幼生期（区12）を含む）であった。

カラカサクラゲとカブトクラゲは夏季 ・冬季とも

採集された。オオタマウミヒドラ（2月～7月頃），

カミクラゲ（3～5月頃），ギヤマンクラゲ（3～8

月頃），コモチカギノテクラゲ（2～8月頃 ・図3),

エイレネクラゲ（6～10月頃），アンドンクラゲ（7

図3 コモチカギノテクラゲScolwnemasuvaense. 
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～12月頃）といった種はそれぞれの時期非常に多

く確認された。上記のエイレネクラゲは以前から

採集されていたが，最近になって種同定された。ま

た2000{-1三に関しては，カミクラゲがほとんど見ら

れず，アン ドンクラゲも 1997年に調査をはじめて

から最も少ないという出現状況だ、った。エフィ ラ

幼生の段階で採集されたものは， ビゼンクラゲの

仲間が2月，アカクラゲが4月3 不明種 （報告種数

には入れず）が7月，ミズクラゲが 12月から4月

にかけて見られた。調査期間を通してみると春か

ら夏にかけて種類数が増加する傾向にあり ，1999

年7月には13種類と最も多く確認された。なお，ヒ

ドロ虫やエフィラ幼生の中には採集後同定できず，

飼育を試みるもうま くし、かなかったため，種を特

定できないものがあった。

調査時の気温・水温の状況をまとめた （図的。気

温は2.2～31.3℃の問で，2月に最低値， 8月に最高

値を記録した。また，水市lは9.7～28.7°Cの間にあ

り，2～3月に最低値，8月に最高値を記録した。た

だし，これは表面水温の測定値で、あるため，かなり

気温に影響を受けていると思われる。

考察

調査を開始して2度目の報告となる。採集を重

ね，扱った水母の数も多くなってきて，少しずつ江

の島湘南港の水田類の季節変化が見えてきたよう

に思われる。しかし種同定に関してはまだ発展途

上の段階で今後とも努力していきたい。

今回採集 ・同定できたのは，刺胞動物 ・有櫛動物

合わせて27種であった。前報の25種を上回る数字

となっている。しかも今回は江の島湘南港での採

集調査以外の漁業者から得た情報を加えていない。

前報で記録されたハナガサクラゲ，タコクラゲと

いった種は江の島湘南港以外で確認された情報で

ある（1-Li下 ・崎山， 1999）。前報以降もこれらの種

の出現情報は入っているが，今回は江の島

湘南港のみに調査場所をしぼり，表 lを作

成した。そういう意味でも記録された種類

数は増加している。これは調査回数を増や

したこと，調査メンバーが変わったこと，

同定技術の精度が増したことによると思わ

れる。結果において2000年のカ ミクラゲと

アンドンクラゲの出現状況が例年より少な

いと指摘したが，他にギヤマンクラゲやカ

ブトクラゲも例年より少なかったという

印象を持っている。漁業者などから，例年

獲れる魚が獲れない， 初めて見る魚、が獲れ

たなど，2000年の悔はいつもと違うという

話をかなり耳にした。何か関係があるのか
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もしれない。また， 1999年から

2000年にかけての冬期に江の島

にかかる江の島大橋 ・江の島弁

天橋の橋脚部が掘られて（図 l

左区l，指示部），江の島の東浜 ・

西浜問の海水の流通が増したが，

そのことも今回のデータに影響

を及ぼしている可能性がある。

また江の島湘南港の記録で前報
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図4 調査時の気瓶と水慌の変化（企 気温， O 7］＇（温）

のみ記録されたものが8種，今回新たに記録された

のが 14種，前報 ・今回ともに記録されたのは 13種

でかなり出現種に変化が見られた。これは前報で

指摘したように水母類は短期間での単発的な出現

が多いことなどによるものと思われる。なお前報

の“ピゼンクラゲ”と今回の“ビゼンクラゲの仲間”

は別f重に十及った。
7j＇（母といえばやはり「毒」の問題は欠かせないで

あろう。今回記録された中でもアン ドンクラゲや

アカクラゲは危険な水母として紹介されている

（並河・楚山， 2000）。江の島ではアンドンクラゲが

8月以降特に大量発生することがあり，悔＊浴等の

際には十分な注意が必要といえる。また 1982年に

は大量に湘南海岸に打ち害せて多くの被害をもた

らした（寺本， 1991）というカツオノエボシは，前

報に続いて確認されなかった。漁業者などからの

情報も少なく ，最近の江の島周辺での出現頻度は

それほど高くないようである。

前報も含めて筆者が現時点で、考えている江の島

湘南港の水母類の動向 ・特徴を挙げておく。

①春から夏にかけて種類数が増加する。

②冬期に種類数が減少する。

③ヒ トツクラゲの仲間， ミズクラゲ（エフィラ幼

生期を含む）はほぼ年間を通して見られる。

④時期によってオオタマウミヒ ドラ（2～7月頃），
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カミクラゲ（3～5月頃），ギヤマンクラゲ（3～

8月），コモチカギノテクラゲ（2～8月頃），エイ

レネクラゲ（6～lO月頃），アンドンクラゲ（7～

12月頃）といった種が非常に多く見られる。

前報とあわせて江の島湘南港で、35種の水母類が

記録された。今後の調査で，この数は今後さらに増

えるものと思われる。また3 先に挙げた江の島湘南

港における水母柱lの動向や特徴にも違いがでてく

るかもしれない。なお以前より漁業者から入手し

ている周辺海域の情報も，今後何らかの形で報告

していきたい。

おわりに

“ベットブーム’＼“癒し系云々”といった社会現

象もあり，以前に比べて水母類への注目度は増す

一方である。当水族館に訪れる来館者でも水母の

水槽の前で、多くの時間を費やす人も多く ，またマ

スコミの取材も際立って多い。しかしその生態や

分類などは古い文献に煩っている事も多く ，まだ

まだ不明な点が多い。固着生活期のポリプの情報

が加わればさらに興味深い内容となろうが，現状

ではなかなか難しい。しかし，今後もささやかなが

ら新鮮な情報を発信していきたい。
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三浦半島の三浦層群より産出した板偲類化石

田中猛

Takeshi Tanaka: Fossil elasombranchs from the Miura Group (Late Miocene-Early Pliocene) 

in the Miura Peninsula, Central Japan 

SUMMARY: This paper is intended as to describe 10 taxa ofelasmobranchs from 9 localities in the Miura Peninsula 

of Kanagawa Prefecture, Japan. The nine localities are 3 formations in the Miura group・ lkeko, Zushi and Misaki . The 

age of the formations are considered as the Late Miocene the Early Pliocene. The remainders of the fauna ar巴com-

posed of the following taxa: Dalatias licha, Pristiophorz s sp., Odontaspidiae gen. et sp. indet., Carcharodon carcharias, 

Isurus hastalis, Isurus oxyrinchus, Carchαrocles mega/odon, Parotodus benedeni、Hemipristisserra, Carchαrト1inus

sp. They can be classified into both extict and recent groups. The elements of elasmoblach fauna of th巴Zushiand the 

Misaki formations are quite similar to those of the faunas of the S巴nhataand the Oiso formations. These faunas are 

characterized by the taxa in the Late Miocene. 

はじめに

神奈川県三浦半島および千葉県房総半島に広く分

布する三浦層群は，古くから両半島の層準対比など

堆積年代について研究されてきた。 房総半島の三浦

層群より産出する大型化石については，千畑層産海

棲動物化石の研究がされてきた。たとえば，軟体動

物化石は，Tomida(1989）があり，板偲類化石は，

上野ほか（I990）が同一個体と思われる lsurus

has tali』の報告を， Yabe& Hirayama (1998）が板鰍

類の総括的な報告として20タクサを報告している。

一方，三浦半島の三浦層群から産出する大型化石

については，Shikama( 1973）があり，板偲類化石

については樽 ・松島（1998）がリ ストをまとめただ

けで，記載まで報告したものはない。今回，神奈川

県立生命の星 ・地球博物館が収蔵する標本（KPM-

NN）および現地調査で採集した筆者が収蔵する標

本（TT-MIU）を検討した結果，属種不明の未定種

を含めてJO種類の板偲類化石が確認できたので報

告する。本報告を行うにあたり神奈川県立生命の

星・地球博物館の樽創学芸員には同博物館が収蔵

する標本を検討する機会を与えていただき 3 また標

本撮影の協力および原稿の校閲をしていただいた。

この場をお借りして厚くお礼申し上げる。
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産出層準

三浦半島の三浦層群の区分，地質年代について

は，蟹江（1996）に従う。それによると三浦半島北

部では池子層と逗子層に，南部では初声層と三崎

層に区分される。地質年代は，上部の池子層，初声

層が前期鮮新世，下部の逗子層， 三崎層が後期中新

世と考えられている。年代決定はナノ化石，有孔

虫，フィショントラック年代などでほぼ同様の結

果が得られている。今回，板偲類化石を報告する標

本の層準は池子層，逗子属 3 三崎層に属する。

産地

産出した板鰐、類化石の産地は以下のとおりであ

る（図 I）。

(I ）池子層

A：横須賀市鷹取町鷹取団地

(2）逗子層

B：逗子市桜山切通し鐙摺不整合地点

c・ 葉山町表柄葉山桜山団地造成地
D：葉山町上山口葉山カン トリークラブ

E：葉山町御用邸岬

F ：横須賀市久里浜久村

G：横須賀市衣笠栄町大明寺裏の宅地造成地

(3）三ii府層

H：横須賀市佐島

l：三浦市三崎町城ヶ島
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図1 化石産地 A 横須賀市鷹取町鷹取団地， B 逗子市

桜山切通し鐙摺不整合地点，C 葉山町表柄葉山桜山団

地造成地， D：葉山町上山口葉山カントリークラブ， E

葉山町御用邸1h甲， F’横須賀市久里浜久村， G：横須賀市

衣笠栄町大明寺裏の宅地造成地， H 横須賀市佐島， J:

三浦市三11崎町城ヶ島

記載

板偲類化石の分類体系については Cappetta

( 1987) , Compagno ( 1984），仲谷（1992）を，現生

種の和名については仲谷（1992）をもとにした。ま

た，歯の用語については久家 ・後藤（1980），矢部 ・

後藤（1999）に従った。

Class Chondrichthyes軟骨魚網

Subclass Elasmobranchii板鯨亜綱

Order Squaliformes Goodrich, 1909ツノザメ目

Family Squalidae Bonapa1ie, 1843ツノザメ科

Genus Dalatias Rafinesque, 1810ヨロイザメ属

Dalatias lie加（Bonnaterre,1788）ヨロイザメ

KPM-NN0000385 （図2-l，産地図 トC）母岩に埋

まったままの状態の標本である。歯根はなく歯冠の

み保存されている。歯冠はほぼ三角形で切縁に，や

や上向き（尖頭方向）の鋸歯を持つ。

KPM-NN0000507 （図2-2，産地図トC）歯根はなく

歯冠のみの標本である。KPM-NN0000385よりやや幅
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広い歯冠を持つがほぼ三角形で、切縁に鋸歯を持つ。

KPM-NN0000385と同様にやや上向きの鋸歯を持つ。

Order Pristiophoriformes Berg, 1958ノコギリザメ目

Family Pristiophoridae Bleeker, 1859 

ノコギリザメ不｜

Genus Pristiophorus Muller & Henle, 1837 

ノコギリザメ属

Pristiophorus sp. 

TT-MlU002 （図2-3，産地図 トI)歯根はなく歯冠

のみの標本である。本標本はノコギリ ザメの眼か

ら先に付いている吻部から遊離した吻赫である。

歯冠は薄く，ナイフ状の形態をしている。切縁に鋸

歯はなく，近心切縁は緩やかにカーブし，遠心切縁

は直線的である。

Order Lamniformes Berg, 1958ネズミザメ 目

Family Odontaspidiae Muller & Henle, 1839 

オオワニザメ科

Odontaspidiae gen. et sp. indet. 

TT-MlUOOl （図 2-4 産地図 卜H), KPM-

NN0000634 （図2-5，産地図 l-A), KPM-NN0000354 

（図2-6，産地区I1-C）今回検討した3標本は全て歯

根がなく ，歯冠のみの標本である。歯冠は細長く直

立する。歯冠舌側面は強く膨らみ，唇側面も少し膨

らむ。歯冠の横断面の形状は円に近くなる。切縁に

鋸歯はなく，また歯冠表面に条線はない。

Family Lanmidae Muller & Henle, 1838 

ネズミザメ科

Genus Cσrchm〆odonMuller & Henle, 1838 

ホホジロザメ属

Carcharodon carchm ias (Linnaeus, 1758) 

ホホジロザメ

KPM-NN0000633 （区12-7産地図 1-A）歯根はな

く，歯冠のみの標本である。歯冠はほぼ三角形で切

縁に荒い鋸歯を持つ。歯冠の舌側面はやや膨らみ，

唇側面は平坦である。歯根は残つてないが，歯冠基

部が直線的であるため歯頚帯はほとんど発達して

いない。

KPM-NN0000684 （図2・8，産地図 トB）歯冠と歯

根の一部のみの標本である。保存状態はあまり良

くないが歯冠の切縁に荒い鋸歯があり，歯頚帯も

ほとんど発達していないc

? Carchαradon carcharias (Linnaeus, 1758) 

KPM-NN0000501 （図2-9，産地図 1-B）歯根の一

部は欠けるが歯冠は完全な標本である。歯冠は三

角形で直立し，切縁は直線的である。歯冠の舌側面

はやや膨らみ，唇側面は平坦である。歯冠基部に歯



頚帯は発達していない。歯冠の切縁を詳しく観察

すると，鋸歯があった痕跡が認められる（図2-9c）。

Genus Isurus Rafinesque, 1810アオザメ属

Isurus hσstalis (L.Agassiz, 1843) 

KPM-NN0000682 （図2-1O，産地区II-B）歯根はな

く歯冠のみの標本である。歯冠は正三角形で切縁

に鋸歯を持たない。歯冠の舌側面はやや膨らみ，唇

側面は平坦である。歯冠は遠心方向に少し傾く。歯

冠基部に歯頚需：はほとんど発達していない。

KPM-NN0000505 （図2-1l，産地図 1-B）歯設はな

く歯冠のみの標本である。歯冠は二等辺三角形で

細長く直立する。歯冠尖頭は近，遠心方向に傾かな

い。切縁に鋸歯はない。歯冠の舌側面はやや膨ら

み，唇側面は平坦である。

Isurus oxyrinchus Rafinesque, 1810アオザメ

TT-MIU004 （図2-12，産地図 トE）歯根はなく歯

冠のみの標本である。歯冠はほぼ三角形で細長く ，

歯冠尖頭は遠心方向に少し傾く。切縁に鋸歯はな

い。歯冠の舌側面はやや膨らみ，唇側面は平坦であ

る。

KPM-NN0000137 （図2-13，産地図 トH）歯根の一

部を欠くが，ほぼ完全な標本である。歯冠は遠心方

向に強く傾く。切縁に鋸歯はない。歯冠の舌側面は

やや膨らみ，唇側面は平坦である。

Family Otodontidae Gluckman, 1964 

Genus Carchm ocfes Jordan & Hannibal, 1923 

Carcharocles megalodon (Agassiz, 1843) 

KPM-NNOOOOl 84 （図2-14，産地図 トG）母岩に半

分ぐらい埋まった状態の標本である。しかし，歯根

まで、完全に残っている。舌側面はすべて観察でき

るが，唇側面は一部しか見られない。歯冠の舌側面

は強く膨らむが，唇側面は平坦である。歯冠切縁に

規則正しい細かい鋸歯がある。 切縁は直線的でな

く，ゆるやかなS字のカーブを描く。歯冠は厚く幅

広く，がっしりしている。

KPM-NN0000563 （図3-1，産地図トF）歯根はな

く，歯冠のみの標本である。 歯冠のみで9cmぐらい

あり大型の標本である。歯冠の舌側面は強く膨ら

み，唇側面はほぼ平坦である。歯冠は大変厚く ，切

縁には規則正しい細かい鋸歯がある。歯頚帯は強

く発達している。

KPM-NN0000079 （図3-2，産地区11-H）母岩に付

着した状態の標本である。歯根はなく，歯冠のみの

標本だが，母岩に歯冠の形跡が一部残っており 3 化

石としてはもう少し残っていたことがわかる。観

察できるのは歯冠の舌側面のみである。大型の歯

で歯冠の舌側面は強く膨らむ。歯冠切縁に規則正

しい細かい鋸歯がある。
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Genus Parotodus Cappetta, 1980 

Parotodus benedeni (Le Hon, 1871) 

TT MIU003 （図3-3，産地図 1-1）歯根はなく歯冠

のみの標本である。歯冠は幅広く厚し、。歯冠尖頭は

強く遠心方向に特徴的に傾く。歯根は残っていな

いが，舌側面の歯冠基部が中心に向かつて湾入す

るため歯頚帯が強く発達していたと考える。切縁

に鋸歯はない。歯冠の舌側面は強く膨らみ，唇側面

は平坦である。

Order Carcharhiniformes Compagno, 1973 

メジロザメ目

Family Hemigaleidae Hasse, 1879ヒレトガリザメ科

Genus Hemipristis Agassiz, 1843カマヒレザメ属

Hem伊ristisserra Agassiz, 1843 

KPM-NN0000028 （図3-4産地図 1-D）歯根はな

く歯冠のみの標本である。歯冠はrJ幅広く，ほぼ三角

形で， 厚みはさほど厚くない。歯冠尖頭は少し遠心

方向に傾く。歯冠切縁に大変荒い鋸歯を持つ。歯冠

の舌側面はやや膨らみ，唇側面は平坦である。

T寸－MIU006（図3-5，産地図トE）歯根はなく歯冠

のみの標本である。歯冠は細長くほぼ直立し，厚み

はさほど厚くない。歯冠尖頭はわずかに遠心方向

に傾く。歯冠切縁は上半分のみが存在する。近心切

縁に荒い7個の鋸歯が確認されるが遠心切縁には鋸

歯はない。また，歯冠基部の遠心にl恒｜の副岐頭が

ある。歯冠の舌側面は膨らみ，唇側面も少し膨ら

む。

TT-MJUOOS （図3-6，産地図 1-0 ほぼ完全な標本

である。歯冠は幅広く，ほぼ三角形で，厚みはさほ

ど厚くなし、。歯冠尖頭は強く遠心方向に傾く。歯冠

切縁に鋸歯を持ち，近心切縁に4個，遠心切縁に6

個確認できる。しかし，近心切縁に比べて遠心切縁

の鋸歯の方が大きい。歯冠の舌側面は少し膨らみ，

唇側面は平坦である。

Family Carcharhinidae Jordan & Evermann, 1896 

メジロザメ科

G巴nusCarcharhinus Blainville, 1816メジロザメ属

Carcharhinus sp. 

KPM-NN0000551 （図3-7，産地図トB）歯根の一

部は欠くが歯冠はほぼ完全に残る標本である。歯

冠の舌側面は母岩が付着し観察ができない。歯冠

は三角形で直立する。歯冠尖頭は近，遠心方向に傾

かない。切縁には細かい鋸歯があり直線的である。

歯冠の舌側面はやや膨らみ，唇側面は平坦である。

KPM-NN0000616 （図3-8，産地図1・D）歯冠と歯

根の一部を欠くがほぼ完全に残る標本である。歯

冠は三角形で直立する。歯冠尖頭は近，遠心方向に



傾かない。切縁には細かい鋸歯があり直線的であ

る。歯冠の舌側面はやや膨らみ，唇側面は平坦であ

る。

KPM-NN0000595 （図3-9，産地図 1-D）歯根の一

部を欠くが歯冠はほぼ完全に残る標本である。歯

冠は三角形で直立する。歯冠尖頭は近， 遠心方向に

傾かない。切縁には細かい鋸歯をがあり，切緑、の半

分ぐらいのところで屈曲するようなへの字を呈す

る。歯冠の舌側面はやや膨らみ，唇側面は平坦であ

る。

TT-MIU007 （因子lO，産地図トH）歯冠と歯根の

一部を欠く標本である。歯冠は三角形で歯冠尖頭

は遠心方向に強く傾く。切縁には細かい鋸歯があ

り，確認できる近心切縁はほぼ直線的で、ある。歯冠

の舌側面はやや膨らみ，唇側面は平坦である。

比較

KPM-NN0000385, KPM NN0000507歯冠のみの

形態は Carcharhinus属と似るが，本種の鋸歯はや

や上向き（尖頭方向）であること，歯冠尖頭付近で

急に細くなり ，歯冠の厚みも大変薄いのが特徴で

ある。Bigelow& Sclu・oed巴r(1948）の現生の歯と比

較した結果， Da/atiaslichα（Bonnaterre, 1788）と同

定した。

TT-MIU002薄いナイフ状の歯冠の形態は Keyes

( 1982）と比較した結果， Pristiophorus属と似てい

るが， Compagno( 1984）によると現生種が4種あ

り，遊離した吻赫で種を同定することはできない

ので，未定種として報告する。

TT-MIUOOl , KPM-NN0000634, KPM NN0000354 

歯冠の切縁に鋸歯がなく，歯冠の横断面が円形な

形態は， Bigelow& Schroeder ( 1948）の現生の歯と

比較した結果，本標本はオオワニザメ科に属する。

本科の現生種は Compagno(1984），仲谷（1992）に

よると 2属 （Odontaspis属，Carcharias属）が知ら

れている。’また，化石属はCappetta( 1987）による

と砂>potodus属など数属が知られているが全てが始

新世以前の属であり，中新世以降は現生2属に限定

される。現生種 OdontaspisferoxとC正1chariastaurus 

は副H交頭の数により容易に区別される。しかし，今

回検討した標本は全て歯冠の主岐頭のみが保存さ

れていて副岐頭が残っていないため，ここで、は属

不明の未定種として報告する。

KPM-NN0000633, KPM-NN0000684 大型で，ほ

ぼ二等辺三角形の歯冠で，切縁に荒い鋸歯を持つ

形態はBigelow& Schroeder (1948）の現生の歯と

比較した結果，Carcharodoncarchαrias (Linnaeus, 

1758）と同定し，顎上の位置も決定した。KPM-

NN0000633 は歯冠の111~がやや広くあまり厚くない
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ため，上顎側歯と判断する。同種の標本が，ほぼ同

年代（後期中新世）と推定される千畑層より産出し

ているが（Yabe & Hirayama, 1998), KPM-

NN0000684の方が鋸歯は荒く，現生種の形態に近

いと考える。

KPM-NN0000501 歯冠の切緑、に鋸歯を持つが，その

形態は現生 仁carchariasと比較して大変弱い。この

ような弱し、鋸歯がある場合， 一般的に次のような3

通りの考え方ができる。①歯冠の刃こぼれ（生時の

岐耗により）できた傷である。②本標本は C

care加riasであり，堆積時の磨耗により，鋸歯が弱く

なった。③本標本はJsurushastalisとCcarchariasの

中間的な形態を持っと考えられる ／。 escheriである。

筆者はKPM-NN0000501の鋸歯について，その間

隔が等間隔で規則的なため①の「刃こぼれ」ではな

く，明らかに鋸歯を持っていたと判断する。また，

②について産地Bの産状ははき寄せで堆積したた

め，磨耗が激しかったこ とも考えられる。それゆ

え，本来の鋸歯の形態が不明で，現生の C.

cαrchariasと鋸歯の形態は少し異なるため，ここで

は？ C. carchariasとして暫定的に報告する。なお，

③については Iescheriの種の定義がはっきりしな

いため，今回は使用しないO

KPM-NN0000682, KPM-NNOOOOSOS大型の歯で

歯冠の切縁に鋸歯を持たない形態はIsurus属と断定

できる。また，歯冠1p高が広いこ とによ り lsurus

has ta/is (L.Agassiz, J 843）と同定した。これはIくuga

( 1985）とも一致する。また，本種は現生種ホホジ

ロザメの先祖型と考えているため， Bigelow & 

Schroeder (1948）も参考に同定した。KPM-

NN0000682は歯が小型で、幅広い歯冠を持つため側

歯と KPM－間対0000505は歯冠幅が狭いため下顎前歯

とそれぞれ推測する。

TT-MlU004，ロM-NNOOOO137大型で歯冠の切縁

の鋸歯を持たない形態は前述と同様Isi仰 s属と断定

できる。また，本標本は歯冠幅が狭く Kuga(1985), 

Bigelow & Schroeder (1948）に記載されている現生

種の形態と似ているため， lsurus oxyrinchus 

Rafinesque, 181 0と同定した。 TT-MIU004は上顎前

歯と KPM-NNOOOOl37はTT-MIU004に比べて歯冠

幅が広く ，尖頭の傾きも強いことにより， 倶lj歯と推

測する。

KPM-NNOOOOl 84, KPM-NN0000563 , KPM-

NN0000079非常に大型で、厚い歯を持ち，切縁に細

かい鋸歯を持ち，副ll交頭がないことにより Agassiz

( 1843）に1Jtし＼，Carcharocles mega Jodon (Agassiz, 
1843）と同定した。なお，本種は歯根が残っていな

くても歯冠の形態で容易に区別が可能である。

KPM-NNOOOO 184は歯冠幅も広く，遠心に傾くため



上顎側歯と推測する。 KPMNN0000563 , KPM-

NN0000079は歯根が残っていないため上，下顎ま

た前，1JJ)j歯の区別は不明である 。

TT-MIU003 Cappetta (1980）と Kuga(1985）に

従い， Parotodusbenedeni (Le Hon, 1871 ）と同定し

た。本種はlsurus属と歯の形態は似るが，歯冠の厚

み，歯頚帯の有無などで容易に区別が可能である。

本属はP benedeni l属 l種である。歯冠の傾きが

強いことから側歯と推測する。

KPM-NN0000028, TT-MTU006, TT-MIU005歯の

形態は Carcharhinus属と似るが，切縁の鋸歯が明

らかに荒く，また歯根の形態も異なるため，Agassiz

(1843), Compagno (1984）に従い Hemipristis属と

同定した。なお，種については木属の化石種

丘serraと現生種H.elongatusの2種があるが， 化石

種の方が通常現生種の約 1.5倍と大きく ，今回報告

する標本はやや大型で、あるため，ここでは化石種

Hemip1 is tis serra Agassiz, 1843に同定した。TT

MIU005はGaleorhinus属とも似るが近心切縁に鋸

歯を持つことにより区別が可能である。KPM-

NN0000028は歯冠幅が広いのでヒ顎側歯と TT-

MIU006は歯冠幅がやや狭いので上顎前歯と TT-

MIU005はKPMNN0000028とTT-MIU006に比べて

小型で歯冠の傾きが強いことから 3 後歯に近い側

歯とそれぞれ推測する。

KPM-NN000055 l, KPM-NN00006 l 6, KPM-

NN0000595, TT-MIU007 Bigelow & Schroeder 

( l 948), Compagno ( 1984）の現生種の歯の形態と

比較してCarcharhinussp.と同定した。Carchαrhin仙 ！

属のサメの歯を今回4標本検討したが，それぞれ，

歯の形態は異なる。しかし，現生種で約30種ある

同属を歯の形態だけで種まで同定することはでき

ないので，すべて未定種と して報告する。 KPM-

NN000055 lは下顎歯と KPMNN00006l6, KPM-

NN0000595, TT MIU007は上顎歯とそれぞれ推測

する。

考察

今回検討した逗子層，三崎層の板組！類化石は

lsurus hastalis, Carcharocles megalodon, Parotodus 

benedeni, Hemipristis serraの化石種（絶滅種）と

Dalatias licha, P1istiophorus sp., Odontaspidia巳gen.et 

sp. indet., lsurus oxyrinchus, Carcharodon carcharias, 

Carcharhinus sp.の現生種が混在している。これは

同じ房総半島の三浦層群千畑層産出の板偲類化石

(Yabe & Hirayama, 1998），産地の近い大磯層の板側

類化石（田 ~1コ ・ 森ラ l996）と比較しても類似性があ

る（表 I）。すなわち，逗子層，三11府層の堆積した

表 1 逗子，三崎，千畑p 大磯属産出の板偲類化石リスト

T二？」竺~ Z us hi & Misaki Senhata Oiso 

Hexanchiade 。
Isistius sp. 。
Dalatias licha 。 。 。
Pristiophorus sp. 。 。 。
Squatina sp. 。 。
Odontapidiae 。 。 。
Carcharodon carcharias 。 。 。
Isurus hastalis ＊ 。 。 。
Isurus oxyrinchus 。 。 。
Carcharocles megalodon ＊ 。 。 。
Parotodus benedeni ＊ 。 。
Galeorhinus sp. 。
Hemipristis serra ＊ 。 。
Carcharhinus sp. 。 。 0 

Yabe & Hirayama (1998）および田中・ 森 （1996）を一部改変してまとめた．

＊：化石種
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後期中新世は板偲類化石の化石種，現生種の移行

期であり，板偲類化石の進化を考える意味で大変

興味深い。

おわりに

今回， 三浦半島の三浦層群の板偲類化石を検討

した結果， 10種類が明らかになり ，それ らの標本

を記載した。これは後期中新世の板偲類化石相の

特徴を示 しており ，板偲類の進化を考える上で重

要である。今後，標本の増加でさ らに詳しい比較検

討を期待する。

引用文献

Agassiz, L., 1843. Recherches sur Jes poisons fossils. 3.ト

390pp.トJeuchatel.

Bigelow, H. B.and Schroeder, W. C., 1948. Fishes of the 

Western North Atlantic.Part I. Mem.Sears 

Found.Mmine Res., 1.卜576.

Cappetta, H., 1987. Chondrichthyes II , Mesozoic and Ceno-

zoic Elasombranchii.Handbook of Paleoichthylogy, 38. 

I 93pp. Gustav Fisher, Stuttgart. 

Cappetta, H., 1980. Modification du statut generique d巴

quelqu巴S巴specesd巴selaciensc1巴taces巴tter tiaires. 

Palaeovertebrata, 10( I): 29-42. 

Compagno, L. J. V., 1984. FAO species catalogue.Sharks of 

the world. FバOFish,synop., ( 125）： ト655

蟹江康光， 1996.深海から生まれた三浦半島一三浦半島のお

いたち 横須賀市博物館教育資料シリーズ，7ト18.

Keyes,!. W., 1982. The Cenozoic sawshark Pristiophorus 

lanceolatus (Davis)(Order Selachii) ofNew Zealand and 

Australia. N.Z.Jour. Geo!. and Geophys., 25: 459-4 74 

久家直之 ・後藤仁敏，1980.板間類の歯の形態と用語 海

洋と生物， 2(5):383 387. 

Kuga, N., 1985. Revision of Neogene Mackerel Shark of Genus 

l幻irusFrom Japan. Mem. Fae. Sci.砂otoUniv., Ser. Geo!. 

& Mineral., 51 I 20. 

スプリンガー，VG. ・J.P.ゴーノレド著（仲谷一宏訳） 1992 

サメ ・ウオシチング， 277pp.平凡社，東京

Shikama, T., J 973. Molluscan Assemblages of the Basal Part 

of the Zushi Formation in the Miura Penisula. Sci. Rep., 

Tohoku Univ., 2nd.』er.(Geo!.), Special 6：・ 179-204.

田中猛 ・森慎一，1996.神奈川県西部の大磯層産出の

板偲類化石 平塚市博物館研究報告， （19):67-87. 

樽倉lj・松島義章，1998.神奈川県内産軟骨魚類化石リス

トそのl←神奈川県立生命の星 ・地球博物館収蔵資

料ー．神奈川自然誌資料， （19):117-121. 

Tomida, S., 1989. Fossil molluscan assemblage from the Neo-

gene Senhata Formation around Nokogiriyama, Boso 

Peninsula, Japan. Bull. Mizunami Fossil Mus., ( 16): 85 

108 

上野輝事m・近藤康生 ・井上i告吉， 1990.千葉県鋸南町鮮新

統千畑層から産出したネズミザメ科イスルス ・ハ

スタリス lsurushastι1/is (Agassiz）の同一個休の歯

群および脊椎骨群化石．千葉県中央博自然誌研究報

告， （I):15-20 

Yabe, H. and Hirayama, R., 1998. Selachian Fauna from the 

Upper Miocene Senhata Formation, Boso Peninsula, 

Central Japan. Nat. Hist. Res., Special lsuu巴，（5):33 61 

矢部英生 ・後藤仁敏，1999.板脚類の歯に関する用語 化

石研究会誌， 32(1 ): 14-20 

（小田原市酒匂 1丁目 25-40-311)

図2 三浦層群産出板偲類化石（l) I Dalatias /icha (Bonnaterre, 1788）舌側面 KPMNN0000385×3.0; 2: Dσlatzas 

lie ha (Bonnaterre ), 1788, a 舌側面，b ：唇側面， KPM-NN0000507×3.3; 3 : Pristiophorus sp. TT-MIU002×3.3 , 

4 ・ Odontaspidiae gen.et sp.indet. a 舌側面，b .唇側面， TTMIUOOI×1.7 , 5 . Odontaspidiae gen.巴tsp.indet., a 舌

側面， b 唇側面，KPM-NN0000634×I.7, 6 . Odontaspidiae gen.巴tsp.indet. 唇側面 KPM-NN-0000354×1.7; 7 : 

Carcharodon carcharias (Linnaeus, 1758), a ：舌側面， b 唇側面， KPM-NN0000633×l.7 , 8 : Carcharodon carcharias 

(Linnaeus, 1758), a ・舌側面，b .唇側面，KPM-NN0000684×1.7' 9 つCarcharodoncarcharias (Linnaeus, 1758), 

a 舌側面，b 唇側面， c 遠心観， KPM-NNOOOOSOJ×2.2, I 0 lsurus has ta/is (Agassiz, 1843), a：舌側面， b : 

唇側面， KPM-NN0000682×1.7, 11 fsurus hasralis (Agassiz, 1843), a ・舌側面，b：唇側面， KPM-NN0000505×

1.7, 12 !surus oxyrinchus Rafinesque, 1810, a：舌側面，b・ 唇側面 TT-MIU004×I.7 , 13 fsurus oxyrinchus Rafinesque, 

1810, a 舌側面， b唇側面， KPM-NNOOOOl37×1.7' 14・Carcharoclesmegalodon (Agassiz, 1843）唇側面 KPM

NNOOOOl84× 卜7.

図3 三浦層群産出板偲類化石 （2) I : Carcharocles megalodon (Agassiz, 1843), a：舌側面， b 唇側面，KPMNN0000563 

×1.7 ; 2・Carcharoclesmegalodon (Agassiz, 1843）舌側而 KPM-NN0000079×1.7, 3 ・ Parotodus benedeni (Le Hon, 

1871 ), a 舌側面，b 唇側面，TT-MJU003×1.7; 4・1-femiprisrisserra Agassiz, 1843, a：舌側面， b ：唇側面，
KPM-NN0000028×1.7 , 5 Hemipristis serra Agassiz, 1843, a 舌側面，b 唇側面，TT-MIU006×l. 7 ; 6 : 1-femipristis 

serra Agassiz, 1843唇側面 TTMIU005×1.7 , 7 : Carcharhinus sp.舌側面 KPM-NN000055I×1.7 ; 8 Carcharhinu』

sp., a 舌側面， b 唇側面， KPM-NN0000616×1.7, 9 : Carcharhinus sp., a：舌側面， b 唇側面， KPM-NN0000595

×I. 7 ; I 0 Carcharhinus sp., a：舌側面，b ：唇側面，TT-MIU007×I.7. 
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国府津－松田断層に隣接する小田原市上曽我竺土寺に見出された露頭

袴田和夫・今永 勇・生命の星・地球博物館岩石ボランティアグループ

Kazuo Hakamata, Isamu lmanaga 

and the Volunteer Group for the Kanagawa Prefectural Museum of Natural History: 

Outcrop concerning Kozu-Matsuda Fault at Chikudo-ji, Kamトsoga,Odawara City 

はじめに

国府津一松田断層は，フィリ ピン海プ

レートとユーラシアプレー トとの境界をな

す断層の一部とされる（杉村， l972）。木断

層は，大磯丘陵の西縁をなす比高200～300

mの断層崖で、ある。

活断層としての国府津松田断層は，神

奈川県 （1982）によって初めに調査が行わ

れた。最近では通産省工業技術院地質調査

所による 卜レンチ調査が行われ，およそ

3000年間隔で活動し， l回の活動で約 ！Om

垂直変位するような活断層である可能性が

指摘された（山崎 ・水野， l999）。

今回，小田原市上曽我竺土寺（ちくどじ）

の国府津一松田断層崖の斜面に断層に直交

する方向のローム層の露頭が見い出され

た。この露頭は，箱根火山の活動史と国府

津ー松田断層の活動史を知る上で貴重であ

ると考え記載し報告する。

図1 調査位置（矢1::1-1)
露頭の位置

今回調査した露頭は， 小田原市上曽我竺土寺境

内の国府津ー松田断層崖の西に傾斜した斜面にあ

る（図1）。国府津一松田断層の走行方向にほぼ直

交する坂道に沿う露頭は，ほぼ30mにわたってつ

づく高さ約2mの崖面で、ある。露頭の海抜高度は

60～70111の間にある。

テフラ

露出するテフラは， 町田（1971）の柱状図を参考

にすると，吉沢ローム層下部のテフラ群にあたる。

調査は，50cmの間隔で崖面にひもを張り（図2),

50cmのマス目を基にして地層の記載をおこなった

（図2,4）。

露頭に現れたテフラを町田（1971）に従い記号
図2 露頭と調査の状況
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図3 吉沢ロームKIP-5層と火山弾の落下痕（bombsag) . 

で示し（図4），以下にテフラの特徴を記載する。

KIP-1・層厚70cmで岩片を多く含んだ暗黄色を主

とした雑色軽石からなり，最下部に灰色軽石質火

山灰を伴う。軽石の最大，平均粒径は50mm,20mm

士で，岩片の最大，平均粒径は70mm,15mm ±で

ある。（最大粒径，平均粒径を以下同様に示す）。

KIP-2：層厚75cm，上部 15～20cmが黒色スコ リア

(12rnrn, 2rnm土）で，下部は，黄～オレンジ色軽

石（20mrn,8mm ±）である。岩片（20mm,8mrn 

±） は少ない。

KIP 5層厚90cm，細粒灰色軽石～軽石質火

山灰（20mm,2mm ±）が縞状に堆積して

いる。噴石による落下痕（bombsag）が認

められる（図3）。

KIP-6・層厚95cm，白ヒゲと呼ばれた最下部

の特徴的な白色火山灰は確認されていな

い。ピンク～オレンジ色の粗粒軽石を含

んだ灰白色軽石 （IOOmm,9mm士）と少量

の岩片（55mm,8 ± mm）からなる。

KIP一7：層厚l30cm，灰白色火山灰の5～8cm

ほどの薄層と 25～33cmの淡灰色軽石

(30mm, l5mm土）層の組み合わせが4回

繰り返された四つ組になっている。

KIP-8：層厚llOcm，ピンク色の粗粒ii珪石を

含んだ白色軽石（90mm,20mm ±） で，最下部

に厚さ30cmほどの青灰色火山灰がついてくる。

露頭東側のKIP四2は撰曲し露頭中央部では陥没し

ている。露頭西側では下位のテフラが現れ西に高

角度で傾斜する。KJP-8の最下部の灰色火山灰およ

びKIP-5は，地滑り性の低角層理面断層によって同

じものが上位にも重なって観察される。

Eコスコリア質火山灰 屋三ヨ 軽石賀火山灰 医豆国軽石 / 断層

図4 露頭スケッチ（A8 C聞の距離30m) 
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断層

露頭に断層が多数観察され，図4中にFの記号と

太実線で示す。露頭東端を基点として位置を記載

すると，正断層の走向 ・傾斜および変位量は，基点

から 13m地点でN-S,70E, N-S,V, 16m地点で

NlOW,82E東落ち 12cm, 26m地点、でN-S,62E,N同S

東傾斜である。露頭南西部には，断層面が不明瞭な

緩傾斜の逆断層が観察される。露頭の中央部に上

位のテフラがあり ，露頭中央部が陥没しているこ

とを示している。露頭の北東部には，隆起した背斜

構造が認められる。テフラの走行傾斜は，基点から

23m地点でN60W,60W, 27m地点でN60W,75Wを

示す。全体に西に高角度で傾斜している（図的。
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